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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき









　ことの始まり







　十二年前、ヤーク島。

「勉強中かい、ヴァン」

　夜のとばりが降りきってからヴァン・ガストンのテントを訪おとずれたのは、一週間前から陣じん中ちゆう見み舞まいにこのメルギブラー遺い跡せきに来ていたエドウィン・ゴーダだった。ヴァンは文ぶん献けんをめくる手を止め、照れ笑いを浮うかべた。

「エドか。いや、恥はずかしいな」

「なにをそんなに一生懸けん命めい読んでいたのかね」

　エドはヴァンより三つ年上の、この道にかなり精通している男だ。その彼に自分が我を忘れて読んでいるものを見られ、ヴァンは頰ほおを赤らめた。

「おかしいでしょう、この年になってこんな本を読むなんて。でも、ぼくは専門外のことはからきしダメで」

「向学心はいくつになっても必要なものさ」

　エドがヴァンの本の背表紙を眺ながめて言う。背表紙には「古代の魔ま術じゆつ信しん仰こう」と書かれてある。

「ベイカー卿きようの書かれた『ヤーク島の歴史』は読んだかい」

「ええ、一応」

「なら、今夜は勉強はやめて私につきあいたまえ」

　エドは絨じゆう毯たんの上に座すわると、持ってきた壺つぼを置いた。

「やあ、地酒ですか」

「今夜はこれをやろうと思ってね。君はからきし酒に弱いが、前祝いということで」

　そう言ってエドは片目をつむってみせた。ヴァンは頷うなずき、木箱の中からコップを取り出す。

　二人は酒を酌くみ交かわした。一口吞のんだだけでヴァンの頰が紅潮し始める。

「いよいよ明後日には玄げん室しつを開けるというのに、エド、あなたが明日帰ってしまうなんて残念です」

「私も残念だよ。こんなに作業が早く進んでいるとは思わなかったから、もう一度来るつもりだったんだ。そうか、明後日か」

　ひどく残念そうに、エドはテント越ごしにメルギブラーの古こ墳ふんを見やった。玄室を開けるときは絶対立ち会いたいと、この発はつ掘くつの企き画かくを立てた三年も前から彼は言い続けてきたのだ。それを知っているヴァンは、気の毒になった。

「どうですか、帰るのを一日遅おくらせては。一日くらいなら大だい丈じよう夫ぶでしょう。我々もなんとか頑がん張ばって、明後日のいちばんには玄室を開けられるようにしますから」

「いやいや。やっぱり明日には帰らなくてはね」

　だが、あれほど心待ちにしていたわりには、あっさりエドは申し出を断った。ヴァンは苦く笑しようして、

「考古学者よりも考古学者らしいあなたが、そんなに諦あきらめがいいなんて、誰だれに言っても信じてもらえないな。それほど楽しみらしい、お孫さんの誕生が」

「ふむ。明日にも生まれそうという知らせが来たからな。本当は今日にも帰りたくてうずうずしているのだが、ここでみっともなく騒さわいでもみろ、トリックの奴やつは鬼おにの首を獲とったごとく一生言い続けるに違ちがいない。だから、こうして日程どおりにここにいるんだ」

　酒をあおり、憮ぶ然ぜんとエドは言う。たしかエドの子供は今年十五歳さいになったばかりだと、ヴァンは考えた。エドは三十六、早すぎる孫の誕生だ。ヴァンの娘むすめはつい最近学校に通いだしたばかりなのに。

「それで、あれについてはなにか分かったのかい」

「あなたが来てくれたおかげで、いろいろと分かったことがありますよ」

　ヴァンは積み重なった本のいちばん下から、分厚い古生物学の本を取りだし、中に挟はさんであった小さなカードを丁てい寧ねいに取りだした。それをエドに渡わたす。

　カードは木製の、縦十五センチ横十センチ程度の薄うすい板だった。かなり古い品物らしく、端はしの辺りがかなり欠けている。その表面には染せん料りようで模様が描えがかれてあったが、既に褪たい色しよくしてしまっていた。ひっくり返すと、裏面には、現在ではどこの国でも使われていない文字がびっしり刻まれてある。

　穴が空いてしまうのではないかとヴァンが心配するほど、エドはじっくりカードを観察して、顔を上げ、

「結局、これ一枚だけか」

「ええ。島中を駆かけ回って、古いシャーマンの家を虱しらみ潰つぶしに訪ねましたが、残ってるのはこれだけでした。これを譲ゆずってもらうにも相当苦労しましたよ」

「考古学の仕事の大半は、社会との交こう渉しようなのさ。君もとんだことに足を突つっ込んだもんだ」

「でも、半分はぼくの分野でもありますから」

　はにかみながら、それでも胸を張ってヴァンは言った。

「一枚でも見つかったことに感謝しなくては。エド、見ていてください、ぼくはこれで新説を打ち出し、教会に縛しばられがちな学会にテコ入れします」

「頼たのもしいものだ」

　エドは笑った。







　１　家を探そう







　春の盛さかりも過ぎ、そろそろ夏の準備に取りかかろうという五月の始め、ヨルカ村の子供たちに一つの噂うわさが流行した。

「南の……」

　と切り出せば、必ずこの話になると分かっているが、子供たちは来る日も来る日も飽あきもせず、何なん遍べんでも同じことを聞きたがり、喋しやべりたがった。

　そして、今日もまた。

「南のオゼローの話、聞いたか？」

　学校からの帰り道、学校一体の大きいプリッツが得意げに話し始める。

「いちばん新しい情報だぜ。ゆうべ、親おや父じのところに来たサンマリーズの毛皮商人が言ってたんだ」

「なんてなんて？」

　プリッツと同い年、或あるいは二、三歳さい年下の子供たちが、好こう奇きに顔を輝かがやかせて彼を囲んだ。プリッツは胸を反らして、

「どうやら教会は、『オゼローの血の涙なみだ』は奇き蹟せきとして認めないつもりらしいぜ」

「ええーっ？」

　不満の声が子供たちから上がる。

「オゼローの血の涙」というのは、一月ほど前に南のオゼローという小さな町で起きた事件のことだ。教会の聖母と神の子の石像が、揃そろって血の涙を流したのである。始めはたちの悪いいたずらとすまされていたが、毎日毎日新たな血の跡あとがつき、ついには人々の前ではっきりと流し始めたというから、上を下への大おお騒そう動どうとなった。

　噂は噂を呼び、ようやくこの田舎いなかの村まで話が届いた途と端たん、大人も子供もその話の虜とりこになってしまった。しかし、彼らの話の争点は、「なぜ石像から血の涙が流れたか」ではなく、「教会はこれを奇蹟として認にん定ていするか否か」だった。

　奇蹟とは教会が持つ権限の一つだ。どこかで尋じん常じようならざるふかしぎなことが起こると、まず教皇庁にある枢すう機き院いんで審しん議ぎにかけられる。それが「神の手による現象」と確認されれば、「ふかしぎなこと」は晴れて「奇蹟」と呼ばれるのだ。

　教会公認の奇蹟となれば、オゼローの町は一大観光地になるのは必至だ。そうすれば町は潤うるおい、人々は左ひだり団扇うちわで暮らしていける。オゼローの住民の大部分はそれを望み、ヨルカ村を始めとする大勢の部外者は、「もし自分たちが同じ立場に立たされたら……」と仮定して成りゆきを見守っているのだ。

「ねえ、どうして教会は認めないの？」

「いたずらの線がどうしても消えないんだとよ。最初のいたずらに町全体が便乗したんじゃないかって。バツラム管区のサヴェージ枢機卿きようがすっげえ反対してるんだ」

「なんでさ？」

「ほら、一年くらい前にマーガットンって町で、三人の聖者が湖の上に現れたって話があったじゃないか。あれは結局奇き蹟せきとして認められなかっただろ」

「マーガットンはサヴェージ枢機卿の管区だったんだもんね」

　プリッツが得意になって話しているところへ、年下の少年が言葉を横取りした。だが、プリッツに睨にらまれ、少年は慌あわてて輪の外に逃のがれて小さくなる。

　プリッツは「ふん」と鼻息を荒あらくしたが、それ以上はその子供のことは放ほうっておくことにした。今はゆうべ仕入れたばかりの話を自じ慢まんする方が先決だ。

　彼は大人の話を盗ぬすみ聞きした興奮をよみがえらせながら、

「だから、サヴェージ枢機卿はマーガットンのときの腹いせに、どうしてもオゼローは認めないつもりらしいぜ。大体オゼローは、サヴェージの仇きゆう敵てきのゲッツバルマン枢機卿の管区だからな」

　大人の受け売りを、あたかも自分が考えたかのように喋しやべるプリッツ。だが、まだ十歳前後の子供たちには、体の大きさもあって「プリッツは大人のようなことを喋る」という感心のイメージを抱いだかせることができた。これで気分屋の乱暴者でなければ、プリッツは子供たちの人気を一人占じめしていただろうが。

「まあ、俺おれも奇蹟なんて思えないけどな。血の涙なみだなんて、やろうと思えば誰だれにだってできるいたずらさ。石が血を出すなんて、そんな非科学的なことありえるもんか」

「へええ。すごいねえ」

「プリッツ、大人みたい」

　子供たちから感動の声が上がるのを聞いて、プリッツはますます調子に乗り、自分の話に真実味を持たせようと、輪のいちばん外でとぼとぼついてくるバズ・フェナットに目をつけた。

「よう、バズ。おまえはどう思う？」

　突とつ然ぜん声をかけられ、本を読みながら歩いていたバズは慌てて顔を上げた。

「えっ？　な、なに？」

「オゼローは奇き蹟せきになるかどうかって話だよ。なんだよ、マギー・ディーバがいないと喋ることもできないのか？」

　プリッツが茶化すと、子供たちはいっせいに笑った。バズがいつも金魚のフンのごとくくっついているマギーは、ここ一週間、生まれたばかりの姪めいが体調を崩くずしているせいで学校を休んでいるのだ。

　バズは困こん惑わくした面おももちで、大きな眼鏡を押おさえると、

「たしかに……最近、教会は昔ほど奇蹟を認めなくなったよ」

　慎しん重ちように言葉を選んでバズは答える。プリッツは期待していた返事とバズの言葉が少々異なったので、憤ふん然ぜんと、

「おまえはどう思うかって聞いてんだよ。おまえ、奇蹟を信じるか？　おい、みんなはどうだ」

「あたしは信じるわ。だって、世界中にいろいろな奇蹟はあるんだから」

「ぼくは信じないよ。奇蹟なんて、教会のご都合主義だもん」

　プリッツの言葉で、子供たちが口々に言いだす。だが、生意気なことを言っても、皆みな親の受け売りなのは間ま違ちがいなさそうだった。

「おい、バズ、おまえはどうなんだよ。仮にも医者を目指すんだろ、否定派だな」

「ぼ、ぼくは……」

　プリッツに半ば脅おどされて、バズは尻しり込ごみした。たしかにプリッツの言うとおり、科学の徒を目指す彼も「非科学的なこと」は否定したい。だが、今までの経験──例えば巨きよ大だいな白しろ蛇へびが空を飛んで消えたのを目もく撃げきしたとか──が邪じや魔まをするのだ。

「ねえ、こういうことはウィル・ゴーダが詳くわしいんじゃない？」

　三つ編みの少女が名案とばかりに手を叩たたいて言った。ウィルの名を聞いた途と端たんにプリッツの顔色が変わったが、誰も気づかず、

「そうだ、ウィルなら奇き蹟せきのこと、いっぱい知ってそうだし」

「なんたって、彼は物知りだもの。各地を回ってるしね」

　みんなの意見が「ウィルに聞きにいこう」に固まり始めたときだった。

「奇蹟は本当にあるぞ」

　野太い声が飛んできて、子供たちは飛び上がった。いっせいに振ふり向く。

　見ると、林の中から一人の男がよろめきつつ出てくるところだった。伸のび放題の赤毛を無造作に結ゆわえ、無ぶ精しよう髭ひげを生やした赤ら顔の男には、子供たち全員が見覚えあった。三年ほど前から村外れの森に住み着いたガストンという男だ。

　年は五十近くだろうか。いつも同じよれよれの服を着て、酒さか瓶びんを片手に森をふらついているろくでなしだ。近づくと酒の臭においとはまた別の嫌いやな臭いが漂ただよってくる。定職を持たず、村人は皆彼を敬遠していた。

「変人ガストンよ」

「行こうぜ。あいつ頭がおかしいんだ、話なんかしたらおかしいのが移っちまう」

　子供たちは顔をしかめ、囁ささやきあう。

　大たい抵ていの浮ふ浪ろう者しやなら、子供たちはからかい、ときには残ざん酷こくに苛いじめたりもするのだが、この変人は体が大きく、その気になれば子供なんか簡単に一ひねりできるだろうと、皆怯おびえて関かかわりあいになろうとはしなかった。

　子供たちは顔をしかめ、足早に森の変人のわきを通り過ぎようとした。

　ガストンは泥でい酔すいした目で、じっと子供たちを凝ぎよう視ししていたが、やにわに最さい後こう尾びにいたバズの襟えり首くびを摑つかんだ。バズは仰ぎよう天てんして、

「わっ！　た、助けて！」

「バズが変人に捕つかまった！」

「奇き蹟せきは本当にあるのだ。起こりうることだ。この世には奇蹟が満ちあふれている。科学なぞ糞くそくらえだ」

　悲鳴を上げて逃にげだす子供たちを無視して、ガストンは憑つかれたように言い続ける。
















　バズはがむしゃらに手足をばたつかせ、ようやく束そく縛ばくを振ふり切ることができた。半泣き状態でほかの子供たちのあとを追って逃げだしたが、

（あの人……？）

　途と中ちゆうでなぜだかガストンのことが気になり、振り返る。

　森の変人はじっと子供たちが逃げるさまを見守っていた。




「い、家を探さがしてくれ！」

　その依い頼らい人にんはゴーダ家に飛び込んで開口一番、そう言った。

　洗い物をしていたウィルは落ち着き払はらった態度で頷うなずくと、黒板を持ち出して白はく墨ぼくで図を書いた。それを依頼人に見せて、

「この道をまっすぐ行くと、水飲み広場に行き当たる。そこを馬車屋の方に曲がって、ずっと行くと池があるから、そこが村長の家。はい、帰った帰った」

　そう言って依頼人を追い返そうとする。走ってきたらしく顔を真っ赤にした依頼人は、大きな腹を揺ゆらし、

「村長の家なら知っとる！　なんで俺がそんなところに行かなくちゃならん！」

「家を探すなら不動産屋か村長の家に決まってらあ。うちに来られたって専門外だよ、ジェイソンさん」

　唾つばを飛ばして喚わめく依頼人──ジェイソンに、ウィルは憮ぶ然ぜんと答えた。だが、男はぶるぶる頭を振ると、

「それならこんなところに来るもんかっ。ともかく一いつ緒しよに来てくれ。エドはいないのか？」

「相変わらず今日もお出かけ。もう、しかたないなあ」

　ウィルは手を拭ふくと、しぶしぶジェイソンのあとについて、現場に向かうことにした。




　現場を見て、ようやくウィルはジェイソンの言っていることを理解した。百聞は一見にしかずとはこのことだ。

「うへええ。なんだこりゃあ」

　半ば呆あきれ、半ば感かん嘆たんするウィル。

　ジェイソンの言ったことに間ま違ちがいはなかった。彼の家は土台を残してすっかり消えていたのである。ウィルのうしろでその家の持ち主は情けなそうに肩かたを落としている。

　ジェイソンは古都サンマリーズの近くにある町の材木業者だ。幾いくつかの森を転々として伐ばつ採さいしているが、毎年冬から春にかけてはこのヨルカ村で仕事をしている。十数人の人間を雇やとい、かなり羽は振ぶりはいい方だ。消えた家はジェイソンがヨルカ村にいる間に使うものだった。

　ウィルは石の土台に登り、現場を眺ながめた。家具だったとおぼしき破は片へんがあちこちに散乱しているが、家を形作っていた丸太はまったくない。

「たしか、つい最近に建て替かえたんだよね？」

「一月前だ。この村の木を使って建てたばっかりだった」

　最近見かけた真新しい丸太組みの家を思いだしながら、ウィルは地面の様子を調べた。地面は雨が降っていないのですっかり乾かわき、現場捜そう査さにはあまり役に立ちそうにない。

　ジェイソンの家は村の中心から少し外れた人気のないところに建っており、林が邪じや魔まをして通りから死角になっている。家が盗ぬすまれたのに誰も気づかなくてもふしぎはない立地だ。

（盗まれた？）

　ウィルは自分の考えに顔をしかめ、もう一度家が建っていた跡あとを見た。

「……やっぱり、盗まれたって言うのかなあ」

　まったく自信なくウィルは言う。覚えているかぎり、ジェイソンの別宅はゴーダ家のボロ屋よりも大きく立派だったはずだ。それを、家財道具のみならいざ知らず、建物まるごと盗むようなバカがどこにいるのだろうか。

「ジェイソンさん、家はいつなくなったの？」

「この五日間、仕事場にあいつらと籠こもってたからな。今朝、帰ってきてみたらこのとおりだ」

　ジェイソンは大きく手を広げてみせた。あいつらとは、ジェイソン材木会社の従業員だ。伐ばつ採さい所じよのそばに彼らが寝ね泊とまりする為ための小屋を建てるのが、毎年の習慣になっている。

「五日間の間に犯行は行われたか……」

　ウィルは腕うでを組んで考えた。そして、ジェイソンに向かって、

「いきなり竜たつ巻まきが来たってのはどう？」

「この五月にか？　誰かが盗んでいったに違ちがいないんだっ」

「だってさあ。誰かが家ごと盗んでいったなんてありえると思う？」

　むっとするジェイソンに、ウィルは憮ぶ然ぜんと聞き返した。

「大男が家を持ち上げて引っ越こしさせたってのはお伽とぎ話ばなしであったけど、現実的じゃないよ」

「五日間かければ俺らだってできるっ」

「大人数でだろ？　ジェイソンさんたちだからできるだろうけど、ほかの人が五日間もかけて家壊こわしてたら、いくらなんでも誰かが気づくよ。大体、中身ならともかく、家の外身なんか誰が欲ほしがるわけ？」

　根本的問題を言げん及きゆうされ、ジェイソンは禿はげた頭を撫なでて「うーん」と唸うなった。

　そう、たとえ五日間で解体し、家財道具プラス家一いつ軒けん分の材木を村人の誰にも見られず運ぶことができたとしても、そんなことをする意味がどこにあるというのだ。材木が欲しいなら、伐採所から盗ぬすんでいった方がはるかに楽だし、質もいいはず。

「ジェイソンさんちがどうしてもほしかったっていうならともかく、俺には見当もつかないよ。あと考えられるのは、怨えん恨こんの線だな。でも、家を盗むなんてばかげたことをされるような、変な恨うらみを買ったことある？」

　ウィルは冗じよう談だん半分で聞いてみたのだが、ジェイソンはぱっと顔を上げると、

「ある！　あいつだ、あいつの仕し業わざだったのか！　あの野や郎ろう、今度という今度は俺も堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたぞ！」

　鼻息荒あらく、今にも駆かけ出していきそうなジェイソン。ウィルは仰ぎよう天てんして、必死に捕つかまえた。

「ちょ、ちょっと待ちなよ、ジェイソンさん。あいつって誰さ」

「あいつと言ったらヴァン・ガストンに決まってる！　あの野郎、こっちが甘あまくみてりゃあ、調子に乗りやがって！　見てろ、目にもの見せてくれる！」

　ジェイソンは禿げた頭から蒸気が出そうなほど顔を赤くして喚わめく。そのまま斧おのを振ふりかざしていきそうな勢いだ。ウィルは全身でジェイソンを引きとめながら、

「ヴァ、ヴァン・ガストンって、ファンケルの森に住み着いてる、あの人？」

「そうとも！　あの野郎と俺は犬と猿さるも羨むほどの天敵の仲だっ。あの野郎、こちとら先祖の代からこの仕事をやってるのに、伐ばつ採さいのやり方にいちいち文句つけやがって！　この間も嚙かみあったばかりよ、あの野郎の嫌いやがらせに違ちがいねえ！」

「だからって、ガストンが犯人って決めつけるのは早いって。大体、彼が一人でどうやって家を解体して運べるのさ」

「人数がいれば、んなことできるわいっ」

「人付き合いがないから変人だって言われてんだろ？　冷静になってよ、ジェイソンさん！」

　これでジェイソンが怒いかりのあまりガストンを殺しでもしたらコトである。彼は短たん絡らくで話し合いより体でものを言わせるタイプなのだ。

　ウィルの懸けん命めいの説得で、なんとかジェイソンも理性が戻もどったらしい。少々狼ろう狽ばいしながら、

「そ、そう言われてみれば、そうだな。あいつに大勢の人間を集めるなんて、そんな気の利きいたことができるはずねえか」

「だろ？　ともかく、この依い頼らいは引き受けたから、俺が犯人を見つけるまでジェイソンさんは大人しくしてること！　そのガストンさんにも絶対手を出さないでよ、子供との約束破るなよ！」




　というわけで、うるさいジェイソンを仕事場に戻もどすと、ウィルは早さつ速そく仕事にとりかかることにした。

　まずは本格的に現場の調査から開始する。

　犯人はもののみごとに家を解体して持ち去っていた。窓まど枠わく一つ残っていない。解体するときに壊こわしてしまったのか、椅い子すの破は片へんや戸と棚だなの扉とびらなんかは落ちている。カーテンやシーツカバーなどはびりびりになって散乱していた。

　ウィルは地面に残った、材木を引きずった跡あととおぼしきものを睨にらみながら、考えた。

（うーん。問題は、なんの為ためにこんなばかげたことをしたのか、だよな。とりあえず状じよう況きよう証しよう拠こを集めよう）

　地面を引きずった跡があるということは、少なくとも巨きよ人じんが持ち去ったわけではないだろう。となると、かなりの大人数で解体したに違ちがいない。しかも、こんな田舎いなかによそ者が団体で来ればイヤでも目につくから、

（犯行は夜。しかも一晩で片づけたはずだ）

　ジェイソン材木会社は常時十人以上の人夫を雇やとう、ここら辺では大きな会社だ。暮らしぶりも裕ゆう福ふくな方だろう。だが、国中、或あるいは世界中を相手にするサンマリーズの商人と比べれば、月とすっぽん、格段の違いがある。ただの泥どろ棒ぼうの仕し業わざなら、これだけのことをする労力を考えれば、そういった大商人の家を狙ねらう方が自然だ。しかも、ここは別宅でしかない。

（犯人は、この家でなにかをする為に、やむなく家を解体した──そう考える方が自然か。例えば、家の下になにかが埋うまっていたとか）

　だが、土台を掘ほり起こした跡は見られない。大体それなら、解体した家を持ち去る必要がどこにある？

（ジェイソンさんの家だから犯人は持っていった……たまたまここにあった家がジェイソンさんちだった。このどっちかで大きく違ってくるなあ）

　一個人を狙った犯行で家を持ち去るというのも考えにくいが、ジェイソンは材木業者だ。その線で考えれば、もしかしたら、万が一にも可能性がないわけではない。

（ん？　材木業者？）

　ウィルは顔をしかめ、それから「あちゃあ」と頭を抱かかえてうずくまった。

（そうだ、ジェイソンさんは材木業者だった）

　よく考えれば、ジェイソン家の周囲に材木を引きずった跡あとがあるのは当然である。重い荷を引いた馬車が通るのも、大勢の人が集まるのも、いつものことだ。手がかりになんかなりはしない。

「となると、やっぱり巨きよ人じんが担かついでいったかあ？　目眩めまいがしてきたぜ」

　やけになってウィルは喚わめいたが、ふと閃ひらめくことがあった。

　ジェイソンが材木業者という立場を、犯人は利用したとしたら？

「…………」

　ウィルは土台の上に座すわりこんだまま、しばし考え込んだ。

　もし、考えが当たっているなら、やはり目もく撃げき者しやを捜さがした方が地道だが賢けん明めいのようだ。ウィルはため息をついた。

（それにしても）

　一体、誰がなんの為ためにこんなことをしたのだろう。ジェイソンが言う怨えん恨こんの線は考える価値があるだろうか。

　ウィルはガストンという男を一度だけ見たことがあった。噂うわさもちらほら聞いている。

　三年前、ふらりとどこからかやってきて、学校の裏手に広がるファンケルの森にあった狩しゆ猟りよう小ご屋やに住み着いてしまった。人を嫌きらい、ほとんど村には出てこない。ときおり、人手が足りない農場の手伝いをするくらいで、生活品のほとんどを教会の慈じ善ぜん箱ばこでまかなっているらしかった。

　年ねん齢れいはエドと同じ──いや、ウィルの祖父の若作りは驚きよう異い的なものがあるので、比ひ較かくの対象としては不適切だ──マギーの父親と同じぐらいだろう。生気を失った、どんよりと暗い目をした男だった。だが、普ふ通つうの浮ふ浪ろう者しやと違ちがって大おお柄がらで、筋肉を鍛きたえたことがある体をしていた。おそらく、以前は裕ゆう福ふくな生活をしていて、なにかの拍ひよう子しに転落したのち今の生活に追い込まれたのだろうと、ウィルは考えていた。

　よそ者を嫌う上に、働かざる者食うべからずの思想が定着しているヨルカ村では、ガストンは鼻つまみ者だ。彼とジェイソンが対立していたとしても、彼の味方をしてやる村人はいないはずだ。人を雇やとえる金を持っているようにも思えない。

（ガストン個人が、という線は消していいな。でも、誰かが二人の対立に目をつけて仲間に入れた可能性もあるか）

　二人がいがみあっている原因も、一応調べておいた方がよさそうだ。ウィルは立ち上がった。

　そのとき、背中に鋭するどい視線を感じた。ぎくりとウィルは一いつ瞬しゆん動きを止めたが、すぐになにごともなかったようにポケットに手を突つっ込む。

　全神経を背中と耳に集中させる。

（誰だ？）

　誰かが背後から自分を見ている。ウィルは緊きん張ちようした。林の中からだろうか。殺気に似た感じもする。

　父親に叩たたき込まれた、「先手必勝」の法則に従い、ウィルはともかく相手を脅おどすことにした。

　ポケットに入れておいた、ゴムの塊かたまりに紐ひもを巻き付けた球を握にぎりしめる。そして、一瞬の早はや業わざでウィルは相手めがけて投げつけた。

「ひゃっ！」

　甲かん高だかい悲鳴が上がる。

「あれ？」

　ウィルはきょとんとした。視線を感じた先にいた者、それは木に張りついて硬こう直ちよくしているバズだった。







　２　首吊つり沼ぬまの珍ちん事じ







　ゴム鞠まりはバズの頭の真上で幹にぶつかり、勢いよく跳はね返った。少年は恐きよう怖ふに顔をひきつらせたまま、ずるずると背中で木を滑すべって座すわりこむ。

　ウィルはゴム鞠を拾うと、バズに近寄って手を差しだし、

「なんだ、バズだったのか。人ひと騒さわがせだなあ」

　拍ひよう子し抜ぬけして言うウィルに、ようやくバズは我に返った。頰ほおを赤らめて、

「ひ、人騒がせって、人にものを投げつけてよくそんなこと言えるな！」

　涙なみだ目めで訴うつたえるバズを、ウィルは「はいはい」と両手で制し、それから木の裏を覗のぞき込んだ。

　誰だれもいない。

　辺りをぐるりと見回しても、さっきの視線はどこにも感じられなかった。バズが来たので逃にげてしまったのか、或あるいはウィルの勘かん違ちがいか。

「…………？」

　ウィルが首を傾かしげていると、無視されたバズが耳みみ朶たぶまで紅潮して、

「ウィルう！　ぼくの話聞いているのかよお！」

「聞いてるってば。バズ、ほかに誰かいなかった？」

「誰かって？」

　ここまで来ればバズもウィルのしていることを理解する。一いつ緒しよに森を見回し、

「誰もいなかったよ。ぼく一人きりだ」

「ふうん？　ならいいんだけど」

「誰かいたのか？」

「ううん……誰もいないと言えば、マギーは？」

　ウィルはふしぎになって尋たずねた。バズのいるところマギーあり──いや、マギーのいるところバズの姿ありが正解だが、ともかく二人が一緒にいないなんて珍めずらしいことだ。

　その質問に、バズはしょぼんとして、

「マギーは一週間、学校にも来てないよ」

「へえ？　俺おれんとこにも顔出してないもんな。なにかあったの？」

「ミッチェルの具合が悪いんだ。今、マギーの家は大おお騒さわぎだよ。父さんも毎日通ってるし」

「ミッチェル？　ああ、いちばん上の兄貴の子供。名前決まったんだ」

　マギーは八人兄弟の末っ子で、いちばん上のジェレミーとは十六歳さい離はなれている。そのジェレミーに十日前、念願の第一子が産まれた。

「そういやあ、ジェレミーはうちのくそ親おや父じより一つ年上なんだよな。ちょっと遅おそくないか？」

「おまえの父さんが早すぎるんだよ」

「具合が悪いってどうしたのさ。どうせグレアムが一人で大げさに騒いでるんだろ。まったく、あの石頭があんなにデレデレするとは思わなかったなあ」

　ウィルは呆あきれて言った。他人の子供でもお構いなしに雷かみなりは落とす、口より先に手は出す、村中の子供たちの恐きよう怖ふの的だったマギーの父、グレアムが、初孫を背負って下手な子こ守もり歌うたを歌っているのを目もく撃げきしたときは、腰こしを抜ぬかしそうになったものだ。

　だが、バズは深刻な面おももちで、

「それがあながち大げさでもないみたいなんだ。生まれたときからね、どうも呼吸器系が弱いみたいだ」

「本当か？」

　初耳だとウィルは目をぱちくりさせた。バズが頷うなずく。

「上のお姉さんたちはみんな嫁とつぎ先に帰っちゃってるだろう。それで、マギーが家事を全部引き受けてるらしいよ」

「そりゃそうだろうさ。俺だってクロードの作った飯なんか食いたくないもん」

　マギーの二番目の兄クロードは、性格も行動も大おお雑ざつ把ぱで、彼が学校に通っていた時分に作った大おお鍋なべで村中が食中毒になった話は、今でも伝説として残っているくらいだ。

「それで、マギーがいないのは分かったけど、なんでバズがここにいるのさ？」

　しごくまじめにウィルは尋たずねる。マギーが来なければバズも来ないものと、そう思いこんでいたのだ。

　実際のところ、引っ込み思案で人見知りをするバズは、マギーがいないと学校の子供たちと遊ぶこともできず、ずっと家に閉じこもって本を読んでいる。でも、一人では寂さびしくなり、ウィルのところへやってきたのである。それなのに、そんなつれないことを言われたバズは、哀あわれなぐらいうろたえ、

「な、なんでって、決まってるじゃないか、今日こそはぼくとおまえの雌し雄ゆうを決してやるっ、ウィル、勝負だ！」

　といつものセリフを言うが、聞かせる相手が不在では今一つ間ま抜ぬけなものがあった。なんとなく所在なげに辺りを見回してしまうのは、いつものマギーの突つっ込みプラスど突きが来ないせいだろう。

　ウィルもウィルで、タイミングが悪いなあと思いながら、家の土台を指し、

「ここに材木業者のジェイソンさんちがあったの覚えてるだろ。一月前に建て替かえた」

「覚えてるよ。なに、盗ぬすまれでもしたの」

「うん」

　珍めずらしく冗じよう談だんめかしてバズが言ったのに、ウィルはあっさり頷うなずいた。バズはぽかんとして、それから頭を押おさえ、

「え？　えーっ、えーっと……ええ？」

「だから、家が盗まれたんだってさ。森の仕事場に五日間籠こもってる間にやられたんだ。バズ、どう思う？」

　混乱しているバズにウィルは尋たずねる。バズは唸うなった挙げ句、自信なさそうに、

「巨きよ人じんが鼻歌歌いながら、持ち去ったとか」

「却きやつ下か。そんなものが来たら、村中が大おお騒さわぎになるはずじゃん」

　一応論理的に否定するウィル。考えることはみな同じのようだ。

「じゃあ、ジェイソンさんちにあったものを盗もうとして、でも、家が邪じや魔まをしてたから解体して持ち去ったとか」

「まあ、それが妥だ当とうな線だな。それならそれで、解体したものまで持ち去るってのが問題になるけどさ。よし、バズ、聞き込みに行くぞ」

　そう言うとウィルは歩きだした。バズが慌あわててついていく。

「聞き込みって、なにを聞くのさ」

「家一いつ軒けん分の材木を運ぶとなると、いやでも目立つだろ。でも、そんな噂うわさは村には流れてない。ってことは、目立たなくなる方法を犯人がとったってことさ」

「？」

「ジェイソンさんは材木業者なんだぜ」

　話の見えてない様子のバズに、ウィルは片目をつむってみせた。




「ウィル、南のオゼローの話、聞いた？」

　ウィルに従って村の中心に向かう道を歩きながら、バズは尋ねた。ウィルは前を向いたまま、

「母子像が血の涙なみだを流したって話だろ。村中どこに行ってもその話しかしてねえもん」

「ウィルはどう思う？　あれは奇き蹟せきと認にん定ていされると思う？」

「まあ、ダメだろうな」

　あっさりウィルが否定したので、口ではともかく内心は奇蹟の存在を信じていたバズは、心外になって、

「ウィルは奇蹟を信じないのか？　いろいろと見てきたのに」

「違ちがう違う。オゼロー教会の聖母像はいたずらされやすい位置に置かれてるんだよ。教皇庁は絶対その点は譲ゆずらないだろうってこと」

「枢すう機き卿きよう同士の争いってのは？」

「それも噂になってるけど、あんまり意味はないな。最近教会はなにかと難なん癖くせつけて、奇蹟を認めたがらなくなってるだろ？　表向きは奇蹟を濫らん発ぱつしたらありがたみがなくなるからって言うけど、実際はどっかの団体が圧力をかけてるんじゃないかってさ」

「誰が言ってたのさ」

「エドとクラドックさん。そんなことして誰が得するんだか」

　呆あきれたようにウィルは言う。自じ称しよう考古学者のウィルの祖父と、国内有数の海運業者の話なら、かなり信しん憑ぴよう性せいはありそうだ。

　バズは立ち止まった。

（やっぱり、ウィルはぼくたちとは考えることが違うんだな）

　プリッツが得意げに大人の受け売りを話していたのを思いだし、バズはちょっと悲しくなった。どうあがいてもウィルには勝てない壁かべがある気がする。

（で、でも、マギーを思う気持ちはぜーったいウィルには負けないからな！）

　拳こぶしを握にぎりしめ、一人エキサイトするバズだった。

　その間にもウィルはどんどん先に行ってしまい、慌あわててあとを追う。

「ウィル、それでぼくたちはこれからどうするのさ」

「ジェイソンさんは材木業者だって言っただろ。誰でも一いつ軒けん分の材木引っ張ってれば、目立ってしょうがないはずだ。大体、家を解体すれば大きな音がするし、夜中の犯行でも誰かは気づくよ」

「でも、そんな噂うわさなかったよ」

　小さなヨルカ村では、噂が村人に伝わる速度は時速三百人、つまり一時間もあれば村外れのウィルの家まで届くようになっているのだ。

　バズの言葉にウィルはにやっと笑うと、

「でも、そんな大作業をしても、決して目立たない人間がいるんだな」

「あっ！　ジェイソンさんたちか！」

　ようやくバズは納なつ得とくした。ウィルも頷うなずく。

「ジェイソンさんちは材木業者で、大きな音を立てたり材木を運んだりするのが普ふ通つうだろ。だから、誰も気にも止めなかったのさ。材木を積んだ、『ジェイソン材木会社』って書かれた馬車を見たって、なんにも思わないだろ？」

「たしかに……つまり、内部の人間の犯行ってことか」

「もちろん、ジェイソンさんは犯人じゃない。としたら従業員が怪あやしいわけだ」

「じゃあ、その五日間に休んだ従業員を捜さがせばいいんだ。なんだ、簡単じゃないか」

　意地悪くバズは言う。ウィルは肩かたをすくめて、

「でも、あそこは人の交代が激しいからなあ」

「？」

「去年だけ雇やとわれてた奴やつもいるわけだろ？　そいつがジェイソンさんちを運んだとしても、俺たちはなんとも思わなかったはずだよ。調べる人数は一体どれくらいになるかなあ」

「…………」

「やめる？」

「だ、誰がっ」

　にやにや笑いながら尋たずねるウィルに、バズはムキになって否定した。それを聞いたウィルは、してやったりとばかりに、

「よーし、じゃあこれからのバズの予定な。まずジェイソンさんの仕事場に行って、ここ二、三年の間に働いて、なおかつ問題の五日間にいなかった人間の情報を得る。それから、全員の行ゆく方えを探さぐること。オッケー？」

「わ、分かった」

「じゃあ、がんばれよっ」

　まったくの他人事として、ポンとバズの肩かたを叩たたくウィル。バズは目を円くして、それから、またもや自分が貧びん乏ぼう籤くじを引かされていることに気づいた。慌あわてて、

「ちょ、ちょっと待て！　ぼくがその仕事をしている間、おまえはなにをしているんだよ！」

「俺、地道な聞き込みって苦手なんだ。根こん性じようのあるバズにその仕事は譲ゆずってやるよ。俺は捜さがし屋の星が指し示すままにうろつくのだ」

　えっへんと胸を反らしてウィルは答える。褒ほめられているのかバカにされているのか分からないセリフだ。

　バズは情けない表情になって、

「ぼくが一人で聞き込みをするの？　マギーもいないのに？」

「雌し雄ゆうを決するにはそれくらいしなくちゃ。じゃ、またあとでな」

　言いたいことだけ言って、ウィルはさっさと二ふた股またに分かれた道の右の方へ行ってしまう。

「そんなあ、ひどいよお」

　雌雄を決するどころか、体ていよくウィルにこき使われているバズだった。




　面めん倒どうな作業をバズに押おしつけることに成功したウィルは、再び一人で調査を開始した。もっとも、

（ああは言ったけど、バズ一人じゃあ成果は得られないだろうなあ。人見知りはげしいし）

　こういうときこそマギーがいてくれればいいと思う。バズは一人ではなにもできないが、マギーがいれば──或あるいはマギーに自分が頼りになると示すことができる状況下においては、「気弱で人見知り」という性格はどこへやら、大胆かつ自信過か剰じようになってしまう。そうなったバズは結構役に立つのだが。

　用件が片づけばウィルもバズと合流して聞き込みに回るつもりだ。だが、今は一人になりたかった。

（あの視線……）

　ウィルは隣となり町まち、果てはサンマリーズに通じる街かい道どうへ向かう道すがら、歩きながら考えた。

（あの鋭するどい視線は決して気のせいじゃない。たしかに誰かが俺を窺うかがってた）

　それがどうしても気になり、探さぐってみようと思った。バズが一いつ緒しよでは相手も近寄ってこないだろうと踏ふんで、バズを追い払はらったのだ。

（あからさまな敵意ではないけど、感じのいいものではなかった。誰だ？　この事件に関係する奴やつか？　それとも別件のことか？）

　いろいろ考えながら歩いていると、突とつ風ぷうが吹ふき、砂すな埃ぼこりがウィルを襲おそった。

「うわっ」

　不意のことで口の中に埃が入ってしまう。

「あーっ、もうなんだよお、埃っぽいなあ」

　ぺっぺっと唾つばを吐はいて文句を言っているうちに、なにか違い和わ感かんを覚えた。地べたに這はいつくばってみる。果たして、ほかの場所に比べてその辺りだけやけに砂が多い。砂と言うよりは乾かわいた泥どろだ。ところによっては靴くつ跡あととして残っており、それは隣町の方向へ向かっていた。

　では、どこから泥のついた靴跡がやってきたかと言うと──

「首吊つり沼ぬまか」

　傍かたわらの森の奥おくを見つめ、ウィルは呟つぶやいた。

　その沼は「泣き女の沼」という名めい称しようがあったが、子供たちは嘲あざけりと恐おそれをもって「首吊り沼」と呼んでいた。昔、森へ逃にげ込んだ強ごう盗とうが木に登って追っ手を撒まこうとしたのはいいが、枝から踏ふみ外し、下は底なし沼、上に登ることもできず、みごと御用になったという逸いつ話わがあるのだ。

　この泥は首吊り沼のものに違ちがいない。

　底なしの泥沼でまったく利用価値のない首吊り沼には、滅めつ多たに人は近寄らない。月に一度くらい子供たちが「探検」と銘めい打うって見にいくぐらいだ。

（星が呼んでるな）

　捜さがし屋の星──第六感が首吊り沼に行けと言っている。ウィルは立ち上がると、道を外れて沼に向かった。

　ここら辺の森はさほど深くはない。五月の新緑の下、ウィルは沼へと続く細い小こ径みちをたどった。途と中ちゆう、

（あ）

　きらりと、木こ漏もれ日になにかが反射していた。拾ってみると、金のカフスボタンだった。獅し子し紋もんが施ほどこされてある。

（この辺でカフスボタンなんかするのはエドぐらいなもんだよな。でも、エドは銀ボタンしか持ってないはずだ）

　土の汚よごれもほとんどついていない。最近落としたものだろう。ウィルは沼へと急いだ。

　首吊つり沼ぬまに出ると、異様な光景が目に飛び込んできた。

「うわああ。こりゃひどいわ」

　呆あきれ返ったウィルの眼前に広がる光景──それは、家財道具一式を投げ込まれ、なにがなんだか分からなくなっている泥どろ沼ぬまだった。

　首吊り沼は三百平米ちょっとの、小さな沼だ。数十センチの上うわ澄ずみの下には泥が厚く堆たい積せきし、三歩歩いたら四歩目は進むことも引くこともできないぐらいである。そこに、ベッド、戸と棚だな、ソファ、絨じゆう毯たん、食器、調理器具、果ては布ふ団とんまで投げ込まれていたのだ。

　いくら底なし沼と呼ばれていても、本当に底がないわけではない。哀あわれな家財道具たちは泥まみれになって、水面に突つき刺ささっていた。この静せい寂じやくに包まれた森の中での珍ちん事じは、滑こつ稽けいというより、見ているとうすら寒い気分になる。

（ジェイソンさんちの家財道具とみて、ほぼ間ま違ちがいなしだな）

　筋書きを立てると、犯人たちはジェイソンの家を解体し、馬車、或あるいは人手でここまで運んできたあと、家財道具を沼に捨てて去っていった、ということになる。

　つまり、

（家の材木がない──ってことは、犯人の目的はジェイソンさんちにあったもの、じゃなくて、ジェイソンさんちそのものだったってことか？）
















　ウィルは頭が痛くなった。そんな話は初めて聞く、家泥棒なんて。

　だが、すぐに次の解かい析せきが始まった。

（単に住む家が欲ほしかったなら、建物じゃなくて金を盗ぬすんだ方が簡単だな。犯人は、ジェイソンさんちの材木が欲しかったんだ。ということは、材木自体になにか特別な価値があった？）

　ジェイソンの家がこの村の森から切り出された木で建てられたことを知っているので、自分でも半信半疑だが、ウィルはそう結論づけた。ならば、やっぱりジェイソンに話を聞かねばなるまい。

（価値のある材木ってなんだろう。ここら辺の木はごく普ふ通つうの木だけど）

　ジェイソンの仕事場に向かう道々、ウィルはいろいろと考えてみた。だが、どうもこれぞという案が出てこない。

　ジェイソンの今年の仕事場は、ファンケルの森のすぐ隣となりだった。従業員たちは枝払はらいの作業をしていたが、ジェイソンはうろうろと木々の間を行ったり来たりしていた。落ち着かないらしい。

「こんちわ、ジェイソンさん」

「おっ、ウィルか。どうだった、なんか摑つかめたか」

　ウィルの姿を見ると、急いでジェイソンは駆かけ寄ってきた。従業員たちが呆あきれたまなざしで見ているところからして、あのあとも相当騒さわいでいたらしい。

「さっきバズ──ドクターの息むす子こが来なかった？」

「うちで雇やとってた従業員の話を聞いて、もう行っちまったよ。手伝いをさせてるのかい」

「当人が言うには、永遠のライバルなんだってさ。それよりジェイソンさん、家を建てるときに使った木はどこで伐きりだしたの？」

「木？」

　ジェイソンは怪け訝げんそうに首を傾かしげたが、

「バリファウラーの森だ」

「なんか特別な木？」

「いや、普通のブナだが。なにか分かったのか!?」

「ジェイソンさん、首吊つり沼ぬま、じゃなくて、追いだし森の泣き女の沼を知ってる？　そこに家財道具が捨てられてるから、ジェイソンさんちのものかどうか確かめてきてよ」

　ウィルが言い終わらないうちに、ジェイソンは禿はげ頭に巻いていた布を取ると、一目散に追いだし森に向かって走りだしていた。

「おい！　二、三人俺と一いつ緒しよに来い！」

　怒ど鳴なり声が響ひびき、やれやれといった調子で従業員たちがついていく。

「坊ぼう主ず、やることが早いな」

　すれ違ちがいざま、従業員の一人がそう声をかけた。ウィルは顔を輝かがやかせて、

「なにか捜さがしているものがあったら、捜し屋ウィル・ゴーダにお任せを！」




　ジェイソンの話に従って、ファンケルの森の隣となりに広がるバリファウラーの森にウィルは赴おもむいた。ファンケルもバリファウラーも、もとはその近くに住んでいた人の名前だが、今では誰の先祖だか分からなくなっている。

　明らかに植林されたブナの純林を歩いていると、急に視界が開けた。伐ばつ採さい地ちに出たのだ。

「え？」

　ウィルは目を疑った。森は円形に伐採されてあった。ジェイソンのいつもの癖くせだ。それは知っている。

　だが、伐きり倒たおした木の切り株まで全部掘ほり起こしてあるとはどういうことだ。

「こりゃひでえ……」

　ウィルは無造作に転がっている切り株の間を歩いてみた。地中深くまで張ってあった根がすべて露ろ出しゆつしている。捻ねじれくねり、途と中ちゆうで斧おのでブッたぎられたその姿を見ていると、まるで苦く悶もんしながら救いの手を差しだされているようで、ウィルはいたたまれなくなった。

（開かい墾こんするわけじゃあるまいし、こんなことしたら森が再生するのにえらく時間がかかっちまうじゃないか）

　そう言えば、ジェイソンは森に住み着いたガストンという男と、伐採の方法で対立していたのだ。当人がそう言っていたではないか。

　ジェイソンとは顔なじみだが、これではガストンの方が筋が通っていると考えざるをえない。村人全員がジェイソンを弾だん劾がいしてもおかしくないことだ。

（でも、ジェイソンさんは年季の入った材木業者だ。村の人間との付き合いも大事にしている、こんなばかげたことするとは思えない）

（誰か別の人間のしわざ……？）

　そのとき、背後でパキッと小枝が折れる音がした。ウィルは反射的に振ふり返り、林の中に逃にげ込む人ひと影かげを発見した。

　あいつだ。

「待て！」

　すぐさま人影を追いかける。あいつだ。ジェイソン家の跡あと地ちで投げられた視線の持ち主。間ま違ちがいない。

　相手の逃げ足は速かった。うしろ姿からして、男、それも大おお柄がらの方だ。首の辺りにまとわりついているのは襟巻きか髪かみの毛か。

　ウィルも負けていなかった。風に乗って、つん、と鼻び腔くうを刺激する、すえたいやな臭においがした。埋め忘れた生ゴミが腐くさったような臭いだ。ウィルは我が慢まんして男を追いかけたが、あともう一歩というところで、いきなり横から出てきた人間に激げき突とつしてしまった。

「うわ!?」

「ひゃっ」

　双そう方ほうとも尻しりもちをつく。不運にもウィルに激突された人物は、尻もちをついた上に、そのままごろごろと転がってしまった。

「あいたた……ご、ごめん、ドクター」

　ウィルは尻をさすりながら、ひっくり返ったまま目を白黒させているデイヴィス・フェナットに手を差し伸のべた。フェナット医師はウィルの手を摑つかみ、

「ああ、びっくりしたよ、ウィル。かけっこするなら前方に注意しなくちゃ──ぼくの眼鏡はどこだい」

　小さな目をしょぼしょぼさせながら、フェナット医師は辺りを見回す。ウィルは弾はじき飛んだ眼鏡を拾い、持ち主に渡わたした。それから、男が逃にげていった先を見る。

　むろん、そこにはもう誰もいなかった。

「ドクターこそそんなところでなにしてるのさ」

「デコンの回かい診しんに行った帰りなんだよ。うちに帰るにはここを抜ぬけるのが近道だからね」

　にっこりと笑って言うフェナット医師。ウィルにぶつかられたことはなんとも思っていないようだ。

「ウィルこそどうしたんだい。うちの息むす子こは一いつ緒しよじゃなかった？」

「バズにはちょっと調べもんしてもらってるんだ。あのさ、さっき俺が追いかけてた男、ドクター知ってる？」

「男？　ああ、ガストンのことかい」

　あっさりフェナット医師は名を告げる。

　大方は予想していたが、ガストンの名を聞いてウィルは「うーん」と唸うなった。

（俺を見張ってるってことは、やっぱりジェイソンさんちを盗ぬすんだ犯人はガストンか？　たしかにこの森の有様じゃあ、ガストンが怒おこるのは当然かもしれないけど、家を盗むってのは……）

「ドクター、ガストンのことはよく知ってる？」

「あまり詳くわしくはないけどね。ぼくの患かん者じやだから」

「患者？」

「彼は冬になると、毎年二、三回うちに運ばれてくるんだよ。森で倒たおれて、凍とう死ししかけるんだ」

「はあ？」

　ウィルはきょとんとした。たしかにここら辺の冬は寒く雪が降るが、ガストンは古い狩しゆ猟りよう小ご屋やに住んでいるはずだ。

　フェナット医師は苦く笑しようして、

「彼は吞のむからね。森をふらついているうちに、辺りかまわず寝ねてしまうんだ。なにかを捜さがしているようなんだけど……まったく、今までよく死なずにすんでいるものだよ」

「やっぱり変人なんだ──ドクター、ガストンと材木業者のジェイソンさんが喧けん嘩かしてた理由って知ってる？」

「ウィルも知っていたのかい。あれはね、ガストンの言い分も分かるが、ジェイソンの方が正当なんだよ」

　悲しそうに眉まゆをひそめ、フェナット医師は答えた。ウィルは目をぱちくりさせる。

「ガストンはジェイソンが森を伐ばつ採さいするスピードが速すぎるって主張しているんだ。ぼくも、林業のことはよく分からないけど、若木を伐きっているような気がしてならない。でもジェイソンは、自分たちが植林して育成もしたのだから、どう計画を立てようと自分の勝手だと言うんだ。たしかに、ジェイソンは自分の免めん許きよの範はん囲いでしか伐ってないからねえ。でも、そこに住む人間から見れば、ちょっと心配だよね」

　人がいいフェナット医師は、どちらも非難できずに困こん惑わくしてみせた。だが、ウィルの方がより困惑して、

「え……っと、じゃあ、ガストンがジェイソンさんに怒おこってる理由って、これのことじゃないの？」

「これ？」

　首を傾かしげるフェナット医師の手をウィルは引っ張り、さっきの伐採地に連れていった。

　切り株の死体を見たフェナット医師は青ざめ、

「これは大変だ……誰がこんなひどいことを？」

「ジェイソンさんじゃない、ってことは分かったよ」

　そう言ってウィルは肩かたをすくめた。







　３　エンゼル・ハートクラブの実績や如い何かに？







　一方、ジェィソンから重要参考人について聞き込んだバズは、それだけでどっぷり疲つかれてしまっていた。

　もともと人見知りをする上に、今回はどんなに頑がん張ばっても成果を自じ慢まんする相手──マギーがいないので、他人に話しかける勇気が出てこないのだ。

「はあ」

　ジェイソンの仕事場から村へ戻もどってくる道々、バズは何回も大きなため息をついた。ジェイソンから聞いた、重要参考人と目される人間は八人。みなサンマリーズ近きん隣りんの町村の男どもだ。

　それを逐ちく一いち追って行ゆく方えを調べろというのが、ウィルから渡わたされた指令である。散らばる町村を回って歩くだけでも手間がかかるのに、見知らぬ家に行って人の行方を尋たずねなくてはならないかと思うと、どっと気が滅め入いるバズだった。それでも、「なんでぼくがウィルの命令なんかきかなくちゃならないんだ！」と思わないところは、根がまじめであるのと親おや譲ゆずりの人のよさだろう。

（えっと、ビバイルヨール村の人はパキントン、デッケイ町の人はジェフリーズ、オリバーがサンマリーズと）

　暗記した八人を確かめているうちに、バズは村へ戻ってきた。最初の訪問先はヨルカ村のウォーレンだ。ウォーレンとは顔見知りなので、ちょっとホッとするバズだった。

　ウォーレンは水飲み広場のすぐ目の前にある、マギャリ雑貨屋の三男坊ぼうだ。バズは辺りをきょろきょろしながら、そっと雑貨屋の扉とびらを開いた。

　チリンチリンと、扉についてあった呼び鈴りんが鳴り、バズは飛び上がる。

　カウンターにいたマギャリ夫人が振ふり向き、人のよさそうな笑え顔がおを振りまいて、

「まあ、いらっしゃい。バズ、ドクターは元気？」

「は、はい」

「今日はなんの用？　キャンディ？　小麦粉？　それとも勉強道具？」

「あ、あの……その……」

「今日はねえ、いい塩しお漬づけ肉が入ったのよ。お母さんのおつかいなの？　魚すくいの網あみもあるわよ。バズは生白いんだから、本ばっかり読んでないでもっと外で遊ばなくちゃ」

　三男坊の行方をしどろもどろ聞こうとするバズに、マギャリ夫人はぺちゃくちゃと言いたいことを言い続ける。この村の人間はマギーに代表されるように、困るぐらいに世話好きなのだ。

　その間、バズは緊きん張ちようのあまり顔を真っ赤にし、心臓が口から飛び出そうなほどどきどきしながら、

（もしぼくがウォーレンのことを聞いて、マギャリ夫人がぼくがウォーレンのことを疑っているなんて勘かん違ちがいしたらどうしよう。マギャリ夫人がぼくのことをみんなに触ふれ回って、お父さんの信用もなくなって誰だれも診しん察さつに行くもんかなんてことになったら、どうしようどうしよう）

　小心者であるがゆえの思考がぐるぐると回り、パニックを起こすバズ。そして、結局、

「あ、あのっ、また来ます！」

　泣きそうな声で叫さけぶと、目を白黒させるマギャリ夫人を置いて、バズは雑貨屋から飛び出した。




　初しよっぱなから聞き込みに失敗したバズは、雑貨屋の板いた敷じきの外階段に座すわってしょんぼりしていた。

（ぼくには捜さがし屋の才能はないのかなあ。やっぱりウィルにはどうしても勝てないのかなあ）

　自信を喪そう失しつしかけているところへ、

「こんなところでなにやってるのよ！」

　聞き慣れた怒ど鳴なり声が飛んできて、バズは驚おどろいて顔を上げた。

　道の向こうから走ってくるのは、言わずとしれたマギー・ディーバである。

「マギー？　どうしたのさ、家の方はもういいの？」

　バズの質問を無視して、マギーは頰ほおを紅潮させながら、

「もうっ、家にいないならいないって初めっから言ってよね！　おかげで無む駄だ足あし踏ふんじゃったじゃない！」

　相変わらずむちゃくちゃなことを言う少女だ。バズもバズで、彼女の勢いに負けて恐きよう縮しゆくした。

「ご、ごめん、ちょっと聞き込みをしていたんだ」

「聞き込み？　じゃあ、またウィルに依い頼らいが来たのね？」

　きらりとマギーの顔が輝かがやく。ウィルの仕事を楽しみに待っているのはバズだけではないのだ。

「ウィルはどこ？　ウィルんちにも行ったけど、誰もいないんだもんっ。アシスタントがいなくてさぞや苦労してるに違ちがいないわ。ごめんねウィル、おうちの仕事が忙いそがしかったのお」

　ここにはいないウィルに向かって、マギーは手を組んで謝あやまる。

「ウィルは捜さがし屋の星に従ってどっか行っちゃったよ。あとで追いかけるって言ってたけど。マギー、家のことはもういいの？」

　再度バズが尋たずねると、マギーはキッと目をつり上げて、

「いいのよ、あんな人たちっ。いいわ、しかたないからウィルが来るまでバズの手伝いをしてあげる」

「本当？」

　家でなにがあったかは知らないが、バズは喜々と聞き返した。マギーがいるとなれば、俄が然ぜんやる気も出てくるし、恥はじも外聞も意識の彼方かなたへ飛んでいってしまう。

　バズは意気込んで今までのいきさつを説明し、これからウォーレンの行方を聞きにいくところだと言った。

「それで、この五日間に夜中に木材を積んだ馬車を見た人はいるの？」

「え？　それはまだ聞いてないけど」

「じゃあ、それもやらなくちゃね。ああ、なんだかすごいわ、あたし、アシスタントみたいな仕事をしてるう！」

　考えただけで大げさに感動するマギーに、「いつもアシスタントって言っているじゃないか」とバズは突つっ込みたかったが、やめておいた。今日のマギーはヤケになっているような気がしたのだ。

（家でなにかあったのかな？）

　それをじかに聞くのも怖こわかったので、バズは黙だまって様子をみることにした。

　ともかく二人で再開した聞き込みは、先ほどのバズだけのときからは想像もつかないほど順調に進んだ。ウォーレンの三男坊ぼうは今年から小さな農場を経営しており、例の五日間の夜は自宅にいたとのことだった。

　次の村に行く前に二人は、夜に材木を積んだ馬車を見かけなかったか村人に聞いて回ることにした。すると、意外なことに目もく撃げき者しやはけっこういたのだ。




「ジェイソンの馬車だろ？　見たよ、見た。こんな夜中にどうしたんだって聞いたら、納期が間に合わなくて徹てつ夜やでやるんだって言ってたっけ。馬車に乗ってた奴やつ？　ジェイソンのとこの若い奴だろ。名前？　さあ、そこまでは知らねえなあ」

「夜中にガンガンって音がするから見にいったのよね。そしたら、家を建ててるじゃない。この間完成したんじゃないの、って聞いたら、歪ゆがみが出てきたんで直してるんだって言うの。なにもこんな夜中にとも思ったんだけど、いきなり潰つぶれたら大変だって、ジェイソンに命令されたって、ねえ。ほら、あの男はそういうところあるじゃない。どのくらい人間がいたかって？　そういえば、いっぱいいたわねえ。いつもの倍以上いた感じがしたわあ」

「夕方に来たよ。だから、ジェイソンのとこの若い奴がさ。鶏にわとり持って、夜中に急ぎの仕事をしなくちゃならないから、うるさいかもしれないけどすみませんって。ジェイソンはいい奴だね、付き合いってものをよく分かってる」

「いっぱいいたの。こんなところでなにしてるのって聞いたら、子供は寝ねる時間だって怒おこられたの。知らない人たちばっかりで、みんなニヤニヤ薄うす気き味み悪く笑ってて、誰かが人さらいに連れてかれちまうぞって言ったら、みんな大笑いしたの。あたし、怖こわくなって逃にげてきたの。きっと、あの人たちが人さらいだったんだわ。これ内ない緒しよよ。夜中に外に出たなんて言ったら、お父さんに怒られちゃう」




「目撃者の情報を合わせると、犯行は一昨日の夜中、人数は三十人以上で、やっぱり内部の人間が手引きしていたんだね」

　隣となりのビバイルヨール村に馬車で向かいながら、バズとマギーは聞き込みの成果をまとめてみた。

「名前は分からないけど、若いってことが分かっただけでもよかったわ。これで捜さがす相手が五人になったもの」

「でも、これだけ情報が集まるのも変じゃないかなあ」

　バズが困こん惑わくした面おももちで言うと、マギーは「なにが？」といった表情で見返した。

「だって、これじゃあ犯人たちは人目についても一向にかまわなかったってことにならない？　とりあえずすぐに事件が発覚しないように、その若い男を使っただけで」

「つまり、どういうこと？」

「犯人たちはここら辺の人間じゃなかった。あとから騒さわぎになっても、そのころにはもう遠くの土地にいて、捜そう査さの手もかからない。だから人目についてもかまわなかった──ってことにならない？」

「じゃあ、あたしたち無む駄だなことしてるわけ？」

「そ、そうは言ってないけどお」

　むっと口を曲げるマギーに、慌あわててバズは否定する。

「でも、遠くの人間の犯行となると、ますます家を丸ごと盗ぬすんだ理由が分からないな」

「誰かに雇やとわれたんじゃないの？　その方が自然よ」

「誰かって？」

「そりゃあ、三十人以上の人間を雇えるんだから、それ相応のお金持ちよ」

「それ相応のお金持ちが、ジェイソンさんぐらいの家を盗むかなあ」

　ことごとく自分の推論を潰つぶすバズに、マギーは苛いら立だって彼の背中を突つき飛ばした。

「もうっ、人の意見に文句ばっかり言ってないで、じゃあ自分はどう考えてるのよっ」

「ぼ、ぼくはまだ、推理の途と中ちゆうで……」

「はーん、あんたのご自じ慢まんの『理知的で時計のように正確、かつ論理的』な頭も、ホントはぜーんぜん役に立たないんだ。あっそう」

　冷たく言って、つーん、とそっぽを向いてしまうマギー。バズは泣きそうになったが、なにか気になるものもあった。今日のマギーは最初からやたらと突っかかってくる。怒おこっているというより拗すねているようだ。

　やはり、家でなにかあったらしい。

　バズはおそるおそる、

「マギー」

「なによっ」

「なにか家であったの？」

　上目遣づかいで尋たずねるバズの言葉を聞いたマギーは、無言になってうつむいた。怒らせてしまったのかとバズは狼ろう狽ばいしたが、

「……お父さんが薄うす気き味み悪いだけよ」

　ぼそっとマギーが呟つぶやく。バズはうまく聞き取れず、

「え？　な、なに？」

「お父さんが薄気味悪いって言っただけよ！　もう、うろたえちゃって、みっともないったらありゃしない！　見てるだけで情けなくなるから家から出てきただけ！　それだけよ！」

　癇かん癪しやくを起こしたようにマギーは喚わめいた。バズは面めん食くらったが、それでようやく事態が理解できた。

　マギーは生まれたばかりの姪めいに父親を取られて、妬やいているらしい。

　彼女の父親グレアムは厳格な人間で、他人にも家族にも甘あまい顔は絶対見せない。マギーは末っ子だが、それでもグレアムは甘やかさずに育ててきた。だからマギーは、自分の父親とはそういう性格なのだと理解していたのに、初孫が誕生した途と端たん、でれでれのべたべた、超ちよう大甘じいちゃんに変身したのだから、仰ぎよう天てんしたのだろう。

「家のことは誰がやっているの？」

「お父さんが『埃ほこりなんか立てたらミッチェルの喉のどに悪いだろ』って怒るから、うちは当分掃除しないの。食事の支し度たくだって、薪まきの灰が肺に入ったら大変だから、しないのっ」

　マギーは言い捨てる。相当ヤケになっているようだ。なにをやっても文句をつけられ、家に居場所がなくなって飛び出してきたらしい。

　バズはどうしたらいいものか当とう惑わくしていたが、ともかく、

「ミッチェルの具合は、どう？」

　マギーの機き嫌げんを窺うかがいながら尋たずねると、意外と彼女は眉まゆをひそめて難しい顔を作り、

「あんまりよくないの。苦しいみたいで泣いてばっかりだし、ドクターとお父さんの話を聞いたんだけど、なんか難しい病気みたい。もしかしたら町の医者に見せた方がいいかもしれないって。可哀かわい想そうな子、まだ生まれたばっかりなのに」

　悄しよう然ぜんと肩かたを落とすマギー。どうやら彼女の怒いかりはミッチェル自身には向かっていないと分かって、バズはほっとするのだった。

　ふと、マギーは顔を上げ、じっとバズを見つめると、

「あんたのお父さん、うちの子が占せん領りようしちゃってるわ。ごめんね」

「えっ。そんなこと当たり前じゃないか、ぼくのお父さんは医者なんだから。全然、気にしないで」

　いきなりしおらしいことを言われ、バズは慌あわてて手を振ふった。ミッチェルが生まれてからフェナット医師がかかりっきりなのは事実だが、将来の手本にしようと思いこそすれ、嫉しつ妬となんかするはずがない。

　マギーもそういう返事が来ることを予想していたらしく、頷うなずいた。

「そうだ、考えようによっちゃあ、グレアムの雷かみなりから解放されたわけだろ？　これで心おきなくぼくと遊べるじゃないか」

「そうね、心おきなくウィルのお手伝いができるわね」

　いつもの調子が戻もどってきたのか、マギーは「ウィルの」という言葉を強調して言った。バズは情けない顔で、

「まぎいい。どうして、そう、ウィルウィルって」

「さあっ、聞き込みに行くわよっ。バズ、手た綱づな貸しなさいよ」

　今までの癇かん癪しやくはどこへやら、マギーは意気揚よう々よう、バズから馬車の手綱を奪うばってぴしりと馬を叩たたく。バズは大きなため息をつくしかなかった。




　ビバイルヨール村に着くと、さっそく二人はパキントンという男に会いに行った。

「でもマギー、いきなりぼくらが行って聞いても、答えてくれるかな。宝探しと違ちがって、今度は犯罪者を追ってるんだよ。ウォーレンは顔なじみだからすぐに教えてくれたけど、ぼくらが彼を容疑者と思っているなんて勘かん違ちがいされたら、誰だって喋しやべってくれないと思うけど」

　目的の家の前について、バズはさっきからの懸け念ねんを話した。だが、マギーは呆あきれ返って、

「ばかねえ、そんな正直に説明しなくてもいいじゃない。噓うそも方便よ」

「方便って、例えば？」

　聞き返すバズに、マギーはふっふっふっと、実に楽しいことを企たくらんでいる笑いを浮うかべた。そして、腰こしに手を当て、ふんぞり返ると、

「ようやく『エンゼル・ハートクラブ』の実績が役に立つときがきたようね！」

「ええーっ!?　またそれえ？」

　世にも嫌いやそうな声で言い返すバズに、マギーは蹴けりを入れる。

「い、いたい。なんでこんなことで蹴られなくちゃ」

「またとはなによ、またとは！　エンゼル・ハートクラブはこの世に不幸な恋こい人びとたちがいるかぎり不ふ滅めつよ！」

　絶対の自信と誇ほこりを持ってマギーは宣言する。バズはとほほと、蹴られた尻しりをさすりながら、

（せめて、対象は不幸な恋人たちだけにしてほしい……）

　と思うのだった。
















　そして、マギーの言うところの「エンゼル・ハートクラブの実績」とは──

「こんにちは、パキントンさん」

　二階建てのちんまりした家の扉とびらを数度叩たたくと、中からボサボサ髪がみの男が出てきた。十二歳さいの子供から見れば、かなりおじさんに近い「若い男」だ。

「あなた、パキントンさん？」

「ああ、そうだが」

　今まで寝ねていたらしく、パキントンはぼんやりした目で頭をぼりぼり搔かく。マギーに黙だまってみていろと言われたバズは、はらはらしながらマギーの次の言葉を待った。

　マギーは躊ちゆう躇ちよすることなく、手を胸のところで組みあわせ、目を輝かがやかせると、

「あたしたち、ある恋のお手伝いをしているの。愛のエンゼルなの」

「ああ？」

「前にジェイソン材木会社で働いたことがあるでしょ」

「ああ。去年までな」

「あたしたちの知り合いで、名前は言えないけど、去年ジェイソンさんちの従業員を好きになってしまった娘むすめさんがいるの。でも、相手の名前も分からず、その人はジェイソンさんの会社を辞やめてしまったの。彼女は泣く泣く彼を諦あきらめたわ。でも一昨日、偶ぐう然ぜんその彼がヨルカ村に来て、また恋こいの病にかかってしまったのよ。それであたしたち、彼女を応おう援えんする為ために、その人が誰か調べているの。あなたじゃなくて？」

　一気に捲まくし立てるマギーに、パキントンは面めん食くらっていたが、次し第だいに彼女の言葉を理解したようで、にやにやと、

「ははあ、なるほど、それで愛のエンゼルか」

「そうよ、あたしたちエンゼル・ハートクラブっていうの。ヨルカ村じゃあちょっとしたものなのよ」

　胸を張ってマギーは言う。知名度はかぎりなく零ゼロに近いことは、バズが自信を持って答えられることだった。

　二人の思おも惑わくはともかく、パキントンは首を振ふると、

「残念だが、そりゃあ俺おれじゃねえよ。俺は一昨日はゲリーって奴やつの家で吞のんでたんだ。それに、カミさん持ちだしね──今は実家に帰ってるけど」




　それから二人は順に村を巡めぐり、パキントンの場合と同じように聞き込みを行った。そして、三番目に訪ねた家、サンマリーズとヨルカ村のちょうど中間にあるカルガリ村で、目当ての情報が手に入ったのだ。

　カルガリ村のハムという男の家を訪ねると、応対してくれたのは彼の年老いた母親だった。

「それは別人だね。ハムは今、ゼフィッツイにいるよ」

「ゼフィッツイ？」

　マギーはバズを見た。彼も意外な土地の名を聞いてきょとんとしている。

　王都ゼフィッツイはここから決して近いところではない。大商人や巡じゆん回かい業者ならともかく、普ふ通つうの農民はめったに自分の住んでいる土地から出ることはない。よくてもサンマリーズ辺りに行くぐらいだ。そして、ハムの家はどう見ても、裕ゆう福ふくとは言いがたい農家だった。

「ゼフィッツイになにしに行ったの？」

「昔ハムが世話になったって男が来てね、仕事を手伝ってほしいってゼフィッツイに連れていっちまったんだ。あんたたちの話がうちの息むす子こだったらどんなにいいかね。その娘むすめさんにかこつけて、こちらへ戻もどってくるよう言えるのに。ああ、でも、音信も不通で、どこでなにをしているのかも分からないんだよ。あんな大金、どう考えてもおかしいじゃないか。あの子は体力だけが自じ慢まんで、ほかになんの取とり柄えもないのに。ああ、無事でいるんだろうか、なにかおかしなことに巻き込まれているんじゃないか」

　長い引きずるようなエプロンをぐちゃぐちゃ丸めながら、老ろう婆ばは語る。二人は当とう惑わくした顔を見せあうしかなかった。




　結局、老婆の愚ぐ痴ちと息子自慢を小一時間ほど聞かされ、そのあとで残りの二人から簡単に話を聞き、ヨルカ村に戻ってきたときはもう日が傾かたむき始めていた。

　ウィルを捜さがす前に馬車を小屋に片づけに行く。バズは小屋を開け、中にロバがいるのを確かめた。

「ああ、よかった。父さん出かけてないや」

　今日使った馬車は、フェナット医師が遠くに診しん察さつに出かけるときに使うものだ。一応使用許可はもらったが、遠くで急きゆう患かんが出たら老いたロバを使わなくてはならなかっただろう。

「それにしても疲つかれたあ。結局ウィルは来てくれないし、変な自慢話ばっかり聞かされるし。アシスタントも楽じゃないわあ」

　首を回しながらマギーが不満を洩もらす。バズは馬を小屋に入れながら、

「でも、犯人がカルガリのハムだって分かったじゃないか。ねっ、こんなことウィルがいなくたってぼくらだけでできるんだから」

「ウィルがいなかったらこんなことする意味なんかないわよ」

　熱く語るバズに、マギーはつれない返事をする。

「さっ、早くウィルを見つけて、結果を報告しなくちゃねっ。バズも少しは役に立ってよかったわね」

「ぼくは別にウィルの役に立つ為ためにやっているんじゃあ」

　どうも「雌し雄ゆうを決する」という目的をみなに忘れ去られているバズは、口を尖とがらせて反論しかけた。そこへ、家からフェナット医師が飛び出てきた。遅おくれてその妻シンディも出てくる。

　シンディは息むす子こを見つけると、

「ああ、バズ、ちょうどよかったわ。マギーも一いつ緒しよね」

「どうしたの、母さん」

「ミッチェルの容よう態だいが悪くなったの。お父さんもお母さんも、今までグレアムの家にいたんだけど、薬を取りに戻もどってきたのよ」

「ミッチェルがどうしたの!?」

　マギーが目の色を変えてシンディの腕うでを摑つかむ。フェナット医師が大きな鞄かばん──いつも持ち歩いている診しん察さつ鞄でなく──を抱かかえながら、

「グレアムの家に村の主だった人間が集まっていたんだ。人が大勢出入りしたから、それで悪い空気を吸ったらしい。シンディ、ぼくは先に行っている」

　そう口早に説明すると、あたふたとディーバ家へ駆かけていった。

「あたしも行く！」

　そのあとをマギーが追う。バズは不安なまなざしで見送り、母親に向かって、

「マギーんちにみんなが集まっていたって、なにがあったの？」

「バリファウラーの森でひどいことが起きたのよ。材木業者のジェイソンさんを知っているわね？　彼らが伐ばつ採さいした土地の木が根こそぎ掘ほり起こされていたの。ジェイソンさんはそんなことはしていないって否定しているけど、村のみんなはそうは思っていないわ。それを糺ただす為ために村長のもとに集まっていたのだけど、ミッチェルの様子がおかしくなって、会議はいったんお開きになったの。でも、また明日の朝から続きを始めるらしいわ、今度はクーパーの家でね」

「ジェイソンさんが？　それを発見したのはヴァン・ガストン？」

「ヴァン？　いいえ。まあ、どうしてそんなことを？」

　息むす子この言葉にシンディは目を円くした。なぜその名前が出てきたのか、すぐには分からなかったようだ。

「見つけたのはウィルとデイヴィスよ。ああ、そうね、ヴァンはジェイソンさんと衝しよう突とつしていたのよね。そういえば、彼はグレアムの家に来なかったわ。彼ならなにか知っているかもしれない」

「ウィルは？」

「大人の会議に入るなって、グレアムに追い出されてしまったの。あの子は犯人はジェイソンさんじゃないって、断言していたけど……」

　シンディは困こん惑わくを隠かくしきれない表情だった。彼女も夫や息子と同じく人がいいので、無実を訴うつたえるジェイソンが犯人扱あつかいされて心を痛めているのだろう。

　バズはいてもたってもいられなくなり、

「ぼく、ウィルを捜さがしてくる！」

「気をつけて、もう暗いから。お父さんとお母さん、遅おそくなるかもしれないから、先に寝ねてなさい、火の始末には気をつけてね！」

　駆かけ出すバズの背中に、シンディの声が飛んだ。

　ウィルはガストンを捜しに行ったに違ちがいない。バズには確信があった。ウィルは仕事の最中でも不可解な点があると、そっちの追つい究きゆうにのめりこむタイプだ。ジェイソンが犯人ではないと断言したのなら、その証しよう拠こを集めるのに躍やつ起きになっているだろう。そして、目下のところ、ジェイソンと対立していたガストンがいちばんの証人になるはずだ。

（ガストンさんが来なかったってことがミソなんだ）

　普ふ通つうに考えれば、ガストンは真っ先にジェイソンを糾きゆう弾だんしてもよさそうである。人嫌ぎらいだから、人前に出るのが嫌いやだというのも考えられるが……

（やっぱりジェイソンさんは犯人じゃないってことなんだ。ガストンさんはそれを分かっているけど、証言する義理立てはないとか考えているのかも）

　おそらくウィルもそう考えたはずだ。だから、ガストンを探しにいったに違いない。

　バズの家からガストンの住み着いている狩しゆ猟りよう小ご屋やまでは、街かい道どうを渡わたってバリファウラーの森を横切るのが早道だ。だが、もう日は沈しずみかけているし、ウィルと森ですれ違いになるよりは道を通った方がいいと判断して、バズは森を迂う回かいしてファンケルの森に急いだ。

　学校へ行く道を走っていると、

「おい！　バズ・フェナット！」

　突とつ然ぜん呼び止められ、バズはぎょっとして振ふり返った。

　黄昏たそがれの中に混じって気がつかなかったが、路ろ傍ぼうに同じ学校に通う二つ年上のプリッツが佇たたずんでいた。大人が使う鍬くわの柄えに顎あごを乗せ、ニヤニヤとバズを見ている。

「や、やあ、プリッツ」

　バズは尻しり込ごみしながら挨あい拶さつした。大人とさほど変わらない体つきのプリッツは、学校のいじめっ子だ。団体でいるときはまだしも、一対一で会ったときにはなにをされるか分かったものではない。

「よう、そんなに急いでどこに行くのさ」

「ぼくは……」

「今日、午前中で学校おしまいだったよなあ。なんでだかおまえ、覚えてるかあ？　農家はなあ、十月と今の収しゆう穫かくのときがいちばんいっそがしいんだぜ。早く帰って家の手伝いをしろってセンセイに言われたよなあ。おかげで、オレさまも今までずっと働いてたんだぜ。泥どろまみれになって」

「それは……」

「でも、お医者さまの息むす子こさまは楽ちんでいいよなあ。畑仕事なんかしないで、本読んでりゃいいんだからよ。いけねえなあ。ちっとは外で遊ばなくちゃ」

　バズがなにか言おうとするのを遮さえぎって、プリッツはわざとらしく羨うらやましそうに言う。そして、鍬を放ほうり出すと、ポンとバズの肩かたに手を回して、

「オレさまもちょうど仕事が終わったところさ。なあ、これから一いつ緒しよに遊ぼうぜ、未来のお医者さまよお」

　そう言って、バズの細い肩をぎゅっと摑つかんだ。







　４　わがままほうだいしほうだい







　バリファウラーの森の事件の第一発見者ということで、ウィルはフェナット医師と一いつ緒しよに村長に報告したのだが、その息むす子こであるグレアムに話し合いから締しめ出されてしまった。理由はグレアムの常じよう套とう句く、「子供が大人の話に首を突つっ込むな」である。

　ウィルもそう言われることは始めから分かっていたので、とっととディーバ家をあとにした。だが、このまま引き下がる彼ではない。

　マギーの家からファンケルの森へ向かう。森の変人、ヴァン・ガストンに会う為ためだ。

（ジェイソンさんは犯人じゃねえ。あれは、ジェイソンさんちを盗ぬすんだ奴やつらの仕し業わざだ）

　真犯人はやはり「木」が目当てだったのだ。だからジェイソン家を盗み、切り株を掘ほり起こした。

（いや、違ちがうか。正確には木にあったなにかだ。木そのものだったら、切り株だって持っていくはずだ。あの切り株が掘り起こされたのは、昨日今日じゃない。多分、犯人はまず切り株を掘って、なにかを捜さがしたんだ。でも見つからなかったから、次にジェイソンさんちを調べることにしたけど、さすがに人の家を解体してその場で捜してたら、誰だれかに気づかれてしまう。だから、持っていったんだ）

　では、バリファウラーの木になにがあったか？

（宝の地図でも幹に書いてあったのかな？　でもそれじゃあ、製材するときに全部剝はがされちまってるもんなあ）

　それは今考えてもしかたないことだった。ともかくジェイソンが犯人ではないことを、みんなに示さなければならない。

　その為には、ジェイソンと対立していたガストンの話を聞くのがいちばんだ。彼はジェイソンの仕事を毎日見ていたはずだ。それに、いつも森をふらついているというから、もしかしたら真犯人を見ているかもしれない。

　ただ、問題はガストンが大の人嫌ぎらいということだった。

（ジェイソンさんの為に証言してくれる気はないだろうなあ。頑がん固こ者ものの上に偏へん屈くつかあ、説得できるかなあ）

　ウィルは大きく息をついた。頑固者ならグレアムで慣れっこだが、それに偏屈ときた日には、目が合っただけで追い払はらわれるのがオチである。

　学校の前を通り、ファンケルの森に入る。

（えっと、狩しゆ猟りよう小ご屋やは）

　ウィルは目星をつけて、まっすぐに進んだ。狩猟小屋の場所を知っていたわけではないが、土地の具合を考え、どこら辺か見当をつける。

　果たして、ウィルの行く風下に小さなアバラ小屋が建っていた。

　狩猟小屋はその昔、近くの別べつ荘そう地ちを訪れる貴族や金持ちたちが使っていたものだ。だが、学校が建った為ために狩かりができなくなり、小屋は捨てられた。ここら辺にはそういった古い狩猟小屋がたくさんあって、多くは流れの人間が住み着いている。烏からすの森の魔ま女じよフィービィもその一人だ。

　小屋はさすがどこぞの金持ちが建てただけあって、造り自体はしっかりしていた。だが、長年放ほうっておかれた壁かべ板いたは剝はがれたり割れたりしており、屋根を葺ふいていただろう藁わらはすっかり腐くさって、その上に雑草が繁はん茂もしていた。

（あれ？）

　ウィルは妙みようなものを見つけて、首を傾かしげた。扉とびらに錠じよう前まえがかかっている。

（こんなアバラ屋に、鍵かぎ？）

　錠前自体はなんら不思議な点はない。ただ、人が住んでいるとも思えないこんなボロ屋に立派な錠前がかかっているのは、いささか滑こつ稽けいだった。雉きじも鳴かずば撃うたれまい、これでは反対に泥棒を誘さそっているようではないか。

　それに、冬の森で何度も凍とう死ししかける、生きる力をまるで感じられない男が、こんなところにだけ執しゆう着ちやくを持っているなんて、かなり違い和わ感かんがあった。

　中になにかあるのだろうか。

「ガストンさあん、いますかあ。俺おれ、ウィル・ゴーダっていう者だけど」

　扉をどんどん叩たたいて、声を張り上げる。だが、鍵がかかっているのだから当然だが、中から返事はなかった。ウィルのあとをつけ、正体がばれて逃にげてから帰ってきていないらしい。

（そういえば、なんでガストンは俺を見張ってたのかな）

　やはりガストンは、ジェイソンの家を盗ぬすんだ犯人を知っているのかもしれない。

「…………」

　ウィルはじっと元狩しゆ猟りよう小ご屋やを見つめた。特に、扉にかかっている錠前を、丹たん念ねんに見つあた。

（うーん。なんか、気になるなあ）

　気になるときは捜さがし屋の星が囁ささやくときだ。こういう場合、星の言うとおりに従うにかぎる。

　ウィルは小屋の側面に回って、小さな木戸に手をかけた。開いてみようとしたが、動かない。さらにほかの窓も試ためしてみたが、ガタガタと壊こわれそうな音を立てるだけで開かなかった。ガタがきて開かないものもあったが、どうやらほかは中から固定してしまってあるらしい。

（怪あやしいなあ。すっげえ怪しいぞ）

　こうなると、本来の目的を忘れて好こう奇き心しんだけで小屋の中に入ってみたくなる。

（……まっ、向こうも俺のこと見張ってたわけだから、これでおあいこだよな）

　あっさりウィルは自分に許可を出すと、ポケットから針金を出し、「玄げん関かん」の錠じよう前まえを外しにかかった。

　錠前は常時使われているらしく、鍵かぎ穴あなにゴミや錆さびが入っている様子はなかった。かなり複雑な鍵で、泥棒並みの腕うでを持つウィルでも、かなり手間取ってしまった。

　錠前が外れ、そっと扉とびらを開ける。

　中は意外と狭せまくなかった。というより、物がほとんどなくてがらんとしていた。

　据すえ付けの竃かまど兼けん暖だん炉ろと、小さなテーブルがあるだけで、家具らしいものはなにもない。隅すみっこにぼろぼろの毛布が放ほうり出されてあるくらいで、鍋なべ以外は食器さえろくに見あたらなかった。

　そして、ガストンが身にまとっているものと同じ、すえた臭においが漂ただよっている。家自体に汗あせと垢あかの臭いがしみついてしまっているのだ。

「うへえ、くっせえ」

　ウィルは鼻を押おさえた。一体ガストンは何日体を洗っていないのだろうと考えながら、部屋の中を見み渡わたす。そして、板いた敷じきの床ゆかに積み重なった数冊の分厚い書物を見つけた。

　こんなところに、と思いながらいちばん上の本を手にとって見る。表紙には歴史書ではおなじみの古典教会語で、「進化生物学」と題名が書かれてある。

（こっちは「地層に見られる古生物学」、「古代の魔ま術じゆつ信しん仰こう」？「ヤーク島の歴史」、「比ひ較かく言語学」。統一性がまったくねえなあ）

　なんにせよ、このボロ屋とガストンの今の容姿からは想像もつかない、難解な書物だ。ぱらぱらとめくると、小さな文字が紙面びっちり印刷されてあった。眺ながめていると目がチカチカしてくる。

（ガストンの本なのかなあ、これ。だとしたら、やっぱり昔はインテリだったんだな）

　しかも、こんな専門書を買えるような金持ちだ。

（こんな生活になっても手放さなかったってことは、よっぽど思い入れのある本か、それとも……）

　ウィルはいちばん簡単そうな本を捜さがし、本を読んでみた。

（……ララビー朝時代のヨーク島には、大小合わせて十三の、部族があったが、それらはすべて……ユアンと呼ばれる、女シャーマンたちによって、統とう率そつされて、いた。完全な、母……母系社会？　では、貧ひん富ぷの差はなく、神しん託たくを伝えるシャーマンたちによせる、人々の信しん頼らいと尊敬は絶大なものだった、と。ヨーク島って、あのヨーク島かな？）

　ウィルが思いつくのは、この国の北西にある島のことだ。独自の民族と独自の文化、言語を培つちかっていた島だったが、五百年ほど前この国に併へい合ごうされ、こちらから移住した人間によってその文化は消え去ろうとしている。

（女シャーマンか。ララビー朝時代なんて、けっこう珍めずらしいな。えーっと……）

　次のページをめくろうとした弾はずみで、本のいちばん最後のページが抜ぬけ落ちた。

「あっ、やばっ」

　慌あわてて拾ったが、それはページではなかった。

　薄うすい木の板だった。大きさは十五センチ×十センチ程度、厚さは一ミリもなく、ちょっと力をかけたら簡単に折れてしまうだろう。かなり古いものらしく、表面は黒ずんでいる。だが、元はいろいろな染せん料りようで美しく彩いろどられていたようで、その痕こん跡せきがうっすらと見えた。なにか単純な線の絵が描えがかれてある。

（あれ？　この絵、たしかどっかで見たような）

　ひっくり返して裏側を見て、ウィルはぎくりとした。

　裏面は、褪たい色しよくして黒ずんだ表側と違ちがって、つい最近皮を削けずったばかりの白木のそれだったのだ。そこに見たこともない文字がびっしり刻まれてある。

（これは……）

　ウィルはぞくっとした。なにか不ふ吉きつな──おびえに似た予感を感じた。

　このカードからは異様な力を感じる。

　古くなった表面を削っただけかもしれない。だが、それなら文字を刻んだ部分は黒ずんでいるはずだ。文字もそのときに刻まれたということも考えられるが、だがしかし……

　ウィルは言いようのない不安にかられ、とっさに積まれた本の中から「比ひ較かく言語学」という本を摑つかんだ。見ると、誰かが付ふ箋せんをしてある。そのページをめくるが、焦あせりで手が震ふるえ、うまくめくれない。

　ようやく目的のページにたどり着くと、左にさきほどの文字、右に教会語が書かれてあった。章タイトルは、「ヨーク島の言語」だ。

（この文字は……これは、ヨーク島の？）

　例文の内容はヨーク島の風習のことのようだ。はやる気持ちでページをめくると、赤いインクのアンダーラインが目に飛び込んできた。左右のページ、どちらにも引かれてある。

　アンダーラインは「妖よう精せい」という単語に引かれてあった。

（妖精？）

　なぜこんな単語にアンダーラインが──と訝いぶかる間もなく、

「そこでなにをしている！」

　雷かみなりが轟とどろくような怒ど号ごうが背中にぶつかり、ウィルは仰ぎよう天てんして飛び上がった。反射的に逃にげようとしたが、それより早く両腕うでを摑まれ、持ち上げられてしまう。

　ばさっと本が落ちた。

「うわっ！　は、放せよ、痛いじゃないか！」

　ウィルは悲鳴を上げ、自分を捕つかまえる男──ガストンを睨にらみつけた。本に夢中になるあまり、ガストンが帰ってきたのに気づかなかった。家全体が臭くさいので、彼の体たい臭しゆうにも鈍にぶくなっていたのである。

「なんて小こ僧ぞうだ、この泥どろ棒ぼうめ！」

　ガストンは鼻の頭を赤黒く染め、ウィルを小屋の外に出すと地面に叩たたきつけた。そして、目を三角にして憤いきどおり、

「どこの小僧だ！　村中に言い触ふらしてやる！　こんな真ま似ねをまたしてみろ、二度と外に出られないようにしてやるぞ！」

　唾つばを飛ばして、酔よっているのか、口の端はから泡あわが垂れている。地面に叩きつけられ、呻うめいていたウィルは、思わずカッとなって、

「なんだよ！　ここはもともとは空き家で、あんたのもんじゃないんだ！　村の人間がどうしようと勝手じゃないか！」

「うるさい！　俺がどこに住もうと俺の勝手だ！　ここは俺の家だ、俺の家に無断で入るな！」

　ガストンはウィルを頭ごなしに怒鳴りつける。

　ウィルは舌打ちした。ガストンは単なる酔っぱらいではない、社会的に未熟な人間だ。話し合いを論理的にできず、子供相手になりふりかまわず我わが儘ままを通そうとしている。

　それにしても、よっぽど家の中に入られるのを嫌いやがっていたらしい。以前に見かけた幽ゆう鬼きのごときガストンとは、まるで別人のような怒おこり方だ。

（まったく、なんなんだよ、この親おや父じは）

　そう思ってから、自分がここに来た理由を思いだした。

　喧嘩をしにきたのではない、ジェイソンの無実を証明する為ために来たのだ。ウィルはしかたないので、「大人らしく」自分が折れることにしてやった。

　ウィルは両手を上げて、

「いや、そんな話をしにきたんじゃないんだ。無断で家に入ったのは謝あやまるよ。あんたがいるかどうかたしかめたかったんだ」

　疑ぎ心しん暗あん鬼きのまなざしで、ガストンはウィルを見下ろす。

「あんたに頼たのみがあるんだ。材木会社のジェイソンさん、知ってるだろ？　それと、バリファウラーの森の切り株が掘ほり起こされたのも知ってるよな。俺と一いつ緒しよにいたんだから」

「…………」

「あんたがなんの為に俺を監かん視ししてたか知らないけど、ともかく、今、ジェイソンさんが犯人扱あつかいされて大変なんだ。ジェイソンさんと対立してたあんたなら分かるだろ、ジェイソンさんは、そりゃあちょっと短気で考えなしだけど、でも、そんなばかげたことはしないはずだ。大体、森の再生が悪くなっていちばん困るのは、ジェイソンさんだもんな」

「…………」

「それで、あんたにジェイソンさんが無実だって証言してほしいんだけど」

　ガストンはウィルの言葉をじっと聞いていたが、やがて、一言、

「あんな男がどうなろうと、俺の知ったことではない」

　吐はき捨てるように──実際、噴ふいた泡あわを吐き出して、ガストンは言った。そして、小屋の中に入ろうとする。一筋縄なわではいかないと踏ふんでいたウィルは、すぐさまガストンの腕うでを摑つかんだ。

「ちょっと待てよ！　やっぱりあんた、ジェイソンさんが犯人じゃないって分かってるんだな！」

「俺は知らん、手を離はなせ！」

「あんたはそれでいいかもしれないけど、ここでジェイソンさんが吊つるし上げられたら、真犯人を見み逃のがすことになるんだぞ！　これからもあんなことが行われるかもしれないんだっ」

「うるさい！　俺は人前になんか行くものか！」

「この、偏へん屈くつ親おや父じーっ」

　あんまりの勝手な言いぐさに、ウィルはカッとなった。人の生き方に口出しする気はないが、そのくらい協力するのが人道ではないか。

「なんだよ、それなら人嫌ぎらいなら人嫌いらしく、ジェイソンさんに喧けん嘩かふっかけないで、家ん中に閉じこもって出てくるなよっ。俺のあとをつけてたから、もしや真犯人のことを喋しやべりたがってるんじゃないかなんて、甘い期待持った俺がバカだったぜっ。大体、なんだって俺を監かん視ししてたんだ、俺が捜さがし屋ウィル・ゴーダと知っててか！」

　ヤケになって半ば喧嘩腰ごしにウィルが喚わめいた途と端たん、ぴたりとガストンの動きが止まった。抵てい抗こうがなくなったのにウィルが訝いぶかって仰あおぐと、ガストンは愕がく然ぜんとした面おももちで彼を凝ぎよう視ししていた。一気に酔よいが覚めた、そんな様子で。

「おまえ、エドウィ……ゴーダ家の人間だったのか……」

　聞きなおすというより、自分自身に確かく認にんするように呟つぶやくガストン。ウィルは首を捻ひねった。ヨルカ村に住めば、雑貨屋の次にエドをよく知るようになる。それほどエドは有名人なので、ガストンが知っているのも当然かもしれないが、しかし、この驚おどろきはなんだ？

「なに？　じいちゃんがどうかしたの？」

「じいちゃん……い、いや、なんでもない。なんでもあるはずがないっ」

　ガストンは哀あわれなくらい狼ろう狽ばいすると、落ち着かなさそうに辺りをきょろきょろ見回した。そして、

「俺はどこにも行かん。俺はあいつらのことなんか喋しやべらんぞ！」

　ヒステリックに叫さけぶと、呆あつ気けにとられているウィルの手を振ふりきり、小屋の中に入ってしまった。

　ガン、と鍵かぎ代わりの木を倒たおす音がした。




　押おせども引けども、怒ど鳴なっても宥なだめすかしてもまったくガストンは応答しなくなってしまったので、ウィルはしぶしぶ今日のところは諦あきらめることにした。

（でも、絶対あいつはなんか知ってるはずだ。ジェイソンさんのことがなくても、毎日森をふらついてるなら、絶対）

　夜のとばりが降り始めた村への道を歩きながら、ウィルは腕うでを組んで考えた。

（それにしても、なんだったんだろう）

　ゴーダの名を出したときのガストンの反応はなんだったのだろう。そして、あの難解な書物は。

（ヨーク島の歴史書ってことは、じいちゃんの知り合いなのかな？）

　ということは、ガストンは以前は考古学者だったのだろうか。そんなことはエドは一度も言っていなかった──というより、ガストンの話題は一度もゴーダ家で上らなかっただけだが。

（それに、あのカードの絵はどこかで……）

　どこかで見たことがある。あの本に挟はさまっていたということは、ヨーク島に関係するものと考えていいだろう。だとしたら、エドの本の中で見かけたのかもしれなかった。

　ともかく、ガストンの協力が得られない以上、やはり自力で真犯人を捜さがすしかなさそうだ。

　聞き込みの成果がどうなったか、あまり期待はしていないがバズのところへ行こうとしたところへ、ウィルは前方を横切る祖父の姿を見つけた。

「エドーっ」

　声を張り上げて手を振ふると、エドは孫に気づき、

「ウィルか。どうだ、真犯人は見つかったか」

　出かけていたというのにどこから聞きつけてきたのか、エドが尋たずねる。情報通というのか、地じ獄ごく耳というのか。エドに駆かけ寄ったウィルは、頭を横に振った。

「ぜんぜんダメ。話は聞いた？」

「うむ、今グレアムのところへ行ってきたばかりだ。ジェイソンはとんだ災難だな、家を盗ぬすまれた挙げ句、犯罪者に祭り上げられて」

「ガストンに協力してもらおうと思ったんだけどさ、とりつくしまもなかったよ。ジェイソンさんと対立してるって聞いたから、なにか知ってると思ったのに」

「ヴァン・ガストンのところへ行ったのか？」

　エドは意外そうに聞き返し、今ウィルが来た道をじっと見つめた。そして、きれいに切り擴そろえてある口くち髭ひげを撫なでながら、

「……ウィルよ、彼はそっとしておけ」

「なんで？　エド、ガストンのこと、よく知ってるのか？」

「ああいう男は、人生の敗北者だ。浮うき世のことに関かかわるのは、わずらわしいのではなく、苦痛なのだよ。自分から殻からを破って出てこないかぎり、どうにもならないさ」

　そう言ってエドは肩かたをすくめてみせた。ウィルはなにか言おうと口を開いたが、それより先にエドが、

「そんなことよりウィル、さっきディヴィスのとこの息むす子こが、ウォルターのとこの息子に引っ張られてバリファウラーの森に入っていったぞ。珍めずらしいな、ディヴィスの息子がほかの子と遊ぶなんて」

　その話を聞いてウィルは飛び上がった。

「バズがプリッツ・キャスパーと!?　エド、プリッツはいじめっ子だぜ？　なんで止めてやらなかったんだよ！」

「子供の事情に大人が口出すのも悪かろう」

　孫に責められても、すました顔でエドは答える。「もうっ」とウィルは言い捨てると、バリファウラーの森に向かって走りだした。

　背後から、

「ウィルー、夕飯の仕し度たくはしたのかあ？」

「芋いもでも食ってろ！」

　吞のん気きなエドの声に、ウィルは怒ど鳴なり返した。




　バリファウラーの森はブナの純林なので、日暮れでも道に迷わないぐらい見通しがよい。ウィルは愛用のカンテラに火をつけると、森の奥おくへ向かった。

　例の伐ばつ採さい地ちの近くまで来ると、果たして、

「ほら、どうしたんだよ。ちゃんと立って打ってこいよ。なんだよ、そのヘナチョコパンチは。腰こし落として、しっかり踏ふん張ってれば。ほら、こんな風に」

　プリッツの楽しそうな声が林の向こうから聞こえてきた。そして、

「い、痛いよ。こんなことして、遊びたくないよ」

　弱々しいバズの声も、ときどき聞こえてくる。ウィルは舌打ちして、円形に切り取られた空き地に飛び出した。

　案の定、バズは自分よりも二回りも大きいプリッツに、いいように殴なぐられていた。軽いパンチを食らっただけで、よろよろしている。

「おい、なにやってるんだよ！」

　ウィルが怒鳴ると、プリッツは一いつ瞬しゆん「しまった」といった様子で顔を歪ゆがめたが、相手がウィルだと気づくと、すぐに態度が変わり、「ふん」と鼻で笑った。

「なんだ、泥どろ棒ぼうの息むす子こじゃないか」

　せせら笑ってウィルを挑ちよう発はつする。むろん、「泥棒」とはトレジャーハンターで蒸発中のトリック・ゴーダのことだ。

　だが、ウィルも父親は泥棒だと思っているので──トレジャーハンター＝墓泥棒という一いつ般ぱん認にん識しきだけではなく、実際にスポンサーの金を持ち逃にげしたのだから、今さら他人に言われても腹は立たなかった。

「農家の息子が医者の息子になにしてるんだよ」

　逆に嫌いやみを言ってプリッツを挑発する。体は大きくてもまだまだ子供だったらしく、プリッツはカンテラの明かりでも分かるほど顔を紅潮させて、

「こいつに喧けん嘩かの仕方を教えてやってたんだ！　学校に来てない奴やつがうろちょろ出てきて、ちょっとモノを知ってるからって、余計な口挟はさむんじゃねえよ！」

　どうやらプリッツはウィルに対して敵てき愾がい心しんを持っていたようだ。ウィルは目を回しかけてふらついているバズを背にかばいながら、

「……じゃあ、俺にも喧嘩教えてみろよ。バズの代わりに教えてもらってやらあ」

「へえ？　本当にいいのか？　あとで泣きごと言ったり、大人に告げ口するような卑ひ怯きような真ま似ねするなよ」

　にやにや口の端はを歪ゆがめてプリッツは念を押おす。ウィルは頷うなずき、そして、拳こぶしを握にぎると、

「その言葉、全部おまえに返すよ……っと！」

　顔面にくりだしてきたプリッツのパンチをよけ、バランスを崩くずした体を背中から思いっきり蹴けり飛ばした。

「ぎゃふっ」

　頭から地面に突つっ込み、くぐもった悲鳴を上げるプリッツ。その隙すきにウィルはバズの手を取ると、

「バズ、逃げるぞっ」

　と、一目散にその場を逃にげだした。

　森をバズの家の方に向かって抜ぬけ、ようやく街かい道どうに出る。息を切らし、完全に目を回したバズは、路ろ傍ぼうにへたりこんでしまった。

「バズ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「…………」

　なにかバズが言うが、蚊かの鳴くような声で聞こえやしない。ウィルは祖父とそっくりの仕草で肩かたをすくめ、バズの息が整うまで待った。

「…………」

「ん？」

　またバズがなにか呟つぶやいたので、耳を近づけてみると、

「ぼくが、もうちょっと、強ければなあ」

　悄しよう然ぜんとうなだれるバズ。

「本当は、ちゃんと、逃げられる、はずだったのに。まさか、あそこが、あんな風になっているなんて。隠かくれるには、絶好の、場所だったのに」

「おい、大丈夫か？」

　心配になったウィルは、バズの目の前で手を振ふってみせる。バズは少し口を尖とがらせて、

「失礼だな、ぼくは正気だ」

「おっ、いつものバズに戻もどった」

「プリッツなんかにやられて、いつまでも落ち込んでなんかいられるか。あいつ、自分がいちばんじゃないと気が済まないんだ。だから、ぼくが頭よくてウィルがものしりだってことを妬ねたんで、なにかと文句つけて自分より下に置こうとするんだ。そんなことにいちいち付き合っていられないよ」

　強がりとしか思えないが、バズはせいいっぱい虚きよ勢せいを張って、立ち上がった。ちょっと足あし下もとがおぼつかないが、ウィルは見て見ぬふりをする。

「ウィル、とりあえず礼を言っておくよ。なんでぼくがあそこにいるって分かった？」

「じいちゃんが見かけたんだよ。俺、バズに用があったから」

「用？」

「ジェイソンさんの件、どうなったんだよ。頼たのんでおいただろ」

「ああ」

　バズはすっかり忘れていたらしく、手短に調査報告をした。カルガリ村の男がいちばん怪あやしかったと聞いて、ウィルは腕うでを組むと、

「うーん。ゼフィッツイからの仲間かあ。こりゃ話が大きくなってきたみたいだ」

「ウィルはどう思う？」

「なんとも言えないけど、でも、少なくとも、ジェイソンさんちを盗ぬすんだ奴やつと切り株犯人は同一グループってことは確実だな。なーんかイヤな予感がする」

　ウィルは顔をしかめて言った。バズは首を傾かしげて、

「そっちはぼくたちのいない間、なにしていたのさ」

「俺はガストンのところへ……」

　ウィルはガストンのところへ行き、見てきたことをバズに語って聞かせた。

「ガストンってあのおかしな人だろ。よく学校の帰りに森をうろついてるのを見かけるよ」

「だから、今回の事件のことも、なんか手がかりを知ってるかもしれないって思うんだけどさ。じいちゃんはそっとしておけとか言うし、もしかしたら二人とも昔からの知り合いかも……」

　そこまで言って、ウィルは唐とう突とつに思いだした。

「あーっ、あの絵！」

　突然大声を上げたウィルに、バズは面めん食くらって、

「な、なに？　絵って？」

「あのカードの絵！　どっかで見たことあると思ったら！　バズ、俺先に帰る！　また明日な！」

　目を白黒させているバズにそう早口で言い渡わたすと、あとはわき目もふらず、ウィルは一目散に家へと走って帰った。







　５　父と魔ま女じよと神かみ懸がかり







「えーっと、あれはどこで見たんだっけなあ」

　家に帰ったウィルは、狭せまいボロ屋をさらに狭くしている膨ぼう大だいな量の書物をひっくり返し始めた。探たん索さくは一階だけにとどまらず、屋根裏、地下室、あらゆる生活空間を侵しん略りやくしている本すべてに拡大していく。

（えーい、ここにある本であってくれよな。これでゼフィッツイかヒューゴの家の方とかいったら泣くぞ）

　必死になって、埃ほこりをかぶった本のページをめくる。

　どこかで見たのも道理、なかなか思い出せなかったのも道理、それは祖父エドのものではなかった。

　父親トリックが見せてくれた本に載のっていたのだ。

　むろん、エドの本をトリックが見せてくれた可能性は多分にある。だが、あのときトリックはなんて言っていた？

「ウィルよ、帰ってきた早々、なにをしているんだ？」

　どこかの家でお裾すそ分わけしてもらった肉入りスープの鍋なべを持ちながら、エドが尋たずねる。ウィルは振ふり向きもせず、

「あのさあ、くそ親おや父じがすっげえ大事にしてた本、どこにあるか知らない？」

「題名は？」

「分かんない。でも、俺おれが十歳さいになったらくれてやるって、恩着せがましく言ってた奴やつ」

（そうだ）

　ウィルはあの頃ころのことを思いだした。トリックはたまに家に帰ってくると、ウィルのベッドに潜もぐり込んできて、いろいろと自じ慢まんをしていった。その一つにあの本があった。

（子供みたいな親父だった）

　蒸発してから三年たった現在でも、二十七歳という若さなのだ。あの頃は本当に子供だったのかもしれない。

　ウィルは頭を振って、ともかく探たん索さくに集中した。エドが呆あきれた面おももちで、

「まったく、そういうところはトリックそっくりだな」

「エドの血を引いたんだよ。あーっ、見つかんないなあっ、どこ行っちゃったんだ、あの本。もう、この家には隠かくし部屋でもあるんじゃねえかっ」

「な、なぜそのことを──と言いたいが、この狭せまいボロ屋にどうしてそんなものが造れる」

「違ちがいねえや」

　調子に乗る祖父に、ウィルは冷たい口調で言い返す。

「ウィル、芋いもが茹ゆであがったら飯だからな。いいか、捜さがし屋は体力がいちばん必要だぞ」

「分かってる」

　それからしばらく、ウィルは一心不乱にページをめくり続けた。片かた端はしから、といっても、おぼろげながら表紙は赤だったと記き憶おくしていたので、赤の本だけを調べていく（それでもかなりの量だが）。

　そして、どれくらい経たったころだろうか、諦あきらめかけていた矢先に、それは唐とう突とつに見つかった。

「これだっ！」

　顔を輝かがやかせ、ウィルは思わず歓かん声せいを上げた。厚さ一センチ程度の、ほかの書物に比べたらかなり薄うすい本だった。その中ごろのページに、ガストンの家で見たカードの表の絵と同じ絵を発見したのである。

　詳くわしい点は違うが、輪りん郭かくは一いつ致ちしていた。三重円に葡ぶ萄どう唐から草くさ紋もんが巻きつき、上部に太陽、下部に月を配置してある。最大の円には翼つばさというか、トンボの羽根のようなものが四枚ついており、そして円の中心には、母系部族につきものの女性の外がい陰いん部ぶをデフォルメした図ず柄がらが描えがかれてあった。
















（これこれ。羽根のとこまで似てらあ。やっぱりヨーク島に関係するものなのかな？）

　カードが挟はさんであった本が「ヨーク島の歴史」だったことを思い出しながら、ウィルは表紙を見て、きょとんとした。

　てっきり、この本もヨーク島関係の本かと思ったのだが、そこには金きん箔ぱくをプレスした文字で、「バルキースの秘ひ儀ぎ１」と書かれてあったのだ。

　バルキース王国といえば大陸の東南にある、今なお暗い魔ま術じゆつが国を支配する後進国だ。ヨーク島とはまるで反対方向だし、大体距きよ離りがかなりある。

「あれ？」

　ウィルは首を傾かしげた。見当違ちがいだったのだろうか。

（あのとき、親おや父じはなんて言ってたっけ……そうだ、たしか……）

　これはトレジャーハンターなら垂すい涎ぜんモノの本なんだぞ。

　そうトリックは言っていた。

「これはな、世界中の『魔法』の手引き書なんだ。バルキースの歴代の王が世界中からさらってこさせた魔術師やシャーマンから吐はき出させた秘儀を編へん纂さんしたものだ。世界中に三部しかない。その一部を俺が持っている。これがあれば世界中の遺い跡せきのどんな呪じゆ術じゆつトラップも、楽々解除できるってわけだ。ふふん、欲ほしいだろう。今はやらんさ。まあ、天才の俺はもう全部覚えちまってるから、そうだなあ、おまえが十歳になったらくれてやるよ。それまで待ってな」

　そう言いながら、ウィルが十歳になる前にトリックは蒸発し、ウィル自身、今まですっかりその本のことを忘れていたのである。

「世界中の」「魔法」というのは眉まゆ唾つば物ものだろうが、あちこちからさらってきた「魔術師」や「シャーマン」と呼ばれる人々に知識を吐き出させたのは、あり得そうな話だ。バルキースは昔からそういう方面にやたら積極的な姿勢をとっているのだから。

　そう考えれば、バルキースがヨーク島のシャーマンをさらった可能性も大いにありうる。

　とりあえず食事のあとに読んでみようと、ウィルは立ち上がった。




　結局、その一冊だけでは意味が通らず、あちこちの文ぶん献けんをひっくり返し、ときには熟じゆく睡すいしているエドを叩たたき起こして調べているうちに、いつの間にか眠ねむってしまったようだ。

「……ウィルは？」

「テーブルで寝ねているよ。ゆうべは遅おそくまで調べていたみたいだから」

　ぼそぼそと誰だれかが会話している声で、ウィルは目を開いた。眠たい目をこすりながら、

「エド、誰か来た──」

「あっ、起きた！」

　よく聞き慣れた声が耳に飛び込んできて、ウィルはぎょっとし、思わず逃にげようとした。だが、一足先にマギーが飛びついて、

「ウィル、おっはよう！　いつまで経たっても来ないから、迎むかえにきたの！」

「ああああ、朝っぱらから、なんて元気な」

　朝から元気いっぱいのマギーに、ウィルはぐったりして言った。すると、あとから部屋に入ってきたバズが、憮ぶ然ぜんと、

「朝って、もうすぐ正午だぞ。ぼくたちもう学校に行ってきたんだからな」

「もうそんな時間？」

　その言葉でウィルは目が覚めたようで、くっついて離はなれないマギーを振ふり解ほどくと、窓から外を見た。たしかに太陽はもう高い。

「いっけねえっ、こうしちゃいられねえや」

　ウィルは急いで顔を洗って身み支じ度たくを整えると、例の本を摑つかんで家を飛び出した。

「ちょっとウィル!?　どこに行くの！」

「フィービィのとこ！」

「待って、あたしも行くう！」

「ぼ、ぼくもっ」

　ウィルのあとを追って、マギーとバズも家を飛び出した。

　一人家に残されたエドは、「やれやれ」と肩かたをすくめ、本で散らかった我わが家を片づけるべきかどうか、考えるのだった。




　ウィルの言うフィービィというのは、ヨルカ村から二つ森を越こえた、烏からすの森に隠かくれ住む「魔ま女じよ」のことだ。ガストンと同じように人嫌ぎらいの上に偏へん屈くつな老女で、怪あやしげなものを作ってはそれをこっそり村人に売って生計を立てている。それゆえに「魔女」などと呼ばれているが、実は異国から移民してきた薬くす師しであることを、ウィルたちは知っていた。

「なんで今ごろフィービィのところなの？」

　森の小こ径みちを急ぐウィルに、マギーが不ふ審しんそうに尋たずねる。烏の多い陰いん気きなこの森にも、着実に夏は近づいているようで、青々とした葉が空を覆おおい、緑の匂においが充じゆう満まんしていた。だが、今までのイメージが悪いので、マギーは薄うす気き味み悪くてしかたないのだ。「魔女」の正体が分かっているとしてもだ。

「ちょっと、バルキースの言葉を教えてもらいに」

「昨日の話は聞いた？　あたしたち、一生懸けん命めいがんばったの！」

「聞いた聞いた、ありがとうっ」

　本当に聞いているのかどうか、ウィルは適当に言い返す。マギーは「もうっ」と頰ほおを膨ふくらませた。ウィルはなにかに熱中すると周りのものが見えなくなるのだ。それは分かっているが、せっかく頑がん張ばったのに一言ですまされては、がっかりしてしまう。

「ねえ！　バルキースの言葉と真犯人捜さがしと、どういうつながりがあるのお！」

　先に行ってしまうウィルに、マギーは声を張り上げた。だが、ウィルは前を向いたまま、

「今んとこ、ないっ」

「ええ？」

「とりあえずの接点は、ガストンってことだけ！」

　どうやら捜し屋の星は、全然違ちがう方向にウィルの興味を向かわせてしまったらしい。マギーは口を尖とがらせ、

「そんな、今回の事件に関係ないなら、今フィービィのところに行かなくたっていいじゃない。せっかくあたしが家から出てこれた、貴重な時間なのにっ」

「そんなにフィービィのところに行きたくなけりゃ、森の外で待ってろよ」

「それは、い、やっ」

　ぷいと、駄だ々だっ子のようにそっぽ向くマギー。そこへ、

「おおい、待ってよお」

　かなり遅おくれて、バズがひいひい言いながら追いかけてくる。

「もう、バズはだらしないわね。このくらいで息切らして」

「足の速いバズなんてバズじゃないよ……っと、いたいた。おーい、フィービィ！」

　森の奥おくに、これまた崩くずれかけた狩しゆ猟りよう小ご屋やが見えてきて、その前で腰こしの曲がった老ろう婆ばが枯かれ葉を集めていた。老婆が顔を上げたので、ウィルは手をぶんぶん振ふりながら、

「あのさあ、ちょっと聞きたいことが──うわっ！」

　言いかけた途と端たん、踏ふみ込んだ左足がずぼっと枯れ葉に埋まい没ぼつした。そのまま全身が引きずり込まれる。

　慌あわててマギーの腕うでを摑つかもうとしたが、マギーも反射的によけ、ウィルはじたばたしながら落とし穴に墜つい落らくした。

「きゃっ！　ウィルう！」

　差し伸のべられた手から逃にげておきながら、マギーは悲鳴を上げて穴の中を覗のぞく。

　ウィルは狭せまい穴の中で呻うめきながら、

「あいたた……ち、ちきしょう、またやられた……」

「うひゃひゃ、二度も引っかかるバカがどこにいるかね」

　してやったりとばかりに、フィービィは笑いながら近寄ってくる。

　そして、ようやく追いついたバズが、肩かたで息をしながら、穴を覗きこみ、

「な、なんだ、ウィル、また、落とし穴、に、落ちて、だらしない、奴やつだな」

「おや、眼鏡の子、足あし下もとに蛇へびがいるよ」

　ウィルを笑おうとしたバズに、フィービィが素っ気なく言う。「ひゃっ」と反射的にバズは飛び上がって、そのまま穴に落ちた。

「ぐえっ」

　バズの下した敷じきになったウィルが、蛙かえるが潰つぶれたような声を出す。

「ウィル！　大だい丈じよう夫ぶ!?　バズのばか！　ウィルを殺す気なの!?」

　マギーが目くじら立てて怒ど鳴なる横で、バルキースの魔ま女じよは、三十二本の歯を見せてゲタゲタ笑った。




「それで、今度はわしになにをしてほしいんだい、子供たち」

　フィービィは子供たちの前に真っ赤なあんかけケーキを並べながら、ねちっこいまなざしで尋たずねた。

　落とし穴から引き上げてもらい、家に招かれて昼食の支し度たくまでフィービィにしてもらったものの、その見るからに怪あやしげな食べ物には三人とも手をつけなかった。前回、すばらしくまずいジャムを食わされ、懲こりたのだ。

「……バルキース語を教えてほしいんだけど」

　またなにかされるのではないかと、ウィルは警けい戒かいしながら話を切りだした。フィービィが目を細める。

「おやおや、いきなりやってきて、この年寄りに字を読めって言うのかい」

「そーだよっ。いきなり落とし穴に落とすよりはマシじゃねえかっ」

　ぶっきらぼうにウィルは言い返した。隣となりからマギーが、

「そうよっ、二度も落としたんだから、このくらいの頼たのみ、聞いたって当たり前よっ」

　と加勢する。さらに隣のバズは、はらはらした様子で、ウィルとフィービィの掛かけ合いを見ていた。

　フィービィは大げさに両腕うでを広げると、

「ああ、まったく近ごろの子供は生意気になったもんだねえ。年長者をなんだと思っているんだろう」

「で、教えてくれるのか？」

「ガンドラの花か芯しん一袋ふくろ」

「…………」

「イヤならいいんだよ。わしは子供となんか遊びたくもないからの」

　いひひひ、と口の両端はしをつり上げて笑うフィービィ。ギヴアンドテイク、情報が欲ほしかったらそれなりの代金を払はらえ、それができないような「子供」は帰れと言っているのだ。

「ねえ、ガンドラの花びらってなに？」

　マギーがウィルの腕をつついて尋たずねる。ウィルは肩かたをすくめて、

「南の暗黒大陸にあるユダインって国でしか採れない花。染せん料りようとかに使われるんだけど、薬材にもなるんだ。でも、すっげえ高地に咲さいて採取しにくいから、この国には公式ルートじゃあまったく入ってこないんだ。ちぇっ、足あし下もと見やがって。分かったよ、出世払いにしといて」

「いつ出世するんだかの。どれ、なにが知りたいって？」

　十二歳とは思えない反はん撃げきの仕方にフィービィは呆あきれ、かつ感心しながら、ウィルの手から本を受け取った。

　金のタイトルを見て、一いつ瞬しゆん驚きよう愕がくにまなこを開く。

「……子供、この本をどこで手に入れた？」

「もうボケちゃったのか？　俺の親おや父じ、トレジャーハンターだったんだぜ」

　おそらくトリックの話からして、フィービィがもしこの本のことを知っていたら、こういう反応をするだろうと踏ふんでいたウィルは、相手が予想どおりの反応を示したので、からかうように言った。

　フィービィはやけに納なつ得とくいった様子で、深いため息をついた。

「ああ、そうだったね。おまえの父親は天才トリック・ゴーダだった。ああ、彼はこんなものまで持っていたのか」

「すごいものなの？」

　フィービィの様子を見て、マギーがウィルに尋ねる。バズも興味津しん々しんでウィルの返答を待つ。

　ウィルは首を傾かしげながら、

「さあ？　親父はえらく自じ慢まんしてたけど、あいつ、ほら吹ふきの上に話を大きくするくせがあったからなあ。フィービィ、その絵のページ」

「どれどれ……これはヨーク島の神降ろしの儀ぎ式しきについてのページだね」

　フィービィの言葉にウィルは頷うなずいた。バズもなんとなく分かったようだ。だが、その手の知識がほとんどないマギーが、ウィルに、

「なあに、神降ろしって」

「うん、古い民間宗教なんかに見られるんだけど、祭りとかで神しん託たくを聞く為ために、巫み女こみたいな選ばれた人間が祈いのりや踊おどりを捧ささげて、その土地の神さまを自分の体に乗り移らせる儀式なんだよ。それで一年の運勢を占うらなったり、政治を決めたりしてたんだ」

「ホントに神さまが乗り移るの？」

「それを聞きにきたのさ。フィービィ、右のページの三行目に、儀式で使ったものの名前があるだろ。それ、なにか教えてよ」

「おまえ、分かっているんだろ」

　呆あきれた口調でフィービィは言い、一単語一単語、指し示しながら、

「これはジギリタの実、これはリトル・ペラドンナの根、こっちはガーブスと我々が呼んでいるある種のキノコだ。あと数種類のものを調合して、儀式の際に陣じん形けいの十六方位に焚たくらしい──おまえの読みのとおり、全部麻ま薬やく性植物だよ」

「なるほど」

「じゃあ、薬物中毒による集団幻げん覚かくで、神が降りたように見えるってことか」

　さすが医者を志しているだけあって、バズはすぐ理解したようだ。神しん妙みような面おももちでトリックの本を見つめた。

　マギーは少々理解できなかったようで、ウィルに向かって、

「つまり、インチキってこと？」

「神降ろしなんてそんなもんだよ。麻薬の力を借りなくたって、シャーマンは自己暗示でトランス状態に入れちゃうんだ。はたから見るとトランス状態ってのはいわゆる狂きよう乱らん状態だから、よくて神かみ懸がかり、悪くて狐きつね憑つきって呼ばれるのさ。

　フィービィ、この絵はどこに描えがかれるものだって書いてある？」

「まあ、待ちな……これは神降ろしのときに使われる道具のようだね。神木で作られた板に描いて、儀ぎ式しきのときに使ったらしい」

「へえ？」

　ウィルは分かったような分からないような返事をすると、腕うでを組んで考え始めた。

　話がよく見えないマギーは、つまらなそうに口を尖とがらせて、唸うなるウィルの腕を揺ゆさぶった。

「ねえねえ、それがなんだっていうの？　ヴァン・ガストンとなんの関係があるの？」

「ガストンさんがその絵の描かれたカードを持っていたんだよ」

　バズが横から口を挟はさむ。

「あら。じゃあガストンはヨーク島の出身ってこと？」

「でもガストンさんって南の方の訛なまりがあるよ。ウィルが見た話からすると、ヨーク島の研究者かなんかだったのかも」

「学者だったの？　じゃあ、なんでそんな偉えらい先生が、こんな田舎いなかでうろうろしてるのかしら」

「それはぼくにも分からないよ」

　マギーに問われ、バズは困こん惑わくした。村でガストンといちばん付き合いがあるのは、医者であるフェナット家だ。だが、バズはガストンと直接話をしたことはない。

　子供たちは「魔ま女じよ」の前で、揃そろって腕を組んで考え込んでいたが、マギーがぱっと顔を輝かがやかせて、

「ねえ、もしかしたらヴァン・ガストンはエドの知り合いなんじゃないの？　だって、歴史の研究者といったら、この村じゃあエドぐらいなんだし。きっとなにかうまくいかないことがあって、エドを頼たよってきたんじゃない？」

「うちには一度も来たことないよ」

　ウィルはムッと口を曲げて反論した。たしかに知り合いかもしれないが、今のガストンの暮らしぶりを考えると、それでは「エドを頼ってきたものの、すげなく追い返され、行く当てもないままあの小屋に住み着いている」といった図式が成立してしまう。おじいちゃんっ子のウィルには、それは聞き捨てならない説だ。

　ウィルは立ち上がると、

「ともかくフィービィ、その儀ぎ式しきで使われてたもの、すぐに手に入る？」

「なんだい、神降ろしでもやろうっていうのかい」

「違ちがうよ、ガストンへの切り札にするんだ。かなりヨーク島の歴史については執しゆう着ちやくがあるみたいだから、協力の報ほう酬しゆうってコトで」

「揃そろえられないこともないが、高くつくよ。それに見合うことかい、その男の協力は」

「いいんだ、俺も神降ろしって一度見たいから。あっ、代金はさっきのにコミでね。そんくらい価値があるだろ」

　これ以上ふっかけられないよう、しっかり釘くぎを刺さしておくウィルだった。フィービィはやれやれと白髪しらがだらけの頭を振ふると、小屋を出ていこうとするウィルに、

「どうだい、子供。その本が読みたいなら、バルキースの言葉を習えばいい。わしのところに通うか？　珍めずらしいものを見せてもらった礼に、格安にしとくぞ」

「ほんとっ？」

　格安という言葉にウィルは目を輝かがやかせたが、すぐに渋しぶい顔になると、

「あ、ダメだ。俺、もうすぐゼフィッツイに行っちゃうもん」

　その言葉で、先に小屋から出ようとしたマギーとバズがぴたりと動きを止める。

「ならば、あの男がよかろう。おまえとも面識があるし」

「あの男？　ああ、アシュレイ家のおっさん」

「あの男はメイベルさまにくっついて、年の半分はゼフィッツイにいるはずだ。あやつにやらせるがいいよ」

　ニヤニヤ笑ってフィービィは言う。たしかに領主メイベル・アシュレイの家来ブルーノは、フィービィと同じくバルキースの出身だ。ウィルは頷うなずくと、

「ゼフィッツイにいたら当たってみるよ。じゃあ、また来るから」




　村へ戻もどる道々、マギーもバズも無言だった。いつもなら二人でわいわい騒さわいでいるはずなのに、ウィルの前をどんどん歩いていってしまう。

　ウィルは首を傾かしげ、結局理由が分からなかったので、

「二人とも、どうしたのさ。なにも喋しやべらないで」

「……ゼフィッツイにもうすぐ行くって、ほんとう？」
















　マギーが前を向いたまま、低い、不満たっぷりの暗い声で尋たずねる。それでウィルは二人の沈ちん黙もくの原因を理解した。「ああ」と頭を搔かきながら、

「エドの仕事が終わったんだ。いい加減持っていかないと信用にかかわるからさ」

「…………」

「…………」

「行くったって、どうせまたエドのことだから、本業さぼって発はつ掘くつに出かけちまうって。そしたら俺戻ってくるからさ、二か月ぐらいだよ」

「…………」

「…………」

「いつものことじゃん。あっという間だってば。マギーんちはミッチェルが生まれて忙いそがしいし、バズもドクターの手伝いとかしてたら、あーっという間に二か月なんて過ぎるってば」

　だが、いくら言っても聞かぬふりを決め込む二人に、いい加減ウィルもムッとなった。

「なんだよ、二人とも。俺は働いてるんだからなっ、こんな田舎いなかにいて仕事が毎日舞まい込んでくるわけじゃないんだぞ。都会に行かなきゃ食っていけないんだからな！」

「じゃあ、さっさと行っちゃえばいいじゃない、あたしたちを置いて！」

　やにわにマギーはそう叫さけぶと、わっと泣きだして、振ふり返りもせず走っていってしまった。

　あとに残された少年二人はぽかんとそれを見送っていたが、そのうち、バズが非難のこもったまなざしでウィルを睨にらみ、恨うらみがましく、

「マギーを泣かせたな」

「俺だって泣きたいよ。なんで今回にかぎって、ああわがままを言うんだか」

　ウィルは頰ほおを膨ふくらませて反論した。マギーがわがままなのはいつものことだが、今回はひどすぎる。

「マギー、家に居場所がないんだよ。それで昨日からイライラしているんだ」

「ミッチェルが生まれたからか？　小さい子にやきもち焼いたってしょうがないじゃん。それよりも、ミッチェルがグレアムの気を引いててくれるなら、こっちは思いっきり羽根伸のばせていいじゃないか」

「ぼくもそう言ったんだけど」

　バズも困こん惑わくしつつ、ウィルに同意する。所しよ詮せん、二人は一人っ子同士、しかもウィルは祖父に育てられているという環かん境きようで、大家族の中で暮らすマギーの気持ちなんか理解できないのだった。

　ウィルはバズをじっと見ると、

「バズも、俺がいなくなったら悲しい？」

　からかい気味にウィルが言うと、バズは耳みみ朶たぶまで真っ赤になって、

「そんなことあるわけないだろ！　おまえがいなくなったらせいせいするよっ」

「ふうん？　俺は心配だなあ。またプリッツにいじめられたらどうする？」

　わざとらしく心配そうに眉まゆを寄せてウィルは言う。バズは口を歪ゆがめた。

「昨日は、あれは本当はちゃんと逃にげられるはずだったんだ。ぼくたちだって、ただプリッツにいじめられているわけじゃない。ちゃんと逃げ道があったんだ」

「逃げ道？」

「プリッツは大たい抵てい学校の帰りに獲え物ものを見つけるから、バリファウラーの森を使うんだよ。だからぼくたちも、バリファウラーの森に隠かくれるところをいくつも持ってたんだ。木の洞ほらとか、梢こずえの上とか。あの森、枯かれ葉の堆たい積せきがすごいだろ、だから横穴を掘ほって隠れ家がにしてたのに……」

　最後の方は声に力がなくなり、悄しよう然ぜんとバズは言葉を切る。

「ははあ、でも切り株が掘り返されちゃったもんで、隠れ家がなくなっちまったと」

　話の続きを察するウィルに、バズは頷うなずいた。それで昨日はぼこぼことやられていたわけである。とんだところで切り株事件の波は及きゆう被ひ害がいが出たものだ。

　ウィルはバズの肩かたにポンと手を置き、

「まっ、隠れ家ならまた作ればいいしな。大体、プリッツはもうすぐ学校を出る年だろ、それまで我が慢まん──」

　そこまで言いかけ、ウィルはぴたりと歩を止めた。

「ウィル？」

　訝いぶかってバズが顔を覗のぞきこむ。

　ウィルは五秒間、じっと立ちつくすと、

「あーっ！　分かったあ！」

　突とつ然ぜん大声で喚わめき、猛もう然ぜんとダッシュした。ゆうべといい、今日といい、いきなり叫さけんで駆かけ出したウィルにバズは目を白黒させた。呆ぼう然ぜんとウィルの背中を見つめていたが、

「ウ、ウィル、どこに行くんだよお」

　気の抜ぬけた声で呼びかけ、ウィルのあとをついていく。だが、なにがなんだか分からず、呆あつ気けにとられたままだった。







　６　うろの中







　ウィルはまっしぐらにジェイソンの今年の仕事場に向かった。いつもなら木を伐きり倒たおす、コーン、コーンという斧おのの音が響ひびいているが、昨日の村民会議のせいだろう、今日は森は静まり返っていた。

　ウィルは人夫たちが泊とまり込んでいる丸太小屋に飛び込んだ。そこには不景気そうな従業員たちと、テーブルでどんより暗く頭を抱かかえているジェイソンがいた。彼のことを「短気で考えなし」とウィルは称しようしたが、昨日かなり村人から責められたらしく、立ち直れないらしい。

「ジェイソンさん！」

　ウィルが現れても、ジェイソンは泣きそうな顔を上げて、

「ああ、ウィル。俺おれはもうダメだ。先祖代々続く家業も、俺の代でおしまいだあ。ジェイソン材木会社の信しん頼らいと面めん目ぼくは丸つぶれだ。もうおしまいだあ」

　喚わめくだけ喚くと、あとは頭を抱えて「あああ、おしまいだあおしまいだあ」とくり返し言っている。

「ゆうべからずっとこうなんだよ」

　従業員の一人がしかたなさそうに、ウィルに耳打ちしてくれた。

「こんな親方初めて見るよ。うだうだと、まったく暗くてうざったいったらありゃしない」

「えらく弱気じゃん。ところで、あんちゃんたちも盗ぬすまれたジェイソンさんちを建てるのを手伝った？」

「おうよ。なんだい、次の手がかりかい？」

「多分。あのさあ、バリファウラーの森で伐ばつ採さいしたときに、なにか変わったモノが木の中──洞ほらとかうろとかから出てこなかった？」

「変わったもの？　さあ、俺は知らねえな。おい！　誰だれか、親方の小屋の伐きりだしのとき、変わったものを見つけた奴やついるか!?」

　彼は仲間に呼びかけたが、全員顔を見合わせ、少し言葉を交かわしたあと、首を横に振ふった。応対してくれた彼は、人がいいのか、すまなそうに、

「わりいな、ねえってよ」

「うろの部分は俺たちは使わねえ。切り落としちまうからな」

　別の従業員が言う。

「切り残したもんはまとめて伐採地の近くに置いとくぜ」

「燃やしちゃうの？」

「うんにゃ、そのうち村の奴らがやってきて、薪まき用に持ってっちまうのさ。いつもそうだぜ、おまえも今度来ればいい」

「俺の会社に今度はないぞお！」

　ウィルたちの会話にジェイソンが割り込み、やけっぱちになって喚わめく。年の近い従業員が彼を宥なだめ、

「まあまあ、明日はきっといいことがあるから。ウィルも頑がん張ばってくれていることだし」

「てやんでえ、ばかやろう。俺がなにをしたってんだあ……」

　しくしくと今度は泣きだすジェイソン。手がつけられない。

　ウィルはジェイソンを放ほうっておくことにして、話を聞き続けた。

「誰が持っていったか分からない？」

「誰でも持ってっていいことにしてあるからなあ。限定するのはちょっとなあ。それに、随ずい分ぶん前のことだし」

「あれじゃねえか。ほら、村長んちの孫が」

　誰かがふと思い出したように言いだした。すると、みな「ああ」と声を出して、

「いたな、あのキノコ野や郎ろう」

「姪めいが生まれるからって、やたら薪を集めてたよな。今も毎日のように作業場に来てるぜ」

「キノコ野郎？」

「あいつの作ったキノコ汁じるに俺らの半分があたったんだよ。まったく、あいつの伝説を知らなかったぜ」

　呆あきれ返って従業員たちは説明する。それでウィルはピンときた。伝説の男と言えば、マギーの二番目の兄、クロードのことだ。

「あいつ、前の事件でグレアムにこっぴどく叱しかられて大人しくしてると思えば、こんなところで着々と伝説を築いていたなんて」

　ウィルは呆れながら、ディーバ家の裏手に積まれた枝や木ぎれを思いだした。あれか。

「ありがとっ、俺、絶対真犯人、捜さがしだしてみせるから！」

「頼たのむよお。親方がこれだと気味悪いや。飯がまずいったらありゃしない」

「気味悪いとはなんだあ！　飯なんか、もう、二度とうまい飯は食えないんだあ！」

　ジェイソンの泣き言を聞きながら、ウィルは飯場を出た。そこへ、ようやくバズが到とう着ちやくする。

　バズはぜいぜい息を切らしながら、汗あせだくになって、

「…………」

「あ？」

「…………」

「なに言ってるか聞こえねえって。それよりバズ、マギーんちだ。あそこにあるかもしれない」

「……なに、が？」

　ようやく、蚊かが──ミジンコが鳴くような声でバズは尋たずねる。ウィルは呆れて、

「真犯人が狙ってたもんに決まってるじゃないか。あー、あってくれよ」

　そう言ってウィルはマギーの家に向かって走りだした。

「せ、せっかく、ここまで、来たのに」

　文句を言いながら、それでも健けな気げにウィルのあとを追おうとするバズだが、その走りっぷりたるや、赤ん坊ぼうがハイハイするスピードにも劣るとも勝らないものだった。




　マギーの家に到着し、裏手に回ると、ちょうどグレアムの次男クロードが、木ぎれの山から薪まきを作っているところだった。どう見ても薪割りにはふさわしくない大きな斧おのを振ふり回すクロードに、ウィルは血の気を失い、

「うわあ！　クロード、待ったあ！」

「おう？　ウィルか」

　ウィルの姿を認めたクロードは、大きな口でにっかり笑った。そして、自分の斧を指し、

「これかあ？」

「それそれっ」

「ほいよっ」

　薪割りをやめてくれたのでホッとするウィルに、クロードは何気なく斧を投げてみせた。とっさにウィルは受け取ろうとするが、キラリと光る刃は物ものにぎょっとして、慌あわてて逃にげる。

　ガッと地面に突つき刺ささる斧に、ウィルは顔をひきつらせながら、

「あ……っぶねえ……クロード、その大おお雑ざつ把ぱな性格直せよっ」

「だって、斧がほしかったんだろ？」

　自分から言いだして文句つけるなといった態度で、クロードは言い返す。ウィルは頭が痛くなりながら、それどころではないと、木ぎれの山を指した。

「なあ、この木ぎれ、いつ頃集めた奴やつ？」

「半年ぐらい前からかなあ。なんだ、こっちに用か」

「うん。これ、古いのから薪にしてる？」

「適当だよ。乾かわいたのから」

　ジェイソンの家の完成が一月前とすると、木を伐りだしたのは二月前くらいか。二月前に拾ってきた木ぎれなら、普ふ通つうの家ならとっくに竃かまどにくべられているところだ。ウィルは木ぎれを調べ始めた。

「クロード、薪まき割りしてる間に、なんか変わったもんとか出てこなかった？」

「変わったもんってなんだ？」

「分かんないけど、例えば、金目のもんとか」

　尋たずねながらも、この大雑把なクロードがそんなものに気づくわけはないと、最初から諦あきらめているウィルだった。あとでディーバ家の暖だん炉ろや竃を調べてみる必要もあるだろう。

　クロードは首を傾かしげ、

「んなもん、なかったよなあ。おまえもあいかわらずだなあ」

　そこへ、バズがようやく到とう着ちやくした。裏へ回ってくるなりへたりこんで、全身で息をしている少年に、クロードは井戸から水を汲むと、桶おけごと手て渡わたす。

「ほら、飲みな」

「…………」

「バズもあいかわらずだなあ。まっ、がんばれよ、おまえら」

　そう言って去っていくクロード。「あいかわらず」なのはクロードの方じゃないかとバズは言いたかったが、今の体調ではちょっと無理だった。

　ウィルの方は捜さがす手を休めず、

「バズ、そっちから捜して」

　と言い渡したきり、調査に没ぼつ頭とうしてしまう。ようやく呼吸が落ち着いてきたバズは、

「さ、捜すって、なにをだよ」

　と文もん句くをつけたものの、一点集中状態のウィルにはなにを言っても聞こえないようだった。バズはため息をつき、そして、目眩めまいをおして調査を手伝い始める。ともかくなにかを捜せばいいのだろう。

　木ぎれをひっくり返し、抱かかえ、振ふり回し、うろに手を突つっ込み、ときには斧おので割ってみる。だが、出てくるのは腐くさりかけた鳥の巣だったり、虫の死し骸がいだったり、ろくでもないものばかりだ。

　そのうち、クロードに教えられたのだろう、マギーが家の裏口からひょっこり顔を出した。

　彼女はじーっと二人の作業を見つめたあと、

「……ウィル」

　小さな声だったので、熱中しているウィルには届かない。代わりにバズが顔を上げる。

「うーいーるう！」

　少し怒おこった大声を張り上げると、ウィルはようやくマギーに気づいた。

「あっ、マギー、いいところに」

「謝あやまりにきたの？」

　拗すねた口調で言うマギーに、そんなことはまったく気づかないでウィルは、

「あのさ、この木ぎれのうろを全部調べてよ。真犯人の狙ねらってたモノがあるかもしれないからさ」

　と言い、再び調査に没頭してしまう。マギーは顔を真っ赤にして、ぷうっと頰ほおを膨ふくらませた。

「もう！　ウィルのばか！」

「マ、マギー」

　二人の間に立っていたバズはおろおろ狼ろう狽ばいして、どっちになにを言ったらいいのか迷った。マギーに味方して「二人であっちに行こう」というのは簡単だが、一応今はウィルの手伝いをしている──当人としては勝負している最中である。それを投げ出すのは、几き帳ちよう面めんかつ融ゆう通ずうのきかないバズには、できることではなかった。

　そんなバズの狼狽などまったく知らず、マギーは憤ふん然ぜんとウィルの作業を見つめていたが、

「……もう、ウィルのばかあ」

　と呟つぶやき、仏ぶつ頂ちよう面づらで木ぎれを調べ始めた。それを見たバズは、ほっとしたような、気が抜ぬけたような、ちょっとムッとしたような、複雑な心境だった。

　そして、捜さがすこと小一時間。

「ん？」

　小さなうろに手を突つっ込んでいたウィルが顔をしかめた。その声に反応して、マギーとバズが寄ってくる。

「どうしたの？」

「なにか、妙みようにおっきいものが入っている」

　ウィルは一いつ旦たんうろから手を抜きだし、大きさを二人に示してみた。小ぶりのカボチャぐらいだ。それに比べて、うろの入り口はウィルの手が通るのがやっとの狭せまさである。

　三人は視線を交かわした。

「……例えば、小鳥が入り口から出られないくらい育ちすぎて、そのまま死んじゃったとか」

「いやあん、変なこと言わないでよお」

「か、硬かたかった？」

　おっかなびっくり尋たずねるバズに、ウィルが真剣な顔で頷うなずく。

「中を開けたら鳥のミイラが出てきたりして」

「ひいいい」

「冗じよう談だんだよ。うろが塞ふさがっちまったんだな。マギー、手て斧おの持ってきて」

「うん」

　マギーが持ってきた手斧で、ウィルは慎しん重ちように木を割り始めた。

　そして。

　ぱかん、ときれいに縦に割れた木の中から、ごろりとなにかが出てきた。

「それなに？」

　マギーが顔をしかめ、胡う乱ろんそうに尋ねる。バズも少々尻しり込ごみして、ウィルの陰かげからそれを眺ながめた。

「なんだろう……」

　ウィルはそれを手に取ってみた。

　一見は、茶色い、干ひからびた小さな木の塊かたまりのようだった。よく見ると、立体的に複雑なものが潰つぶれたらしく、中の方でぐちゃぐちゃと折り畳たたまれているのが分かる。

　意外と脆もろく、ぱらぱらと表面から茶色い皮みたいなものが落ちた。

「伸のばしてみたらなにか分かるかな」

　慎重に、崩さないようウィルはひっくり返してみて、

「うわ！」

「きゃあ！」

「ひいっ」

　三人揃そろって悲鳴を上げる。マギーは逃にげだし、バズは仰ぎよう天てんのあまり尻もちをついた。

　ウィルは思わず投げ出してしまいそうになったが、すんでのところで踏ふん張る。

「な……な、なんだ、こりゃ」

　腕うでを思いっきり伸ばし、なるべく遠ざけるようにして、ウィルは顔を背そむけながらそれを見た。

　ひっくり返したそこに現れたのは、干からびた顔だった。

　大きさは大人の握にぎり拳こぶしぐらい、顎あごと頭が異様に尖とがった、人とも猿さるともつかない顔だった。それはなにかに食くらいつく途と中ちゆうだったかのように、大きく攻こう撃げき的に口を開いていたが、そこに並ぶ歯はすべて尖った三角──しかも、鮫さめの歯のように小さな歯が三重にも四重にも並んでいた。

　眼がん窩かには皮が張りついている。すべてが小さく潰れた中で、頭部だけは体に埋うめ込まれるように保存されていたのが、なんとも不気味であり、滑こつ稽けいですらあった。

　そして、全体に漂ただよう禍まが々まがしい気配。

　その攻撃的な顔を見ると、身み震ぶるいがする。今にも自分に食いかかってきそうな、そんなおどろおどろしさがあった。

「ミ、ミイラ？」

　泡あわを食っていたバズだが、一時のショックから抜ぬけ出すと、おっかなびっくりそれを覗のぞきこんだ。怖こわがりで気が小さいが、さすがは医者を目指しているだけはある。

　ウィルもようやく気を落ち着かせ、それを観察した。

「うん、ミイラだ……なんのミイラだろう」

「頭がこれくらいだとすると、体は人間の赤ちゃんぐらいかな」

「俺、哺ほ乳にゆう類るいで歯が四列あるのって、知らないぜ」

「ぼくも。まれに乳歯と一いつ緒しよに二列生える人もいるみたいだけど……」

「ねえ！　それなんだったの！」
















　こういう方面にまったく知的好こう奇き心しんを持てないマギーが、遠くの木こ陰かげから叫さけぶ。

「なんか動物のミイラーっ」

「それが真犯人の狙ねらってたものなのーっ!?」

　マギーの問いかけにウィルとバズは顔を見合わせた。

「……貴重と言えば、貴重か？」

「新種の動物とかだったら、あるいは」

「そうなの？」

　マギーがこわごわ近寄ってきて、ウィルの隣となりに座すわってその腕うでにしがみつく。

　三人の子供たちはミイラを真ん中にして、頭を突つき合わせた。

　まずはバズが話を切り出す。

「つまり、話を総合させてみよう。ぼくの仮説を言えば、誰かがバリファウラーの森にこのミイラを隠かくした。それをあとから取りにきたけど、もう隠した木は伐きられたあとだった。切り株を掘ほり返して捜さがしてみたけどダメ、躍やつ起きになって木自体、つまりジェイソンさんちを盗ぬすんで捜そうとした。でも、結局目当ての品はここにあったと。これで話のつじつまが合うじゃないか」

　自信たっぷりにバズは説明する。だが、ウィルは難しい顔で、

「うーん。でも、うろが塞ふさがりかけてたってことは、だいぶ昔に放ほうり込まれたってことだろ。それを今ごろ取りにくるって、妙みようじゃないか？」

「それは、なにかやんごとない事情があって、遅れただけだよ」

「でも、こんなミイラに、家を一いつ軒けん盗んでまで捜すほどの価値があるのかしら」

　しごくもっともなことをマギーが指し摘てきした。うーん、と三人、腕を組んで考える。

「まあ、世の中には変わったコレクターもいるから……」

　歯切れ悪くウィルが言った。自分でもあまり信しん憑ぴよう性せいがないのだ。

「ねえ、真犯人はジェイソンさんちを盗む前に、捨てられたうろの中を捜そうとは思わなかったのかしら。カルガリ村のハムがいたなら、不要なうろは全部村人が持ち去るってこと知ってるはずよ」

「それは、内部の人間がいたからこそなんじゃないか。二月もあれば、普ふ通つううろは薪まきにされちまうだろ？　でも、村ではそんな、うろから妙なものが出てきたなんて噂うわさは立たなかった。こんな小さな村じゃあ、なにが起きても筒つつ抜ぬけだもんな。とゆーわけで、真犯人たちはこう結論づけた。『ミイラは材木の中に閉じこめられてるか、もしくは木ぎれと一緒に竃かまどに放り込まれちまったかだ』。だから、木ぎれを捜そうとはしなかった。クロードの存在とミッチェルが生まれたことを知らなかったのが運の尽つきって奴やつさ」

「じゃあ、ジェイソンさんちの材木にミイラがないって分かったら、真犯人はこれを諦あきらめるかしら」

「どうかなあ。あそこまでやったんだから、もしかしたら確かく認にんの為ためにまた来るかもしれない」

「竃の中を調べに？」

　バズが尋たずねると、ウィルは大まじめな顔で頷うなずいた。

「多分。ちょっと調べればクロードのことは分かるから、まっさきにここに回ってくると思う。奴らを捕つかまえるとしたらそのときだな」

「うちで騒そう動どうが起きたら、お父さんがうるさいわよ。ミッチェルの邪じや魔まだって」

　父親のことを言うマギーの口調にはやたら棘とげがある。ウィルは肩かたをすくめ、

「しかたないさ。じゃなかったら、俺が変なもんを見つけたって、村中に言い触ふらしておくか。うん、その方がいいかもしれない。ともかく、エドと相談してみる。マギー、エプロン貸して」

　ウィルは立ち上がると、マギーのエプロンでミイラを包んだ。

「俺、ちょっと家に戻もどるから、二人とももう少し捜さがしてて。もしかしたら、もっと別のものが出てくるかもしれないから」

「じゃあ、あたし、ほかの家にも当たってみるわ。バズはここの残りを捜しなさいよ」

「灰になってなければいいけど」

　三人は再び水飲み広場で落ち合うことを約束すると、とりあえず解散した。




　村外れの自分の家へ戻ってきたウィルは、勢いよくドアを開けた。静まり返った家の中に向かって、

「エドーッ、いるかあっ。あのさ──」

　言葉半ばで、シュッという風を切る音がした。「え？」と振ふり向いたウィルの鼻先を、銀色の光が流れる。

「な……っ!?」

　ウィルは驚きよう愕がくし、しかしながら、とっさに飛び転がって第二の攻こう撃げきを避さけた。

　部屋の反対側に転がり込み、すかさず体勢を直して敵を見る。

　相手はドアのすぐわきに潜ひそんでいた。ウィルにしっかりと姿を見せることを許さず、俊しゆん敏びんな動きで再度切りかかってくる。

　相手の得物はナイフだ。振り上げられた刃は渡わたり三十センチほどのナイフを確かく認にんすると、ウィルは手近にあった本を投げつけた。立て続けに三冊、五冊と投げる。

　相手は飛んできた本を、的確に殴なぐり飛ばした。その間に、ウィルは相手をすばやく観察する。

　シャツにベスト、ズボンの上からゲートルを巻き、目ま深ぶかに帽ぼう子しをかぶった、旅回りの行商人といった風ふ情ぜいの男だ。その手に握にぎられる大型のナイフ以外、怪あやしいところはない。帽子の下に見え隠かくれする顔には、感情が窺うかがえず、冷れい徹てつなまなざしでウィルに襲おそいかかろうとしている。

　これはプロだ。

　ウィルは慄りつ然ぜんとした。相手はプロだ。脅おどしか、殺しか──それは分からない。だが、相手は自身の理由でウィルを襲ったわけではない、仕事人だ。理由があるとすれば、金の為ためだ。

　ウィルが六冊目の投げる本を手にしたとき、相手は一気に踏ふみ込んできた。

「うわあっ!?」

　ウィルは仰ぎよう天てんして、とっさに持っていた本で男の利きき腕うでを叩たたき落とす。だが、子供の力ではかなわず、男は衝しよう撃げきに耐たえると、逆にウイルを本ごとはじき飛ばした。

　ひっくり返るウィルにとどめの一撃を振ふり下ろす。

　驚きよう愕がくのあまり悲鳴を上げることさえできず、ウィルは硬こう直ちよくした。

「ぎゃっ！」

　だが、悲鳴を上げたのは襲しゆう撃げき者しやの方だった。ウィルの見ている前で、その体が椅い子すと一いつ緒しよに横に吹ふき飛とぶ。

「……え？」

「ウィル、大だい丈じよう夫ぶか！」

　呆ぼう然ぜんとするウィルを支え起こしたのは、エドだった。エドは焦しよう燥そうにかられた面おももちで孫が五体満足なのを確かめると、吹き飛んだ襲撃者に向きなおった。

　男はすぐさま体勢を直し、吹き飛んでも手放さなかったナイフでエドに切りかかった。だが、エドの方が動きが速かった。

　手刀で男の利き腕を叩き、得物を落とさせる。反射的に男の視線が落ちたナイフへと逸それた隙すきに、エドはその首を鷲わし摑づかみにした。

　ばん！　と大きな音を立て、襲撃者の首を摑んだまま、壁かべに叩きつける。

　男はしたたか後頭部を打ち、低く呻うめいた。

「まったく、私の大事な孫に手を出すとは、よほどのばか者だな」

　エドはそう呟つぶやくと、男の首を摑む手に力を入れた。ぐふっと濁にごった呻きを洩もらし、男は苦しそうに白目を剝むいてもがく。だが、エドの束そく縛ばくは取れず、男の口の端はから泡あわが吹きだした。

　そして、急に男の全身から力が抜ぬけた。だらりと四し肢しが垂れる。

「じいちゃん！」

　ようやくウィルは我に返り、叫さけんだ。

「そいつ、殺しちゃったのか!?」

「人聞きが悪いぞ、ウィルよ。落としただけだ。縄なわを持ってきなさい、早く起こしてやらんと、一生眠ねむってなくてはならんからな」

「う、うん」

　慌あわてて地下室から縄を持ってこようとするウィルに、エドが神しん妙みような面もちで、

「ウィル、もう一言ある」

「なに？」

「四十八のこんなダンディな男を摑まえて、じいちゃんなどと言わないように」

「勝手に言ってろ」

　ウィルは呆あきれて言い捨てると、縄を取りにいった。そして、襲しゆう撃げき者しやを簀す巻まき状に縛しばりあげる。

　顔を見てみたが、やはり見たことのない顔だった。ジェイソンの家を盗ぬすんだ犯人が雇やとった者だろうか。

（まさか、俺がアレを発見したことをもう突つきとめたのか？）

　一いつ瞬しゆん驚おどろいてみたが、すぐに否定する。

（違ちがう。たぶん、俺を見張ってたんだ。真犯人は自分で捜さがすのをやめて、俺に探しものを押おしつけやがったんだ）

（見張り──ヴァン・ガストンか？　いや、それも違うな。「あいつらのことなんか喋しやべらんぞ」とガストンは言ったんだ。あれは、拒きよ絶ぜつの言葉だ。ガストンはこいつらの仲間でも敵でもない。でも、知っていた）

　ウィルは舌打ちした。ガストンは真犯人が何者か知っていたのだ、こんな危ない輩やからであることを。あのとき言ってくれればちゃんと手を打っておいたのに。

「エド、これってエドの関係？」

　一応、まったく別関係の線も確かく認にんしておく。エドは首を捻ひねり、

「いや、今こっちはそんな危険な仕事しておらんぞ。まあ、昔の恨うらみの線かもしれんがな。私よりそっちの方ではないかね、一体なにをやらかしたんだ？」

「俺は、例のジェイソンさんちを盗んだ真犯人を追っていただけだよ」

　ウィルは口を尖とがらせて言い返した。それから、あのミイラが手元にないのに気づき、慌あわてて床を捜す。

　男に襲おそわれたとき放ほうりだしてしまったらしい。茶色の干ひからびたそれは、部屋の隅すみに無造作に転がっていた。

（うっ。いきなり見ると、やっぱり怖こわいぜ）

　剝むきだした牙きばが、今にもガチガチ音を立てそうで、思わず拾いにいくのを怯ひるんでしまう。

　その間にエドは簀す巻まきにした男の意識を覚まさしてやった。だが、ショックが強かったのか、男は呆ぼう然ぜんとして、なにが起きたのか分からない様子でいる。

　ウィルはミイラを抱かかえて、エドに近寄った。

「そいつ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「うむ、少し寝ね惚ぼけているな。すぐに元に戻もどる──ウィル、なにを持っている!?」

　ウィルを振ふり返ったエドが、その手の中にあるものを見た途と端たん、さっと顔色を変え、驚きよう愕がくの声を上げた。その驚おどろき方が、いつものおどけたエドからは考えられないほど緊きん迫ぱくをはらんだものだったので、ウィルは面めん食くらった。

「なにって、だから、真犯人がバリファウラーの森を掘ほり起こして、ジェイソンさんの家を盗ぬすんでまで捜さがしてたものじゃないかって、思ってるんだけど……」

「クイップ」

　一言、嚙みしめるようにエドは呟つぶやき、ウィルに手を差しだした。ウィルは困こん惑わくしながらも、ミイラを祖父に手渡す。

　エドはミイラをひっくり返し、色々な角度から眺ながめたあと、厳しい顔を孫に向けて、

「これをどこで見つけた？」

「どこって、グレアムんちの裏。薪まきになりかかってた。エド、これがなにか知ってるの？」

「これは──」

　言いかけたエドが、はっと顔を強こわばらせ、窓の外を見た。つられてウィルも見た途端、窓とはまったく反対にあるドアから、どっと人がなだれこんできた。

「うわっ、なんだあ!?」

　三十人はいるだろうか。狭せまい家に大挙して押おし寄せた人間に、怯おびえるよりはウィルは仰ぎよう天てんして、声を上げた。だが、すぐに吞のん気きに驚いている場合ではないと悟さとるが、もうどうにもならなかった。

　彼らはウィルが目を白黒させている間に、わらわらと入ってきて、エドとの間を塞ふさいでしまった。エドはとっさにかまえたが、この人数は予想外だったらしく、なにもできないまま無表情の男たちに囲まれてしまった。

　エドは舌打ちして、

「ウィル！　逃げろ！」

　なにがなんだか分からないが、こういう場合は互たがいが足を引っ張らないようにしなくてはならない。ウィルは了りよう解かいして、ともかく家から出ようと身を反転させた。

　だが。

「チェックメイト。逃がさないよ」

　振ふり返った額に、ゴリッとなにかがぶつかり、ウィルは顔を上げた。

　そこには見知らぬ男が佇たたずんでいた。ウィルと目が合うと、彼はにっこりと親しみ深くほほえんだ。そして、毒気を抜ぬかれたウィルの首に素す早ばやく腕うでを回し、がっちりと押さえこむ。一瞬の、慣れた動作だった。

　ぐっと首を絞しめられ、ウィルは我に返った。

「な、なにすんだよ」

「大人しくしたまえ」

　男はさっきウィルの額に押しつけたものを、今度は眉み間けんに突つきつけた。

　拳けん銃じゆうだ。

　ウィルは硬こう直ちよくした。

「きさまだったのか、コーヒー野や郎ろう」

　エドの口から悔くやしそうな声が洩もれた。
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「きさまが来たのか、コーヒー野や郎ろう」

　エドが心底悔くやしそうに言った。大勢の男に取り囲まれ、にっちもさっちもいかなくなっている。

　ウィルは自分の額に押おし当てられたのが、金で唐から草くさの装そう飾しよくが施ほどこされた拳けん銃じゆうの銃口だと確かく認にんすると、エドに「コーヒー野郎」と呼ばれた男をもう一度見た。

　年は三十代前半といったところだろうか。栗くり毛げを美しく分けた、彫ほりの深い、なかなかの美男子だった。白い上下に同色の帽ぼう子し、真っ赤なネクタイには南洋絵画のタッチで黄色の象が描えがいてあるという、すばらしく派手な格好だったが、それがやけに似合っている。エドとは違ちがった洒落しやれっ気を持っているようだった。

「コーヒー野郎」は大げさに肩かたをすくめ──それでもウィルが逃にげられるような隙すきは絶対与あたえず──ると、

「その無ぶ粋すいな名前で呼ぶのはやめてほしいものだ、エドウィン・ゴーダ。知らぬ仲ではあるまい、ハワードと呼んでくださってけっこうですよ」

　慇いん懃ぎんな口調だが、嘲ちよう笑しようの響きが含ふくまれている。

　二人の態度が親しい──というにはあまりにも険悪なものだったが、今日さっき出会ったばかりのものではないことに、ウィルは不安にかられた。首を抱かかえられたまま、数メートルしか離はなれていないエドに向かって、大声を張り上げる。

「エド、こいつ誰だれ！」

　ウィルの声を聞いて、エドは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情になった。そして、

「ハワード・イコナ、ゼフィッツイ大学で考古学を教えている奴やつだ」

　ゼフィッツイ大学というのはその名のとおり王都ゼフィッツイにある、歴史と伝統のあるこの国随ずい一いつの研究機関だ。自然科学の分野も有名だが、なんといっても考古学の研究には定評があり、毎年海を渡わたって遠くの国からも留学生が来るほどだ。

　エドはゼフィッツイにある王立博物館と契けい約やくしているので、その関係でゼフィッツイ大学とつながりがある。そこの考古学教授となれば、顔見知りであるのも当然だ。

「知り合いなのか!?」

「知り合いなんて可愛かわいいものじゃない。こいつと私は不ふ俱ぐ戴たい天てんの仲だっ。きさま、今ごろなにしに来たっ」

　エドは憤ふん然ぜんとハワードに向かって怒ど鳴なった。「おやおや」とハワードは楽しそうに呟つぶやいて、

「ひどい言われようだ、エドウィン。私はあなたを尊敬しているのに。ええ、そうでしょうとも、我々はまったく意見を異にする不俱戴天の仲でしょう。ですから、そのクイップを私が取りにきたこともお分かりのはずだ」

　嫌いやみのようにハワードが言い、エドは顔色を変えた。クイップ。さっき、エド自身がミイラを見て言った言葉だ。ウィルはすかさず、

「アレを取りにきたってことは、ジェイソンさんちを盗ぬすんだのはあんたなんだな？」

　ウィルが指し摘てきすると、ハワードは親しん戚せきの子供でも見ているような、優やさしいとさえ言っていいまなざしで、彼を見下ろした。

「ああ、君はそれを探さぐっていたのかね。それはご苦労だったね」

「やっぱりそうなのか」

「あれは私としてもスマートなやり方ではないと思ったのだよ。しかし、我々は徹てつ底てい的に調べ尽つくさなくてはならなかったのでね。村の事情にも詳くわしくないし、手間取ってしまった。最初から我々も君に依い頼らいすればよかったかな？」

「俺おれがいろいろ嗅かぎ回ってるのを知って、見張りをつけてたんだな。あわよくば、俺がアレを見つけたら、ちょうだいしようって腹で」

　ウィルはムッと口を曲げながら、エドの手の中のミイラを見た。もしかしたら、ヴァン・ガストンはウィルを見張っていたのではなく、ウィルにつけられたハワードの部下を見張っていたのかもしれない。

　ハワードはウィルを摑つかまえたまま、少しだけ肩かたをすくめた。

「君たち一家は口が悪いようだ。ちょうだいしようだなんてとんでもない。あれはもともと我々のものなのだよ。我々のものを取り返すのに、なぜ咎とがめられなくてはならないのかね」

「なにがきさまのものだ」

　エドが憤ふん然ぜんと口を挟はさむ。だが、ハワードは無視して、ウィルに尋たずねた。

「ウィル、と言ったね。君はあれがなにか知っているのかい」

「さっきクイップって言ってたけど……なんかの動物のミイラだろ」

「あれは『妖よう精せい』だ」

　素っ気なくハワードは言った。ウィルはとっさにはなにを言われたのか分からず、数度またたいた。

「……妖精？　妖精って、あの？」

「そう呼ばれているもののミイラだ。もともとはヨーク島にある遺い跡せきの中に納められていたもので、十二年前に考古学的発はつ掘くつ調査の最中に、盗とう掘くつ屋やに盗ぬすまれたものだ。十二年のときを経て、我々の組織がその盗掘屋から隠かくし場所の情報を買い、妖精を回収する為ために私が派は遣けんされたのだよ。もっとも、妖精とは言うが、本物ではないがね」

「噓うそつけっ。きさまが出てくること自体、これが本物であることを証明しているようなもんだ」

　エドが人ひと垣がきの向こうから鋭するどく指し摘てきする。ハワードはにやにや笑うきりで、否定も肯こう定ていもしなかった。

　ウィルは混乱した。

（あのミイラが「妖精」？）

　ハワードは一いつ旦たんは本物ではないと言ったが、エドが本物だと言っても否定しなかった。

（「妖精」って、どういうことだ？　それに、あれが自分たちのもんだって言ってたけど、どういう意味だ？）

「ウィル、そいつの言うことを信じるな。そいつはたしかにゼフィッツイ大学の教授だ、だが、それは名目上の肩かた書がきだ。我々の間では恐きよう怖ふと侮ぶ蔑べつをこめてこう呼ばれている、『奇き蹟せきハンター』と」

「奇蹟ハンター？」

　聞いたこともない言葉にウィルは訝いぶかった。

　奇蹟には目に見えるもの、見えないもの、物体として残るもの、現象として消えてしまうものと、それぞれ異なる。現象はともかく、物体として残っているものを専門に盗んでいるということだろうか。

「つまり、奇蹟専門のトレジャーハンターってこと？」

「あんな野や蛮ばんで能なしの輩やからと一いつ緒しよにしないでほしいね」

　ハワードが口元を歪ゆがめて反論した。

　トレジャーハンターには二種類の意味がある。一つは海底から沈ちん没ぼつ船せんを引き上げたり、伝説を追って宝を探す者、一つは一いつ般ぱんに遺い跡せき荒あらしと呼ばれる盗とう掘くつ屋やだ。ウィルが言ったのは、もちろん後者である。

　ちなみにウィルの父親トリックは、表向きは前者だが、前者の資金の為ために盗掘も行っていた。

「それに、奇蹟ハンターとは心外だ。私たちは『奇蹟』を狩かっているのではない、『世間を騒さわがすいんちきな事象』を分ぶん析せき、解明して、人々が詐さ欺ぎ行こう為いに惑まどわされぬよう世間に知らしめているだけだ。何度言ったら分かってもらえるのですかな」

　理解力がないのかと、エドに憐あわれみのまなざしを向けるハワード。エドは「ふんっ」と鼻息を荒あらくして、

「きさまの言うことはすべて空そら々ぞらしく聞こえる。なにがいんちきな事象だ。たしかに世間で奇き蹟せきと呼ばれる代しろ物ものの大半はいんちきだが、きさまらはそんなものこそ歯し牙がにもかけんだろうがっ。

　ウィル、たしかにこいつらはトレジャーハンターと違ちがって遺跡を盗掘するわけじゃない。奇蹟と呼ばれるものを盗ぬすむわけでもない。こいつらは奇蹟そのものや遺跡に残されたオーパーツを抹まつ消しようするのが生業なんだっ。トレジャーハンターにとっては、天敵に等しい奴やつらだ」

「オーパーツを？」

　ウィルはきょとんとして、ハワードを見上げた。

　オーパーツ。天才トレジャーハンターを父に持つウィルには、なじみぶかい単語だ。古い遺跡の中から出てきた、その遺跡が作られた時代には絶対ありえないもの、時代考証を狂くるわせるものがオーパーツと呼ばれている。また、人じん智ちでは計り知れない構造で、「奇蹟」としか思えぬ現象を引き起こす道具もオーパーツと呼ばれる場合もあった。

　奇蹟とオーパーツ、その共通点は「人智外のものである」ということだ。あのミイラが本当に「妖よう精せい」だとしたら、たしかに彼らの狙ねらいの中に入るかもしれない。「妖精」は伝説の中にのみ存在する、架か空くうの生物なのだから。

　あれをこの男は消し去ろうとしているのか？

「こいつらはな、『本物じゃない』『いんちきだ』とかほざいて、貴重な古代の証しよう拠こを片かたっ端ぱしから没ぼつ収しゆうして壊こわしてしまうんだ。こいつらのおかげで、どれくらいの遺い跡せきがダメになったことか。考古学者という地位を利用した、悪党なんだぞ」

「まったく、あなたの思いこみの激しさには毎回手を焼きますよ」

　釈しやく明めいする気もなさそうにハワードは頭を振ふった。

　そんな彼をウィルはじっと見上げた。

「なんで？」

　心底理解ができず、ウィルはハワードに尋たずねる。

「なんでそんなことするのさ。だって、捜さがしてたんだろ？　人の家を盗ぬすんでまで捜してたのに、なんで消そうなんて思ってるのさ」

「その考え方は間ま違ちがっているな。我々はあれをこの世から消す為ために捜していたのだ」

「そういうのを揚あげ足取りと」

「君はクイップをなんだと思うかい」

　ウィルの抗こう議ぎを無視して、ハワードは聞き返した。ウィルは目をぱちくりさせた。

「なんだ、って……どういう意味で？」

「あれを生物だと思うかい。生物だとしたら、哺ほ乳にゆう類るいと思うかい。それとも鳥類？　爬は虫ちゆう類るい？　無む脊せき椎つい動物とは思えないか？　もしかしたら植物とか考えているかな」

「そんなこと言われても……あんな生き物、初めて見るし、もし、本当に本物の『妖よう精せい』だったら、そんな分類できないんじゃないの？」

　畳たたみかけるハワードに、ウィルは当とう惑わくしながら答えた。翼つばさを持つ哺乳類はいるが、妖精が子供を産んで乳で育てるという話は聞いたことがない。

　ウィルの答えに、ハワードは満足げに頷うなずいた。

「そう。『妖精』は今までの科学、及および歴史では説明ができない存在なのだ。それは新発見という領域を越こえ、今まで学者たちが築き上げてきた枠わく組ぐみを完全に破は壊かいしてしまうものだ。分かるかね。もしこの世に『妖精』というものが実在したということになれば、いろいろな疑問が出てくる。『妖精』はいつごろ、どこに、どのようにして存在したか。個体は一つなのか、もっと多くいたのか。人間社会とどのように関係してきたのか、或あるいはまったく接せつ触しよくはなかったのか。世界各地に残る妖精にまつわる民話、伝説の真しん偽ぎ如何いかんでは、歴史は大きく塗ぬり替かえられることになる。

　科学の分野はさらに深刻だ。ようやく教会の支配から逃のがれ、正しい宇宙の枠組みを築き始めたところだというのに、この『妖精』の存在ですべてが一からやり直しだ」

「そんな、おおげさな……」

「そう思うかい？　しかしね、科学とは例外を許さない、完かん璧ぺきな宇宙の法則を見いだす為ための学問なのだ。そう、例外は許されない。人の形をしたものが翼を持ち、空を飛ぶなどということは、生物の進化上ありえない。たった百ccにも満たない脳で、人語を解し、そして人類に知ち恵えを与あたえたり人類を騙だましたりするなんてありえない。ありえないものはいるはずがない」

「むちゃくちゃだ」

　エドが吐はき捨てるように言った。だが、ハワードはそれを無視して話を続ける。

「例えば、この地方の人間なら誰でも知っているであろう、サンマリーズの奇き蹟せき。サン・マリーズ寺院に納められている聖女マリーズは、死後三百年が経たとうとしているのに、ああやって生前以上の美しさを今も保っている。生命活動を行わなくなった肉が、なぜ腐ふ敗はいせずに残っているのか？　ブックリーズ河の大だい海かい嘯しようは？　あれは物理学の法則を無視して、河の途と中ちゆうから水が上流に遡さかのぼっていた。

　それらを見て人々は言う、『奇蹟だ！』。教会はここぞとばかりに『神の威い信しんだ、この世は神が創つくられたということの証あかしなのだ、神の偉い業ぎようを否定する科学は妄もう想そうの塊かたまりでしかない』と批判する。愚おろかな民衆は教会の言うことを鵜う吞のみにし、やっと育ってきたばかりの自然科学を異い端たんと見なし、そして科学者を魔ま女じよ狩がりにかけるのだ。これは冗じよう談だんや誇こ張ちようではないよ、ウィル。古来から民衆は医学の知識を持つ者を頼たよりにする一方で、魔女だの呪じゆ術じゆつ師しだのと呼んで、自分たちとは違ちがう異端の存在としてきた。それと同じことだ。

　いいかい、ウィル、聖女マリーズのおかげで臨死医学は十年停てい滞たいしている。マリーズを解かい剖ぼうできればまた違うのだろうが、そんなことは教会は許さないし、強ごう引いんに奪うばったところで今度は民衆が許さないだろう。それが教会が認にん定ていした『奇蹟』の厄やつ介かいなところだ。三百年前に我々の組織があれば、『奇蹟』などに認めさせはしなかったのに」

「え？」

　ウィルはハワードの最後のセリフに引っかかりを感じて、首を捻ひねった。そして、思い出す。

　オゼローだ。オゼローの「血の涙なみだを流す母子像」だ。

「もしかして、最近教会が『奇蹟』を認定しなくなったのって、あんたたちと関係ある？」

　ハワードはやはり答えなかった。だが、口もとに浮うかべる薄うすい笑いがなにもかも説明していた。

　ウィルはぞくっと背筋に冷たいものを感じた。教会は個人でどうこうできる組織ではない。むろん一地方の教会ならそれもありうるが、この場合は世界中の教会をまとめる母体組織、教皇庁のことだ。数十人の枢すう機き卿きようから構成される枢機院、さらに上部の理事会、そして教皇をトップに据すえるこの組織は、王家とは別次元でこの国、ひいては教会の教えが広まっている全世界での支配者であるはずなのだ。国家の決定とて、教皇庁が否定すれば変へん更こうを余よ儀ぎなくされる、それくらい力を持っている。

　その教皇庁に圧力をかけられるとは、一体この男たちは何者なのだ？

　ウィルは乾かわいた唇くちびるを舐なめ、家いっぱいに入り込んだ無表情の男たちを見回しながら、

「あんたたちは……何者なんだ？　我々の組織とゆーからには、なんか名前があるんだろ」

「奇き蹟せきハンターだっ。それ以外、なんの呼び名もあるものか」

「エドは少し黙だまれよっ」

　子供のように喚わめき散らすエドに、ウィルは冷たく言い放った。どうもエドは話を引っかき回しているとしか思えない。

　だが、ハワードは意外にもエドに同意した。

「そう、我々に名前はない。我々はありえないものを抹まつ消しようする組織だ。しかし、ないものを抹消することなんかできるわけがない。ということは、そんな組織はないということだ」

「あっ、きったねえ。そーゆーの詭き弁べんっていうんだぞ」

「なんとでも言いたまえ。まあ、そんなに呼び名がほしいなら、こう呼べばいい、『科学の番人』と」

　その名めい称しようをいたく気に入っているらしく、ハワードは満足そうに言う。

（誰がそんな名前で呼ぶか、キザ野や郎ろうっ）

　ウィルは心の中で毒づくと、絶対「奇蹟ハンター」と呼ぶことに決めた。ハワード本人は「コーヒー野郎」だ（エドがなぜそう呼ぶかは分からないが）。

「ウィル、こいつらは現実をありのままに見ようとしない、臆おく病びよう者ものばかりだ。科学の進歩を謳うたいながら、実はいちばん保守的で後退している奴やつらだ。本当に進歩を目指しているなら、未知から顔をそむけず、それに勇ゆう敢かんに取り組んでいくべきだ！」

　エドがえらい剣けん幕まくで捲まくし立てる。ハワードはすました顔で、

「むろん、そうしますよ。その時期が来ればね。今はその時期ではないというだけのことですよ、エドウィン・ゴーダ。早すぎると科学そのものが教会と民衆の無知に潰つぶされてしまう。今が変へん更こう点なのです。慎しん重ちようにことは進めないと。

　これで我々の主張は理解していただけたと思いますよ。さあ、もうコールはかかった、大人しくそれを我々に渡わたしなさい」

　それまで悠ゆう長ちように論議を交かわしていたので、ウィルはうっかり自分が人質に取られていること──むろん、体はずっと束そく縛ばくされていたが、意識の方が忘れてしまっていた。ハワードのセリフにはっと体を強こわばらせ、なんとか逃にげだそうと顔を動かした途と端たん、

「だめだよ、君は動いてはいけない」

　ぐっと、眉み間けんの銃じゆう口こうがさらに強く押おしつけられる。ハワードの手は撃げき鉄てつにかかっている。ウィルは息を吞のんだ。

　ハワードは自分を睨にらみつけるエドに、勝ち誇ほこったように笑って、

「エドウィン・ゴーダ、それを渡しなさい。きみの可愛かわいい孫の眉間に穴が空くことになってもいいのかね」

「きさまは、やっぱりそれが本ほん性しようだな」

　エドは手の中の「妖よう精せい」を隠かくしながら、歯でぎりぎりと音を立てた。

「きさまらのせいで、どれだけの考古学者が泣いてきたか。出土品を横取りされて、痕こん跡せきさえ残さず消されてっ。盗とう掘くつ屋やはもっと悲ひ惨さんだ、奴やつら自身合法な存在ではないからな、きさまらはあっさりと殺して宝を奪うばう。私だって何度煮にえ湯を飲まされたことか、今さらきさまの言うことなんか信じられるかっ」

「おやおや。ほかの者がどうかは知りませんが、私は紳しん士しの約束は守りますよ。クイップを渡してくれれば、あなたも、あなたのお孫さんも無事解放しましょう。そして私はクイップを抹まつ消しようする。断れば、まずお孫さんを殺してからあなたを殺す。それからクイップを手に入れる。私としては前者を選んでくれた方が嬉うれしいですね、手間がかからないし、なにより優ゆう秀しゆうな『捜さがし屋』を二人も殺したくはありませんから」

　のらりくらりと、ハワードはエドの怒いかりをよける。そして、挑ちよう発はつするように、カチン、とハワードの拳けん銃じゆうの撃鉄が音を立てた。ウィルは凍こおりついた。

「エ……エドお！」

　上うわ擦ずった悲鳴を上げるウィル。孫の悲鳴を聞いたエドはびくっと震ふるえた。

「コーヒー野や郎ろう！　子供を人ひと質じちにとるとは、卑ひ怯きようだぞ！」

「今度は中傷ですか。いい加減に諦あきらめたらどうです、時間を伸のばしたところで味方は来ないでしょう。大体、そんなくだらない干ひ物ものとご自分の孫、どちらが大切なんですか」

　呆あきれた口調でハワードは忠告する。

「きさまはこのクイップがどんなに大事なものか分からないのか、考古学者のくせにっ」

「ならば、こう言いましょう。私はこの仕事の為ために、この仕事に最大限利用できる考古学者になったとね。エドウィン、あなたも大人なのだから、決断しなさい」

　びしっとハワードに言い渡わたされ、エドは硬こう直ちよくした。それから、小さく舌打ちをし、不承、不承、例のミイラを差しだす。

　エドを取り囲んでいた男の一人が、ミイラを丁てい寧ねいに取り上げた。そして、ハワードに頷うなずきかける。ハワードも頷くと、外に出ていくよう顎あごで指示した。

　ミイラを持った男が外に出るのを確かく認にんしてから、ハワードはうつむいているエドに向かって、

「あなたは利口ですよ、エドウィン・ゴーダ。だが、熱中すると周りのものが見えなくなる傾けい向こうがある。それで昔から損をしていた、今もそれは変わりないようだ」

「うるさいうるさい！」

「時代は違ちがえども、同じアグラー教授に師事したのに、片や考古学会の明日を担になう若き教授、片や大学を追われ、復元作業で食い継つがねばならない貧びん乏ぼう捜さがし屋。この違いはなんでしょうねえ。さて、疫やく病びよう神がみはどなたなのかな」

「くだらんことを喋しやべってないで、とっととゼフィッツイに戻もどれ！」

　親しげに話しかけるハワードの声を、エドは大声を上げてかき消す。処置なしと、ハワードは肩かたをすくめ、ウィルを解放した。

「…………」

　なにか言いたいが、なにも言えない、そんなまなざしでウィルはハワードを見上げる。それに気づいたハワードが、

「なにかな？」

「……親おや父じが今、どこにいるか、知ってる？」

　違う。ウィルは心の中で否定した。こんなことを聞きたいのではない。エドがなぜ大学を追われたのか、一体彼ら「奇き蹟せきハンター」はどれだけの規模の組織で、どれだけの力を持っているのか。そういったことを聞きたいのに、言葉が出てこなかった。

　違う。ウィルは意識の隅すみで自分の想念を否定した。

　本当はどうしても聞きたくて、聞けないことがあった。でも、聞けないから、聞きたくないから、違う質問をして自分をごまかそうとしているのだ。

　ハワードは首を振ふると、

「トリック・ゴーダの足取りは我々も摑つかめていないのだよ、残念ながらね。彼が天才と呼ばれる所以ゆえんは、我々の情報網もうに引っかからないことからも来ているのだ」

「…………」

「多分、君とはまたどこかで会うだろうね。そのときはよろしく頼たのむよ、捜さがし屋くん」

　自分に代わって、せいぜいオーパーツを捜してくれ。そうハワードは言っているのだ。ウィルは押おし黙だまった。

　踵きびすを返すハワードに手下の一人が近寄り、なにか耳打ちした。ハワードは「ふん」と鼻で笑うと、いきなり自分よりも体の大きいその男の鳩尾みぞおちを蹴けり飛ばした。

　男はぐふっと呻うめきを洩もらし、腹を抱かかえて床ゆかに両膝ひざをつく。

　ハワードは男を睥へい睨げいすると、

「愚おろか者が。話を聞いてなかったのか、私は今回はその二人には手を出さないと約束したのだ。私は紳しん士しだ、約束は守る。きさまらも、特にその子供の方には滅めつ多たに手を出すな。彼の背後にはヒューゴのクラドック海運と、ラズボーン公こう爵しやくがついているからな。無用ないざこざはごめんだ」

　ラズボーン公爵の名が出たとき、それまで誰一人口をきかなかった男たちが、ざわっと小さくざわめいた。だが、一いち瞬しゆんでそれは収まる。

「それでは、失礼しますよ、エドウィン・ゴーダ」

　礼れい儀ぎ正しく帽ぼう子しを軽く上げて言うと、ハワードは家を出ていった。その部下たちもぞろぞろと出ていく。

「あっ……」

　ウィルは思わず呼び止めようとしたが、やめた。ハワードにもその声は届かなかったようで、そのまま行ってしまう。

（じいちゃんの疫やく病びよう神がみって、だれ？）

　結局、聞けなかった。ハワードは運のないエドに、単に抽ちゆう象しよう的てきに言ってみただけかもしれない。だが、具体的に誰、という意味で言ったとしたら。

　疫病神は誰だ？

「エド……」

　振ふり向くと、エドはうつむいて、拳こぶしを握にぎりしめていた。全身から悔くやしさがにじみ出ている。ともかく近寄ろうとすると、

「ちくしょう……っ」

　呻うめくような声がエドの口から洩もれた。びくっとウィルは震ふるえ、足を止める。

「ちくしょうっ。この手に……この手にしておきながら、みすみすあんな奴やつに奪うばわれるなんて……！　あいつらが動いてると知っていれば、打つ手を考えたのに！　なんてことだ、クイップを一度は手にしておきながら、手放さなければならないなんて！」

　エドは頭を搔かきむしり、絶望にうちひしがれる。

　たとえ自じ称しようとはいえど、エドは考古学者の端はしくれ、貴重な遺物が消されるのを指をくわえて見ていなくてはならない悔しさは、ウィルにだって分かった。ウィルにも経験がある、捜さがしていたものを目の前で他人にかっさらわれる悔しさ。相手は大人で、自分より金も機動力も力もあった。自分が持っていないものを持つ人間に出し抜ぬかれる悔しさは、語り尽つくせないものがある。

　だが、それは分かっていても──同じ捜し屋として分かっていても、譲ゆずれないこともあった。

「……じゃあ、エドは、俺が殺されちゃえばよかったって思ってるわけ？」

　低い、感情を押おし殺した声でウィルは呟つぶやく。エドが顔を上げた。

「……なんだと？　ウィル、今、なんて」

　エドにはウィルの言いたいことが通じなかったようだ。ウィルはカッとなり、頰ほおを紅潮させて怒ど鳴なった。

「エドは俺よりあんな干ひからびたミイラの方が大事なんだろ!?　だからそんなに文句を言ってるんだ、俺なんか選んだから！」

「なにをくだらないことをっ。おまえも分からないのか、あのミイラが学術的にどんなに貴重なものか！」

　エドも躍やつ起きになって反はん撃げきする。ウィルはますます腹が立つのと同時に、情けなくなってきた。

　やっぱりエドには通じていないのだ。なぜウィルが怒おこっているか、全然分かっていない。

　ウィルは悔くやしさのあまり、涙なみだぐむと、

「ちきしょうっ、エドなんか大ッ嫌きらいだ！　てめえの脳みそに風穴空けられろ！」

　思いっきり怒鳴ったあとは、昼間のマギーよろしく、わっと声を上げて泣き、家を飛び出した。

「ウィル！　ちょっと待て！」

　エドの慌あわてまくった声が飛んでくるが、そんな言葉で待つ子供がどこにいるというのだ。ウィルは走りながら、エドを自分の知っているかぎりの言葉で罵ののしった。振ふり返りもせず。




　一方マギーは、村中の家を訪ね、この二月で薪まきから妙みようなものが出てこなかったか、聞きこみを終えていた。結果はゼロだった。動物の死し骸がいが入っていたという返事が多かったが、大たい抵ていそれはみなが知っている森の小動物で、マギーの家から発見された薄うす気き味み悪いミイラのようなものはなかった。

（そりゃそうよねぇ。あんなものが二つも三つもあるわけないし、あれ以上のものってのも、なかなかないわよねえ）

　村の中心にある水飲み広場でウィルとバズを待ちながら、マギーは考えた。

（でも、あれなんだったのかしら。なんか魚っぽい顔してたけど──まさか人魚とか!?）

　一瞬そう思って、しかし自分で否定する。

（なーんちゃってね。あれだったら去年見せ物小屋で見た「人魚」の方がよっぽどそれらしかったわ。あれも誰かが作ったんだとあたしは思うけどな）

　ウィルとバズが騒さわぐような新種の生物とは、マギーにはどうしても思えなかった。思いたくないというのが本音だ。

「マギーいっ」

　バズがマギーの家の方から走ってきた。

「どうだった？」

「だ、だめ。もうなんにも出なかった」

　息を切らしてバズは報告する。

「あたしの方もさっぱりだったわ」

「じゃあ、やっぱり、あれが真犯人の狙ねらっていたものか」

「多分ね」

「ウィルは？　罠わなをしかけるなら、そろそろ始めないと」

　心しん配ぱい性しようのバズが、辺りをきょろきょろして言う。マギーは口を尖とがらせて、

「まだ来ないの。きっとエドが捕つかまらないんだわ、いい大人なのに風ふう来らい坊ぼうなんだから」

「うーん。グレアムと同い年とは思えないよね」

「今のお父さんはエドよりたちが悪いわよっ」

　マギーの逆げき鱗りんに触ふれたバズは怒ど鳴なられてひゃっと首をすくめた。そして、

「あれ？」

「え？」

　きょとんとバズが見つめる方向に、マギーもつられて目を向ける。

　村の中を通る街かい道どうの向こうから、ウィルがとぼとぼと歩いてくる。えぐえぐ泣きながら。

「ウィルう？」

　二人は面めん食くらい、呆ぼう然ぜんとウィルがやってくるのを見つめた。







　８　大人のわがままなんて許さない







「まったく、大人なんて信じらんねえよな」

　目を真っ赤にしたウィルは、少々照れ隠かくしも入りながら憤ふん然ぜんと言った。いつもは手のかかるほかの二人のリーダー格と自負していたので、泣き顔を見られて恥はずかしかったのだ。

「ホント、大人って勝手よね。記き憶おく力がないんじゃないかしら」

　ウィルに同意して文句を言うマギー。彼女も「ぶきみな父親」に悩なやまされているのだから、同意するのは当然だった。バズは困こん惑わくした面おももちで、ウィルとマギーを見比べ、

「それで、ミイラは持っていかれちゃって、ぼくたちはどうするのさ。結局、ジェイソンさんちは戻もどってこないんだろう？」

「材木を調べたってことは、もう原型を留とどめてないわよ。真犯人は分かったけど、こいつよ！　ってみんなの前に引っ立てていくわけにもいかなくなったし」

「じゃあ、これでおしまい？」

「ウィルの意見は？」

「捕つかまえるっ」

　きっぱり、少々ヤケも入って、ウィルは宣言した。

「妖よう精せいだかクイップだか知らないけど、このままおめおめ逃にげられたなんて、捜さがし屋の星が許さねえっ。あんのキザ野や郎ろうに一筆書かせて謝罪させるまでは、俺おれは家に帰らないからなっ」

「それならあたしのとこに来るといいわ！　大だい丈じよう夫ぶっ、今ならお父さんも気づかないもん、あたしがベッドの用意してあげるう」

　喜々とマギーが提案して、ウィルの腕うでにしがみつく。バズが文句を言う前にウィルはマギーの手を振ふり解ほどき、拳こぶしを握にぎりしめると、

「寝ねる間も惜おしんで捜す！　行くぞっ、皆みなの者！」

　そう叫さけんで駆かけ出すのだった。

　ぱたぱたと学校の方に向かって走っていくウィルに、マギーとバズは互たがいに顔を見合わせた。

「ウィル、どうしちゃったのかしら」

「よっぽどエドに腹が立ったみたいだ。キレちゃってるよ。大丈夫かなあ」

「かわいそうなウィルう。あたし、慰なぐさめてあげよーっと」

　マギーは喜色満面でウィルのあとについていく。バズも慌あわててあとを追った。

　ウィルに追いついたマギーは、並んで走りながら、

「ウィル、どこに行くの？」

「ヴァン・ガストンのとこ」

「ああ。あの人、ヨーク島の研究者だって言ってたもんね」

「あいつもコーヒー野や郎ろうについてなにか知ってるはずだ。今度こそ全部吐はかしてやるっ」

　意気込んでウィルは言う。バズの言うとおり、やはりキレているらしい。

　ファンケルの森にたどり着くと、運のいいことに──むろんガストンにとっては不幸なことに、彼は酒さか瓶びんを片手に林の間をいつものようにうろうろしていた。

「あっ、いた！」

　ウィルの大声にガストンはぎょっとして、とっさに逃にげだそうとした。だが、

「逃がすかーっ！」

　勢いに乗っているウィルにタックルを仕し掛かけられ、そのまま一いつ緒しよに倒たおれ込む。

「は、放せ！　このクソガキめ！」

「誰だれが放すかっ。マギー、バズ！」

　ウィルに怒ど鳴なられ、慌てて二人もガストンを抑おさえにかかる。だが、ガストンは大おお柄がらなので、三人がかりでも手足をばたばたされると逃げられてしまいそうだ。

「あわわわ。いたた、ウィル、どうにかしろ！」

「ちょっとおっさん、大人しくしろよっ、取って食うわけじゃないんだからさ」

「クソガキどもめ！　あとで酷ひどい目に合わせてやるからな！」

　ガストンはウィルの言葉なんか聞く耳持たず、唾つばをまき散らしながら怒鳴った。ウィルは舌打ちすると、

「おっさん、よく聞けよっ。クイップが盗まれた」

　その言葉を聞いた途と端たん、ガストンの動きがみごとに止まった。予想どおりの反応に、ウィルはにやっと笑い、息をつくマギーとバズに拳こぶしを握にぎってみせる。

　ガストンはやっくりと、本当にゆっくりと首を回すと、自分に馬乗りになっているウィルに向かって、

「……なぜ、その名を知っている？」

　一気に酔よいが冷めたらしい、三人が初めて聞くガストンの正気の声だった。濁にごっていた目に小さな光が宿りつつある。

　ウィルはガストンの上から下りた。

「俺んちにコーヒー野や郎ろうが来たんだよ」

「コーヒー野郎？」

「ハワード・イコナって野郎。エドがそう呼んでたんだ。肩かた書がきはゼフィッツイ大学の教授、裏稼か業ぎようは奇き蹟せきハンター」

「奇蹟ハンターが来たのか!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるガストン。やはり知っているらしい。

　ガストンは髪かみの薄うすくなった額を押おさえると、愕然としたまま、

「そうか……ハワード・イコナは奇蹟ハンターになったのか……あいつがクイップを狙ねらっていたなんて……」

　呟つぶやいてから、ガストンはそのことに気づいたらしく、子供たちを振ふり仰あおいだ。

「おまえたち、クイップを見つけたのか!?　どこで！」

「あたしの家の裏よ、もう少しで薪まきにされるところだったの。もともとはバリファウラーの木のうろの中にあったのよ。すぐに横取りされちゃったけどね」

　マギーが口を挟はさむ。

「バリファウラーの……」

　ガストンは呆ぼう然ぜんと呟いた。その首をウィルは強ごう引いんに自分に向かせ、

「コーヒー野郎がジェイソンさんちを盗ぬすみ、切り株を掘ほり起こした真犯人だった。俺はコーヒー野郎を絶対捕つかまえる。あいつの言う『科学の進歩』も、生物学的新発見も俺には関係ないけど、このまま泣き寝ね入いりするなんて捜さがし屋の星が許さねえんだっ。だから、あんたに知ってることを喋しやべってほしいんだ。あんた、アレがなにか、コーヒー野郎が何者か、知ってるんだろ!?」

　ウィルの剣けん幕まくにガストンは目をきょときょとさせ、救いを求めるようにその場にいるほかの人間を見た。だが、それがマギーとバズでは、彼の味方、或あるいは中立の立場になってくれそうにないことは一目瞭りよう然ぜんだった。

　ガストンは観念して、大きく息をついた。

「……分かった。知っていることは全部教えてやろう」

「ほんと!?」

「ああ……うちに来い、ヨーク島に関する本がいくつかある」

　そう言ってガストンはのろのろと立ち上がり、ファンケルの森の奥おくにある、自分の小屋に向かおうとした。だが、なにを思ったか、マギーがウィルとバズの上着を摑つかみ、ガストンに向かって、

「ちょっと待ってよ！　話を聞くのはいいけど、まずあんた自身をどうにかして！　お湯を沸わかしてあげるから、その汚よごれと垢あかを落としなさいっ。臭くさくて臭くて、これ以上一いつ緒しよにいたら鼻がおかしくなっちゃう！」




　というわけで、時間がないというウィルの抗こう議ぎはあっさり却きやつ下かされ、ガストンはマギーに命じられて風ふ呂ろに入ったのである。彼の家には風呂釜がまがなかったので、樽たるを調達してきて、森を流れる小川のそばで、野外の風呂となった。

　ありとあらゆる湯を沸かす容器を集めてきて、いっせいにお湯を沸かし、ガストンを樽に押おし込める。彼に言わせれば、体を洗ったのは冬の終わりに凍とう死ししかかったとき、診しん療りよう所じよで入ったのが最後だという。その言葉を裏付けするように、彼の体をたわしでこすると水面にべっとり垢あかが浮うき、湯を三回も替かえなくてはならなかった。

「ああ、もう、石せつ鹼けんがなくなっちゃったわ。信じられない、こんなに汚きたなくしておくなんて。そのうち病気になっちゃってたわよ」

　呆あきれて、というより半ば怒おこりながらマギーは言った。ガストンはむっつり顔をしかめながら、

「風呂なぞ入らないでも人間は死なん」

　ぼそっと呟つぶやいたが、マギーに睨にらまれ、また黙だまりこくってしまった。

　貧びん乏ぼう籤くじを引いたのはウィルとバズで、二人は延々と湯を沸かし続け、マギーのお許しが出るころにはへとへとになっていた。だが、その甲か斐いあって、バズが診療所から持ってきたカミソリで髭ひげを剃そったガストンは、見み違ちがえるほどきれいになった。

　小ぎれいになると、彼は眉まゆのきりりとした、若いころはさぞや女を泣かせただろうと思わせる整った顔立ちをしていた。くすんだ赤毛はより亜あ麻ま色いろに近い色となり、長い髪かみもくしけずって束ねれば、まったくだらしなく見えなくなった。もともと骨太のせいか、ひどい食生活でも体格はそれなりにいい。

　だが、アルコール依い存ぞん症しように冒おかされた目は黄色くよどみ、大きな背を丸めて所在なげにきょろきょろ辺りを窺うかがって、一秒たりとも落ち着こうとはしなかった。

　結局一時間かかって湯に浸つかり、最後はまだ五月だというのに小川に突つき落とされたガストンだった。それから、彼らはガストンの小屋に赴おもむいたが、そこでもマギーが、

「いやあん、なにこの家の臭においはあ！」

　先ほどのガストンと同じ臭いを発する家に文句をつけ、外で話をすることにする。もっとも、バズも家に入った途と端たん、目を回して卒そつ倒とうしかけたので、マギーのわがままと一いち概がいには決められなかった。

「クイップは、ヨーク島にあるメルギブラー遺い跡せきの内部に納められていたものだ」

　ガストンはゆっくりと喋しやべり始めた。ウィルたちの話は風ふ呂ろに入っている間に伝えてある。
















「メルギブラー遺跡を知っているか？」

　子供たちは首を横に振ふった。ヨーク島自体があまりメジャーな土地ではないのだ。

「メルギブラー遺跡は島南東の、タンレ市郊こう外がいにある遺跡だ。ララビー朝時代に作られた神しん殿でんで、政府の役も兼かねていたようだ」

「ヨーク島には独自の宗教があったんですよね？」

　バズが尋たずねると、ガストンは頷うなずいた。

「ヨーク島の文化は女系文化だった。政治を動かしていたのも、祭事を取り仕切っていたのも、すべて女性、ユアンと呼ばれるシャーマンだ。彼女たちの神しん託たくによって、すべてを決定していた。メルギブラー遺跡はその神託を受ける場所であり、ユアンたちの居住区でもあったのだ。そこから、クイップは出てきた」

「宝物として？」

「違ちがう。神体としてだ」

　ゆっくりと、嚙かみしめるようにガストンは言った。子供たちは顔を見合わせ、それからウィルが尋ねた。

「妖よう精せいを神として崇あがめてた、ってこと？」

「いや。神そのものというより、神の依より代しろという意味合いが強い。普ふ通つう、神降ろしはシャーマン自身の体に神を降ろすが、ユアンはモノに降ろしていた。メルギブラー以外の部族でもクイップを神体としていたらしいが、もう残っていない」

「ははあ。それで、あれは、本当に本物の『妖精』なのか？」

　疑うようなまなざしでウィルはガストンを見る。噓うそをついてもすぐに見破ってやる、そんな意気込みが表れていた。

　ガストンは少し逡しゆん巡じゆんしたが、

「妖精というものがなにか、生物学において定義があるわけではない。だから、なにをどう本物と言うことはできないが……クイップというヨーク島の言葉を訳すると、どうしても『妖精』という言葉になってしまうのだ」

「なにか、あれが作り物じゃないっていう証しよう拠こがあるの？」

「ある」

　ガストンは断言した。だが、すぐにうろたえたように辺りを見回して、

「い、いや、今見せろと言われても、むりだが……ともかく、奇き蹟せきハンターが来たのなら、それ自体が証拠になる。ほかにも、ヨーク島の歴史書や魔ま術じゆつ書にも必ず記されているのだ。ヨーク島のユアンたちは祈き禱とうにより神をクイップに降ろし、その神通力で人々をまとめていたと。もっとも有名で信しん憑ぴよう性せいのある記述は、我わが国の歴史書、ガリパス戦記にある。ヨーク島を併へい合ごうする為ために国軍が攻せめいったとき、ユアンたちは魔術を使い、襲おそいくる何万の兵士を一夜のうちに虐ぎやく殺さつしたと。そこで一いつ旦たん、侵しん攻こう軍ぐんは撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされている。これは史実だ」

「魔術ってどんな？」

「天をつくような巨きよ大だいな戦いくさ神がみが現れ、兵士たちを踏ふみ殺していったのだ。これはただの目め眩くらましではない、戦神が消えたあと兵士たちを調べてみたら、全員が圧死、なにか巨大なものに潰つぶされて死んでいたのだ。石が落ちた形けい跡せきも辺りになかった。これがユアンの──クイップの力だ」

　自分で喋しやべっているうちに興奮してきたらしく、ガストンは手を震ふるわせて語った。そんなガストンを、ウィルたちは胡う散さん臭くさそうに見る。その手の本は誇こ張ちようと虚きよ偽ぎに彩いろどられているものだ。どうも信じられない。

「そんなの信じられないわ」

　マギーがずけずけと言った。あわわ、とバズが止めようとするが、マギーはかまわず、

「だって、文ぶん献けんに書いてあるってだけでしょ。しかも、又聞きの又聞きのような昔話なんて、いくらあたしたちが子供でも鵜う吞のみにするはずないじゃない」

「なに？」

　ガストンは反射的に怒ど鳴なろうしたが、なんとかこらえた。大きく深呼吸して、そして、

「俺はクイップについて八年間調べた。文献だけでなく、ヨーク島の原住民から話を聞き、実地調査もくり返し行った。大体、メルギブラー遺跡の発はつ掘くつ調査を行い、クイップを発見したのはこの俺だ」

「つまり、あんたは考古学者で、ヨーク島の歴史を調べているうちに、あの妙みようなミイラの存在に気づいたってわけか」

　ウィルがそう結論づけると、ガストンは戸と惑まどったようにうつむき、ぼそぼそと、

「いや……それは……俺は、その、生物学者で、専せん攻こうは古生物学だったのだ」

「生物学者あ？」

　子供たちは一様に声を上げた。生物学者なんて、分類と動植物の飼し育いくに躍やつ起きになっているスケッチの名人、というイメージしかないのだ。つまりは、役に立つのか立たないのか分からない、妙みような学問というわけだ。

　マギーはじろじろと、恥はじ入った様子で身を縮めるガストンを眺ながめ、

「なあに、人間はどこまでお風ふ呂ろに入らなくても生きていけるかって実験でもしていたの」

「女の子、おまえは性格が悪いぞ」

　憮ぶ然ぜんとガストンが指し摘てきする。マギーは顔を真っ赤にして報復の言葉を投げつけようとしたが、バズに口を塞ふさがれてしまった。マギーが割り込むと話が進まない。

　ウィルがその間に、

「じゃあ、最初から『妖よう精せい』が目当てで調べてたんだ」

「そうだ。いや、始めはもっと違ちがうことを調べていたはずだが、いつのまにかクイップにどっぷりはまっていた。間違いない、あれは今までに知られている生物のどれとも分類できない。近い存在を挙げるなら、人間、あれは羽根の生えた小人だ」

「赤ん坊ぼうのミイラじゃなくて？　羽根なんて俺には分からなかったけど」

「小さく圧縮された形になっていたから分からなかったのだろう。あれには羽根があった。羽根を持つ小人──ヨークの伝説どおりだ。冬至と夏げ至しの祭りのとき、神はユアンの祈いのりに導かれて羽根を持つ小人の中に降りる。神は人々の願いを聞き、奇き蹟せきを与あたえて天に帰ってゆく。むろん、それは神の仕し業わざなどではない、クイップの力なのだ。羽根を持つ小人の神通力なのだ。はるかいにしえにはそういった、人間にはない超ちよう能のう力りよくを持った生物がたしかにいて、人々に知ち恵えを与えてきたに違いない。クイップは生物学を震しん撼かんさせる、ひいては人間の歴史さえ変える大発見なのだ！」

　自分の話に陶とう酔すいした様子でガストンは演説する。ウィルは自分の祖父が出土品について語るときの様子を思いだし、あまりにもそっくりなのに吹ふきだしそうになった。

（あーあ、学者ってのは、どうしてこうなんだろうなあ。すぐ夢見ちゃって）

「それで、その世紀の大発見をあんたは発はつ掘くつして、盗とう掘くつ屋やにまんまと盗ぬすまれたわけだ」

「……そうだ」

　ウィルの言葉に、有う頂ちよう天てんになっていたガストンはがっくりと肩かたを落とし、再び生気のない浮ふ浪ろう者しやの顔つきに戻もどってしまった。分かりやすい男だ。

「あれは俺が油断した……出土品を横流しする奴やつらがいるから気をつけろと、エドウィンに言われていたのに……クイップを手にして、舞まい上がっていたんだ……」

「やっぱりエドとは知り合いなんだ」

　ガストンは頷うなずいた。

「彼はヨーク島の歴史を調べている最中に知り合った。いい人だった、昔から。考古学にはまったく無知の俺に、いろいろとアドバイスもしてくれて……」

「それは自分の興味と一いつ致ちしたからだけだぜ」

　ウィルはぶっきらぼうに訂てい正せいした。どうやらエドはまったく孫の信用をなくしてしまったようだ。

　マギーは自分の口を塞ふさぐバズを突つき飛ばすと、興味津しん々しんに、

「ねえ、その学者先生が、なんでこんな田舎いなかで浮浪者なんかやってたの？　どうして？」

「俺は……メルギブラーのクイップについて学会で発表することになっていたんだ……それが、肝かん心じんのクイップを盗まれて、発表は中止、俺はやけになって酒さけ浸びたりになり、あちこちで暴れた……むろん、恩師の面目は丸まる潰つぶれ、俺は大学を放ほう逐ちくされた。それから家に帰る気にもなれず、気づいたらこのありさまだ……国中をさまよい歩いた。大学を追い出され、落ちぶれ、生きる気力さえ失いながら、それでもクイップだけは諦あきらめきれなかった。ここへは……」

　そこまで説明して、ガストンは言いよどんだ。

「盗とう掘くつ屋やがここへクイップを隠かくしたって知ったからだろ？」

　なにを言いよどむことがあるのか疑問に感じながら、ウィルは指し摘てきする。ガストンは頷うなずいたが、それでもどこか気まずそうにそわそわしていた。そして、ついに、

「俺は……ずっと、誤解をしていた。あの盗掘屋たちが、クイップをこの村のどこかに隠したという情報を得て、俺は、てっきり、エドウィンが奴やつらを雇やとってクイップを盗ぬすませたのだと──いや、エドウィンがそんな人間ではないと分かっていたが、しかし、疑いは消えなかった。だから、こっそりとこの森に隠れ住み、クイップを捜さがし続けたのだ。結局見つけることはできなかったが……」

「こっそり？」

　子供たちはまたもや顔を見合わせた。

「もしかして、エドから隠れる為ために？」

　頷くガストン。マギーが呆あきれて、

「悪いけど、あんたのことは村中の人間が知ってるわよ。もちろん、エドだってね」

「ええ!?」

「じいちゃん、あんたのことは放ほうっておけって言ってたぞ」

「ガストンさん、うちに何回か運ばれましたよね。一番最初に運ばれたとき、ピアズ夫人に見られたから……」

　バズが恐きよう縮しゆくして言う。村いちばんのお喋しやべり女に見られたその日のうちに、ガストンは「森で凍とう死ししかけた間ま抜ぬけな変人」というレッテルを村人全員に貼はられてしまったのだ。

　呆ぼう然ぜんとするガストンを見て、ウィルは、

（やっぱりこの人、お坊ぼっちゃん育ちの世間知らずだったんだな。しかも、都会育ちとくらあ）

　田舎いなかの結束の強さを知らないのが不運だったと、しみじみ思うのだった。

「でも、たしかに盗とう掘くつ屋やがこの村にクイップを隠かくしたってのは偶ぐう然ぜんすぎるな。エドもあのミイラを見たとき、えらく興奮してたし」

「エドが盗掘屋と取引してたっていうの？」

　自分の祖父を追い込もうとしているウィルに、マギーは口を尖とがらせて聞き返した。バズも、卑ひ屈くつになっているウィルを窘たしなめるように、

「それよりも、ヨーク島からゼフィッツイに行こうとすれば、海路を使わなければそこの街かい道どうを通るのが普ふ通つうだろ。ぼくが思うに、あのミイラが盗ぬすまれたことを聞いたエドは、この村で盗掘屋を待ち伏ぶせて、追い込んだんじゃないかな。盗掘屋はにっちもさっちもいかなくなって、ミイラをバリファウラーの森に隠して逃にげたと」

「その情報がヨーク島からエドに伝わる前に、盗掘屋はこの村を行き過ぎちまわあ」

　ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらで反論した。バズは困って、

「盗掘屋が陸路を取れば時間かかるから、なんとか間に合うと思う」

「大体、エドがそのときこの村にいたわけないさ」

「なんで断言できるんだよ」

「エドが発掘なんて、そんなおいしい場面に立ち会わないはずないだろ。そうだろ、ガストンさん」

「いや、彼はちょうど──」

　ガストンは説明しかけ、じっとウィルを見つめた。

「ちょうど？」

「……ちょうど抜ぬけられない用ができて、家にいたはずだ。多分、この村の」

「ほら見ろ」

　バズが勝ち誇ほこったように言う。マギーも、

「ウィル、エドはそんな、宝を隠いん匿とくしようなんて考える人じゃないわよ。エドは見つけたものを人に見せびらかすタイプなんだから。隠匿しようと思ったって、できないわよ」

　褒ほめているのかばかにしているのか分からないことを力説するマギー。だが、その説には、ウィルも大変納なつ得とくしてしまったので、「うーん」と唸うなるしかなかった。

　マギーは調子に乗って、

「大体ね、こっそり盗とう品ひんを奪うばおうなんて、そんなことをするのは、エドよりもっとお似合いの人がいるじゃない。ウィルのすぐ近くに──」

　自分の推理を得意げにそこまで言って、マギーははっと口をつぐんだ。露ろ骨こつに顔色を変え、自分が言いだそうとしたことに狼ろう狽ばいする。おろおろと、救いを求めるようにバズを見た。

　救いを求められたバズは最初ぽかんとしていたが、彼女の言葉の続きを悟さとり、大いに焦あせった。どぎまぎしながらウィルの様子を窺うかがう。

　そのウィルは、やはりマギーの言葉の意味に気づき、ことさら仏ぶつ頂ちよう面づらになって、

「そんなことをするのはうちの親おや父じの方だろうな」

「で、でもお、証しよう拠こがあるわけじゃないしい」

　自分で言いだしておきながら、マギーはフォローを入れる。ウィルは言葉を続けた。

「でも、親父は誰かとつるむなんてことはしなかった。大たい抵てい一人で仕事をこなしていたし、誰かを雇やとってさせるなんて真ま似ねは絶対しない奴やつだ」

「でしょでしょ？」

「でも、通りかかった盗とう掘くつ屋やからお宝を奪うことぐらい、平気ですると思う」

「そうねえ」

　ウィルの最後の言葉で、マギーもバズもフォローするのは諦あきらめ、頷うなずいた。

　結局、ウィルたちが導きだした結論は、メルギブラー遺い跡せきからクイップを盗ぬすんだ盗掘屋は、追っ手の目から逃のがれる為ため、すぐに島から本土に渡わたり、王都まで陸路をとった。その情報を聞きつけたトリック・ゴーダは盗掘屋を待ち伏ぶせ、追いつめられた盗掘屋は獲え物ものを森に隠かくして逃にげた。あとで取りに来るつもりだったのだろうが、なんらかの事情で今まで手つかず、そして話は奇き蹟せきハンターの手に落ち、ハワード・イコナがやってきた──そういうことになった。

「親父の情報網もうはすっげえ広いからなあ。やりかねない」

　やけに納なつ得とくするウィル。マギーもバズも、エドなら信じられないが、トリックならお宝を一人占じめしたとしても全然おかしくないらしかった。

「でも、今ごろクイップが見つかったってのも変だな。あのがめつい親父が、一度狙ねらったものを見逃すはずないと思うんだけど」

「そういえば、そうねえ。じゃあ、違ちがうのかしら」

「その理由なら、一つ考えられる」

　ようやくガストンは口を挟はさむ機会を見つけて、言った。三人の子供の視線を浴びながら、ゆっくりとウィルを指し、

「理由は、おまえだ」

「俺？」

「クイップが盗まれたのは、おまえが生まれた前後のことだ。たとえおまえの父親が宝に目がないとしても、途と中ちゆうでこの世で最高の宝を手にして、他のものなど目に入らなくなったのだろう」

「…………」

　ガストンの言葉にウィルはなにも言わなかった。ますます仏ぶつ頂ちよう面づらになり、あらぬところに視線を向けて頭をぽりぽりと搔かく。その表情は怒おこっているようにも照れているようにも見えた。

「じゃあ、盗とう難なん事件は十二年も昔の話なの？」

　マギーが驚おどろいて尋たずねる。ガストンは頷うなずいた。

「どうして今ごろになってコーヒー野や郎ろうはその情報を手に入れたのかしら」

「俺も奇き蹟せきハンターについては詳くわしく知らん。だが、俺が盗とう掘くつ屋やについて情報を集めている間、裏の世界で常に恐きよう怖ふと怒いかりをもって囁ささやかれていた連中だ。盗掘屋やトレジャーハンターにとっては天敵のようなものらしい。噂うわさではかなり巨きよ大だいな組織らしいが、はっきりした実体は誰も知らないそうだ。バックには超ちよう大物──あるいは団体がついているらしいが、これも詳しいことは分からなかった。俺はそういう話には疎うとくてな」

「コーヒー野郎はその組織の中でも、地位の高い人物なんですか」

　バズまでウィルの「コーヒー野郎」が移って、ガストンに尋たずねる。ガストンは難しい顔で、

「分からんな。しかし、ハワードはゼフィッツイ大学の教授だ。相当いい立場にあるはずだ」

「じゃあ、あの野郎の家は知られてるのか？」

　ウィルが尋ねる。とりあえず父親のことは脇わきに置いておくことにしたようだ。

　ガストンはうつむいた。

「奴やつの家は分かる。ゼフィッツイにある。しかし、そこにクイップを持ち帰るはずがない。俺は奴のことはほとんど知らないのだ」

「じゃあ、今どこに行ったかは分からないんだ」

「そうだ。ああ、クイップが消されてしまうなんて……！　ああ、俺はどうすればいいのだ。どうすれば、奇蹟ハンターの手から取り戻もどせるというのだ……！」

　頭を抱かかえ、半ば嘆なげき、半ば怒りながら言うガストン。マギーは少しだけ気の毒になり、

「ねえ、そんなにすごいものを、本当に壊こわしちゃうかしら？　壊す壊すって言っといて、実は自分ちの蔵くらにしまっておいたりして」

「あいつらはそんな手ぬるいことはせん。消すと言ったら完かん膚ぷなきまでに消す」

　不意に第三者の、聞き慣れた声がして、四人は林を振ふり返った。

　そこにはエドが厳しい顔で立っていた。ウィルは剣けん吞のんなまなざしで祖父を見返した。







　９　ごーごーきっず！







　エドは呆ぼう然ぜんとしているガストンに向かって手を上げると、

「久しぶりだな、ヴァン。ことを急ぐので挨あい拶さつはあとだ。コーヒー野や郎ろうはもうゼフィッツイに向かった。追いだし森の辺りに馬車を隠かくしておいたらしい」

「エド……エドウィン」

「三十人近くいたからな、分散してゼフィッツイに向かうつもりらしいが、コーヒー野郎が真っ先に逃にげたのは言うまでもないな。あいつに人海戦術を取られるとは、不覚だった」

「俺おれは……俺──私は、あなたを、その、ずっと、誤解して……」

「あいつはこの道のプロだ。私情は挟はさまない。壊こわすと言ったときは本当にやる」

　ガストンがしどろもどろになにか言おうとしているのを、エドはまったく無視して話を進めた。いつものふざけたところがない。

　これは本気になっているらしいとウィルは踏ふむと、とりあえず私し怨えんは置くことにした。そして尋たずねるには、

「エド、ゼフィッツイに戻もどる途と中ちゆうであいつがクイップを壊しちまうってことはないのか？」

「いや、それはない。あいつは完かん璧ぺき主義だ、まったくの無防備でどんな『力』を秘ひめているか分からないものを壊したりはせん。ゼフィッツイのアジトで、防ぼう御ぎよの魔ま術じゆつを張り巡めぐらした結界の中で、しきたりに従って抹まつ消しようするはずだ。あいつのたちの悪いところはそこだ、信じないとかほざきながら、自分だけはしっかり黒魔術を利用しているのだからな」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような渋じゆう面めんでエドは非難する。

「じゃあ、今から追いかければ……」

「それでは間に合わん。私も奴やつのアジトがどこにあるか分からん。ヴァン」

　エドに呼びかけられ、悄しよう然ぜんとしていたガストンが顔を上げた。

　エドはウィルと同じ色の目でまっすぐ旧友を見つめ、

「クイップをあいつの手から取り返す方法は一つある。しかし、それを実行するかどうかを決めるのはおまえだ」

　厳然たるエドの言葉に、びくっとガストンはその大きな肩かたを震ふるわせた。怯おびえたような目つきで、エドを見上げ、

「なにを……」

「カードをまだ持っているな。カードを使え。あれしかコーヒー野や郎ろうを止める手はない」

「いやだ！」

　間かん髪はつを入れずガストンは悲鳴に近い声で拒きよ絶ぜつした。ぎょっと子供たちはガストンを見る。

「いやだ！　あれだけは使わない！　あれだけは、こんなところで使うなんて！」

「じゃあ、クイップを消されてもいいのか!?」

　子供のように否定するガストンに、エドは雷かみなりを落とした。だが、ガストンは声こそ出さなくなったものの、頭を振ふって拒否し続ける。

　エドは聞き分けのない子供を諭さとすように、ゆっくりと、

「いいか、ヴァン。おまえがあのカードを大切にしていたのは、十二年経たった今でも持っていることから、よく分かる。しかし、よく考えてみろ、クイップが消されたら、カードもまったく意味のないものになってしまうのだぞ。どちらかを失うしかないんだ、クイップか、カードか。どちらを取るか、よく考えてみろ」

「どっちもいやだ。なにかほかに手があるはずだ、なにか、ほかに、カードを使わなくても、いい手が、ほかに、なにか……」

　憑つかれたようにガストンは繰くり返す。

　ウィルは訝いぶかった。カードとはガストンの家にあった、あの木製のカードのことだろう。

「エド、カードってなんなんだよ。それでなにをやらかそうっていうのさ」

「カードというのは、ヨーク島のシャーマンの子孫に伝えられていたものだ。神降ろしのときに──ヨーク島の原住民の風習については、もうヴァンから聞いたな？　神降ろしのときに使うアイテムだ。だが、実際は、クイップをよみがえらせる呪じゆ符ふなのだ」

「よみがえらせる？」

「あのミイラ、本物の妖よう精せいなの!?」

　マギーが大きな目をさらに大きく開いて、聞き返した。エドは神しん妙みような面おももちで頷うなずいた。

「あれは伝説どおりの生き物だ。ヨーク島の人々は神の依より代しろとして考えていたようだが、本当はそうじゃない。あれは、まさに生きた化石、古代に生きた妖精の生き残りの姿なのだ」

「…………」

　子供たちは複雑な表情で視線を交かわした。フィービィに聞いた「幻げん覚かく作用植物」を多用する儀ぎ式しきの話が引っかかっていたのだ。

「エドは見たのか？　その、妖精がよみがえるところを」

「いや。現存するカードは、この世でたった一枚、ヴァンが持っているものしかない」

「なあんだ」

　拍ひよう子し抜ぬけしたマギーは憮ぶ然ぜんと言った。

「それじゃあ、本物かどうかなんて断言できないわね。そのカードを使ってみないかぎり」

「そうだ。だからヴァンは、学会でクイップが『妖精』であることを証明する為ために、カードを捜さがしだしたのだ」

「カードを使うとどうなるんですか」

　バズがおそるおそる尋たずねる。

「クイップは即そく座ざによみがえる。どんなに離はなれたところにあろうと。カードを一枚使えば、ヨーク島十三の部族に置かれたクイップすべてが眠ねむりから覚め、この世に顕けん現げんした。目覚めたクイップは召しよう喚かん者しやの言葉しか聞かない。だから、ヨーク島はユアン──シャーマンの一族によって支配されていたのだ」

「じゃあ、ここでカードを使えば、コーヒー野や郎ろうの手元にあってもクイップはよみがえるのか。それでクイップにコーヒー野郎を倒たおせとか、戻もどってこいとか言えば」

　なるほどと頷うなずくウィル。エドも頷いた。

「だが、カードは一度使えばそれきりだ。ヨーク島にはもはや呪じゆ符ふを作り出せる知識と技術は残っていない」

「でも、ほかに考えつかないなら……」

　ウィルはガストンを見た。他の三人もつられて見る。

　ガストンはびくびくして、血色悪くひび割れた唇くちびるを震ふるわせながら、

「だ……だめだ。あれがなくては、誰だれも信じやしない……いくらクイップを見せたって、本当によみがえるところを見せなくては、学会は俺の話なんか信じない……」

「だからといって、今カードを使わなかったら、クイップ自体が消えてしまうんだぞ！」

　エドが一いつ喝かつする。おまえが決定しろと言ったわりには、カードを使わせる方向に説得している。

　だが、ガストンは弱々しく首を振ふった。その姿は、決して頑がん固こ者ものが意地を張っているのではなく、たった一つの生きるよすがを奪うばわれる恐きよう怖ふにおののいているようだった。たとえ、それが本ほん末まつ転てん倒とうであっても──クイップを救わなくてはカードなど意味がないという理り屈くつは、もはや彼の中ではなんの効力もないのだ。

「ヴァン！　十二年間も、学問を捨て、妻子さえ放ほうりだしたというのに、まだ学会発表なんて考えているのか！」

「発表は私の夢だった！　クイップをこの世に知らしめるのが私の使命だ！　でも、カードがなくては意味がない！」

　ガストンとエドが平行線の話し合いをしている間に、ウィルはマギーとバズに目配せして、そっとその場から這はって抜ぬけ出した。マギーもタイミングを計って抜け、バズも慌あわててあとを追う。ガストンとエドは互たがいに夢中になっているので、三人が消えたことには気づかなかった。

　三人は大人たちの死角に入るよう、小屋の裏手に回った。

　視線を交かわしあう。

「……エドの話、本当だと思う？」

　マギーが眉み間けんにしわを寄せて尋たずねた。どうも眉まゆ唾つばもの過ぎる。

　ウィルは手を振ふって、

「違ちがう違う。あれはエドがガストンを叩たたきなおす為ために法ほ螺ら吹ふいてるだけさ」

「叩きなおすって？」

「ガストンはクイップとカードに固こ執しつしてるわけだろ？　カードが手元に残ってるかぎり、ガストンは現実逃とう避ひした夢ばっかり見てて、目を覚ましはしないんだ。だから、カードを実際に使わせて、現実を見させようって考えてるんだろ。でも、あんな対応じゃあ生ぬるいよな」

「じゃあ、ウィルは信じていないんだな」

「それは試ためしてみなくちゃ分からないさ」

　ウィルはそう答えると、懐ふところからピラリと一枚のカードを取り出した。木製の、褪たい色しよくした絵で飾かざられているカードだ。

　それを見たバズは目をむいて、

「ウィル！　それ──！」

　大声を出したバズの頭を、マギーが思いっきり叩く。

「ばかっ、二人に聞こえちゃうでしょっ」

「だ、だってマギー、こいつ、また人のものかっぱらって」

「人聞きが悪いなあ。これも人助けだよ」

　口を尖とがらせてウィルは反論する。だがその目は、これからいたずらを仕し掛かけるときのように、きらりと光っていた。

「人助けって、なにするの？」

　マギーも目を輝かがやかせて聞く。

「ガストンを説得させてからなんて思ったら、日が暮れちまわあ。ここは一つ、荒あら療りよう治じと行こう」

「それでそれでっ？」

「やったもん勝ちっ」

　ウィルがそう宣言すると、「きゃーっ」とマギーが小声で大喜びした。

「よし、神降ろしの復活だっ」

　勇んでどこかへ行こうとするウィルの腕うでを、バズは慌あわてて摑つかまえた。

「ま、待てよ。そんなことしている暇ひまがあったら、コーヒー野や郎ろうを追った方がいいんじゃないか？」

「コーヒー野郎の家は聞いた」

「それは自宅だろ、アジトの方は……」

「なんでそんなことまで知る必要があるのさ」

　キョトンと聞き返すウィル。バズもキョトンとした。どうも話が食い違ちがっているらしい。

「……おまえ、あのミイラを取り返すんじゃないのか？」

「それはエドとガストンの事情だろ。俺はコーヒー野郎を捕つかまえるのが仕事なの」

　きっぱりウィルは断言する。バズは訝いぶかって、

「じゃあ、今からなにするつもりなんだよ」

「決まってるじゃないか。この『カード』が本物かどうか、確かめるのさ」
















　そう言って、にやあとウィルは笑った。それでバズは悟さとる。

　どうやらウィルの興味は、ハワード・イコナを捕まえることから、全面的に「エドの話が本当かどうか」ということに移ってしまったらしい。ハワード・イコナの家が分かったので、追跡は後回しにして、神降ろしというよりおもしろそうなネタに飛びついたわけだ。

（こういう奴やつだよ、そうだよ）

　どうせ反対してもウィルが気を変えるはずなく、マギーとてウィルのすることには諸もろ手てを挙げて賛成するだろう。バズはため息をついた。

「クイップを抹まつ消しようされてもいいのか？」

「だって今からじゃ、どうやったって追いつけないだろ。それならこいつの可能性に賭かけてみない？　これが本当の神かみ頼だのみい」

「カード」を振ふりながら、けらけら笑ってウィルは言う。マギーも、

「『カード』の効き目がないなら、どうせ偽にせ物ものってことじゃない。偽物なんだから抹消されようとなにされようと騒さわぐことないわよ」

　と、あっさり切り捨てる。

　ものごとは一つ一つ片づけるべきだと考えるまじめなバズは、もう一度大きなため息をついたが、ウィルとマギーが森の中へとんずらするのを見て、慌あわてて、

「あっ、二人とも待ってよお」

　とあとを追うのだった。




　ウィルの足はまっすぐ烏からすの森のフィービィのところへ向かった。

「ところで、なんでみんな『コーヒー野や郎ろう』って呼ぶの？」

「知らない。エドがそう言ったから」

　マギーの質問に、ウィルも首を傾かしげた。まさかクロードではあるまいし、コーヒーを配って食中毒を巻き起こしたわけではないだろう。

　フィービィのアバラ小屋が見えたところで、ウィルはぴたりと足を止めた。そして、バズを振り返り、

「バズ、先に行く？」

「！！！！」

　全速力でついてきたので息も絶え絶えのバズが、なにか反論したが、声になっていない。バズも二回落とし穴に落ちれば、必要以上に慎しん重ちようになるものだ。ウィルはしかたなさそうに肩かたをすくめると、

「今回は穴になんか落ちてられないんだ。行くぞっ」

　そう勢いをつけて走ったものの、やはり今朝の今では新たに落とし穴を作ることはできなかったのか、無事アバラ小屋にたどりついた。

「フィービィ、いるか──」

　とドアを開けた途と端たん、ばしゃん！　と大量の水をぶっかけられて、悲鳴を上げかけた顔面に雑ぞう巾きんまでぶつけられた。

「…………」

「ぎゃあ！　ウィル大だい丈じよう夫ぶ!?」

「おや。あんただったのかい」

　濡ぬれネズミになって凝ぎよう然ぜんと立ちつくすウィルに、薄うす暗ぐらい小屋の奥おくからフィービィがわざとらしく驚おどろいて近寄ってくる。

「わしはまた、うだつのあがらない泥どろ棒ぼうネズミかと思ったよ。やれ、すまんのう」

「ばばあ……そのうち見てろよ」

　拳こぶしを握にぎりしめ、ウィルは剣けん吞のんな目つきでフィービィを睨にらんだ。切羽詰つまってなければ、食いかかるところだ。

「フィービィ、泥棒が、来たん、ですか」

　肩で息をしながら、ウィルの代わりにバズが尋たずねる。魔ま女じよは雑巾を拾いながら、

「まったく、おまえたちはろくなことを起こさん。世捨て人にうつつ世の災わざわいを運んできおって」

　ぶつぶつ文もん句くを言いながら、フィービィが説明したところによると、ことはウィルたちが帰ってからすぐに起きた。

　落とし穴につけた鈴すずが鳴ったので、フィービィが表に出て穴を覗のぞいてみると、商人の身なりの男が落ちていた。

　網あみで引き上げ、縄なわをかけたものの、男がなにを目的で彼女の家を訪おとずれたのか、見当もつかなかった。少なくともバルキースからの追っ手ではなさそうだった。

「なんだね、おまえは」

「…………」

　男は貝のように黙だまりこんで、フィービィの質問に答えようとはしなかった。彼女も男に気長に付き合っていられるほどそのときは暇ひまではなかったので、手っ取り早く薬を使うことにした。

　催さい眠みん作用のある粉を嗅かがせ、自白させてみると、

「俺は奇蹟ハンターの一人で、ウィル・ゴーダの行動を監かん視ししている。最終的な役目は、奴がヴァン・ガストンから盗んだ『カード』を奪うばうことだ」

　とのこと。

　どうやら男はウィルたちの敵らしい。そう判断したフィービィは、「親切にも」男に偽にせ情報を植えつけ、そして手みやげまで持たせてやったのである。

「手みやげってなにさ？」

　ウィルが憮ぶ然ぜんと尋たずねる。どうせろくでもないものと思ったのだが、

「ネズミどもが欲しがっていたものさ。わしに感謝して涙なみだするんだね、奴らは魔女特製のお札ふだを『カード』とやらと思いこんで、今ごろ小こ躍おどりしているはずだよ」

　うしゃしゃと笑ってフィービィは説明する。どうやら奇き蹟せきハンターより魔女の方が上手だったわけだ。

「ははあ。どうりでコーヒー野郎が『カード』のことをなにも言わないと思ったよ。とっくに手に入れたつもりでいたんだな。ばあさん感謝するぜ。これで雑ぞう巾きんの件はチャラにしてやらあ」

「大きな口を叩くようになったもんだ」

「それで、頼たのんでおいたもの、用意できた？」

「まあね。でもおまえ、ヴァン・ガストンとやらは説得できなかったのかい」

「それが、諸しよ処しよの都合で」

　そう言ってウィルはびしょ濡れの胸むな元もとからカードを取り出した。

「ここで当人不在のままやることに決定したから」

「ほかのところへ行っとくれ」

「濡ぬらして悪いと思ってるんだろ？」

　ウィルの言葉に、魔女はやれやれと頭を振ふった。ウィルはニッと笑った。




　ハワード・イコナは全速力で馬車をゼフィッツイに走らせていた。ヨルカ村からゼフィッツイまでは、馬車で旅行気分で行くなら平均五日、早馬だと一昼夜、人の足なら一月近くかかる距きよ離りだ。今の馬車のスピードで休みなしに走れば、一日半もあれば着くだろう。むろん、そんな無理をすれば馬が潰つぶれるだけなので、馬を休ませるか交こう換かんしなくてはならないが。

　ハワードは気を抜ぬく気はなかった。獲え物ものを手に入れたとはいえ、任務が完かん了りようしたわけではない。一刻も早く、設備の整っているゼフィッツイで、一ひと欠片かけらも残さず処分しなくては。

　こういうとき、ゼフィッツイが海に面していないことを、ハワードは恨うらむ。ゼフィッツイが海に面していれば、もっと機動力が得られるはずだ。姑こ息そくなトレジャーハンターどもに出し抜かれることも、もっと少なくなるはずなのに。

　だが、そんなことは考えてもせんなきことだった。ゼフィッツイは海に面してはいない。ならば、他の最善の方法を考えるだけだ。

（少々面めん倒どうでも、海路を間に入れた方が早かったか）

　ふとそんな考えがよぎったが、ハワードは頭を振った。

（海の上では逃にげ場がない。めったに海には出ない方がいい）

　膝ひざの上にある白い布で包まれたものに、もはや危険はないことを、ハワードは知っていた。気がかりだった「カード」も、ヴァン・ガストンからウィル・ゴーダの手を経て、バルキース難民とおぼしき老ろう婆ばの家にあったものを、部下が手に入れてきた。「妖よう精せい」のことを覚えているヨーク人は少なく、復活の言葉と知識を知る者は残っていない。もはや「妖精」に神降りることはないのだ。

　だが、彼は一いち抹まつの胸むな騒さわぎを捨てきれなかった。だから、海路をとらず、こうして馬車の強行軍に出ているのだ。

（私はなにに怯おびえている？　計り知れぬ力を持つという「妖精」にか？　はっ、まさか！）

　ハワードは心の中でせせら笑ったが、すぐに顔をひきしめた。

（私が気になっているのは、相手がエドウィン・ゴーダだったからだ。いや、あの男は自分に不運を運び込む男だ。あれは大だい丈じよう夫ぶ。となると──孫の方だ）

　ぎろりとハワードの灰色の目が光った。スピードを出す為ために一人だけ同乗を許された、向かいの席の部下が、その鋭するどい視線に気づき、慌あわてて居ずまいを正す。

（ウィル・ゴーダ。トリック・ゴーダの息むす子こ。まだ子供だが──甘あまく見るとこっちが痛い目を見そうだ。気をつけねば）

　トリック・ゴーダには何度も出し抜ぬかれた。ハワード自身もやられたことがある。その息子ならば、あの勘かんの良さをそっくり引き継ついでいるかもしれない。今はまだ眠ねむれる種子だとしても。

　不意に手元が暗くなったので、ハワードは馬車の窓から外を見た。

　東の空から暗雲が見る見るうちに広がっていく。暗く重い、今にも泣きだしそうな空だ。さっきまでは雲一つない快晴だったのに。

（一雨来るな）

　ハワードは部下に聞かれぬよう小さく舌打ちした。街かい道どうとはいえ、田舎いなかの道はおそろしくぬかるむ。視界を流れる地面を見ると、砂すな埃ぼこりの下に無数の轍わだちの跡あとがくっきり残っていた。

　案の定、いくらもしないうちに雨が降ってきた。驟しゆう雨うは始めから重い、大きな水すい滴てきを落とし、たちまち世界を水のカーテンで覆おおう。視界がほとんどきかず、まるで一瞬のうちに時間を超こえて夜になったかのように暗くなった。馬車のスピードは格段に落ちた。

　ハワードは声さえ搔かき消す雨音に苛いら立だったが、それを表には出さず、じっと膝ひざの上の包みを睨にらみ続けた。

　ガクン、と大きな衝しよう撃げきが来て、馬車が止まった。

「なにごとだ！」

　ハワードは目の前の部下を怒ど鳴なった。声を張り上げなくては相手に届かないのだ。

　部下は背後の小窓から御ぎよ者しやと話していたが、

「ハワードさま！　馬車の車輪がぬかるみにはまったようです！　私も手伝ってまいります！」

　同じように大声で言うと、豪ごう雨うの中へと出ていった。

　すぐに足あし下もとで、ごりごりという音がし始める。

（いやな雨だ）

　ハワードは不快とともに募つのっていく不安に、落ち着かなくなっていた。それでもしばらくは静かに座すわっていたが、急にぐらりと車体が傾かたむき、彼は立ち上がった。

　ドアが開いて、部下が焦しよう燥そうにかられた面おももちで、

「ハワードさま！　外に出てください、倒たおれます！」

「愚おろか者がっ」

　ハワードは叱しつ責せきすると、包みを抱かかえ、持ち上がった方のドアから雨の中に出た。

　ハワードが外に出ると、反対側で車体を支えていた御者が悲鳴を上げながら飛び離はなれた。馬車はゆっくりと横倒しになった。どおん！　という音がしたが、それも雨音にかき消える。

　ハワードは辺りを見回した。狭せまい視界で見るかぎり、広大な草原のど真ん中だったらしく、助けを求められるような人家は見あたらない。幸い馬たちは、倒れる前に車体から外しておいたらしく、近くの木につながれていた。

　だが、騎き馬ばで強行するよりは、後続の馬車を待った方が賢けん明めいであろう。少し時間を開けて出発しろと言い渡わたしてあるので、多少の時間のロスはしかたがない。

「後続を待つ。当面の雨宿りの場所を探せ」

「ハ、ハワードさまっ」

　部下が上うわ擦ずった声で彼を呼んだ。訝いぶかって見ると、部下は雨が入るのにもかかわらず目を大きく開いて、驚きよう愕がくに満ちた顔でハワードの胸むな元もとを指している。

　ハワードも自分の胸元を見て、ぎくりとした。

　黄色い煙けむりが昇のぼっている。

　自分の胸元であるのになぜ気づかなかったのだろう。ハワードは焦燥にかられて服の胸元を開いた。そして、煙の発生源が、バルキースの老女から取り上げた「カード」だと知る。

「カード」は長さが二十センチほどの、細長い木の札だった。表面には抽ちゆう象しよう的てきな模も様ようが朱しゆで描かれ、裏面には聖句が刻まれてあった。部下から手渡されたとき、少し黴かび臭く感じたものだ。

　その「カード」から、煙が吹き出している。

「ばかな！」

　思わずハワードは怒ど鳴なり、煙を上げる「カード」を投げ捨てた。泥どろ水みずの中に落ちた「カード」は、この豪ごう雨うにもかかわらず怪あやしげな黄色い煙を上げ──いや、雨を受けてから一段ともうもうたる煙を上げる。それをハワードは部下とともに驚愕のまなざしで見つめた。

　かすかに甘あまい匂においがする。

（ばかな）

　もう一度、ハワードは呟つぶやいた。この「カード」の使用方法は「焼く」だ。「水に浸ひたす」ではない。

　しかし、この煙はなんだ？

「ああああ……」

　部下が妙みような声を洩もらした。ハワードは一いつ喝かつしようとしたが、その前に、自分が抱かかえる包みから伝わる異様な感かん触しよくに、ぞくっと身み震ぶるいした。

　なにかが、中で、もぞもぞと、蠢うごめいている。

　細い、節くれだったものが、動いている。そう、まるで指みたいなものが。

　ぎゅっ、とそれが包み越ごしにハワードの腕うでを摘つまんだ。鋭するどい痛みが走る。

「うおっ！」

　腹の底から声を上げ、ハワードはとっさに包みを打ち捨てた。

　白い布が泥水と雨をかぶり、みるみるうちに濡ぬれていく。うっすらと中身が透すけてみえてくる。

「ああ……膨らんでいく」

　部下が泣きだしそうな声で言った。

　包みが膨ふくらみ始めている。もぞもぞと、包みの中でそれはあたかも胎たい動どうのように蠢き、徐じよ々じよに膨ぼう張ちようしていく。まるで雨の水分を吸収しているかのように。

　ハワードは後頭部の辺りに鈍にぶい痛みを覚えた。なにかがおかしいと思った。部下はハワードほど年季はないが、奇き蹟せきハンターの仕事をいくつかこなしてきた。自分たちがどんなものを相手に仕事をしているか、よく分かっている。怪かい現象にこんなに怯おびえたことはなかった。なかったはずだ。

　それに、彼自身も、なぜこんなに震えが止まらない？

　包みははち切れんばかりに膨れ、ついに、ピリリとかすかな音を立てて裂さけた。そして、裂け目から、茶色い、人間の赤ん坊ぼうのような小さな手が出てきたのだ。

「ひいいいい！」

　部下が悲鳴を上げる。ハワードは金かな縛しばりにあったように微び動どうだにせず、それが出てくるさまを凝ぎよう視しした。

　それは、ゆっくりと、包みから這はい出てきた。最初は腕、次は異様に巨きよ大だいな頭、小さな胴どう体たい、そして申しわけ程度についている脚あし──

　エドウィン・ゴーダの家で見たときは、茶色い、木ぎれのようだった。だが、これは。

　直接雨に当たった肌はだは、さらに膨張し、見る見るうちに艶つやと張りのある、美しいピンク色の肌へと変化していく。

　そして、その狭せまい背中に生えているもの──四枚のしわしわの羽根。

　まるで羽う化かしたばかりのトンボの羽根のようだった。完全に伸のびるまではまだ時間がかかるだろう。

　ゆっくりと顔を上げる。頭の大きさに比例して、とても重そうな動きだった。
















（ああ。化け物だ）

　それは、ヒトの顔をしていたが、なんとも醜みにくかった。顎あごと頭のてっぺんはラグビーボールのように尖とがっており、瞼まぶたは腫はれぼったく、眉まゆ毛げはない。鼻は潰つぶれたように完全に上を向いており、その口は線を引いたようにまっすぐで、唇くちびるがなかった。

　ハワードはその醜いものから顔を背そむけたかったが、目が吸いつけられたように動かなかった。

　ぺた、ぺた、と小さな手で泥どろを跳はね上げながら、それはハワードに這はい寄ってくる。

　ヘラで切り込みを入れたような口が、開く。

（汝なんじら）

　それが肉声なのか、頭にじかに響ひびく声なのか、ハワードには判断つかなかった。頭痛が酷ひどくて、考える能力が削けずられていく。だが、ハワードは必死に冷静になろうとした。

（汝ら、なにゆえに我をここに連れてきた）

「…………」

（我を我わが住すみ処かに帰せ。さもなくば）

「…………」

（さもなくば、呪のろわれよ、悪徳のヒトよ。未み来らい永えい劫ごう、呪われよ）

「くだらん」

　ハワードは吐はき捨てるように呟つぶやいた。

（くだらん。こんなことがあるものか。「カード」は焼いていない。大体、儀ぎ式しきも行っていないのに、神降りることなどありえるものか）

　だが、この震ふるえはなんだ？

　はっ、とハワードは煙けむりを出し続ける「カード」を見た。

　まさか、あれは偽にせ物もので、誰かが今、「カード」を使っているとしたら？

　或あるいは、自分たちが調べ損そこねた、まったく違ちがうクイップのよみがえり方法があったのだとしたら？

「う……うわああああ！」

　緊きん迫ぱくに堪たえきれなくなったのか、部下が絶ぜつ叫きようし、恐きよう怖ふに顔をひきつらせながら逃にげだした。

（呪われよ）

　豪ごう雨うの中に、その、声でない声が響ひびきわたった。途と端たん、カッ！　と閃せん光こうが世界を埋うめ尽つくし、その中でひときわ白く光る龍りゆうが、逃げだした部下めがけて天から降りた。続いて、耳をつんざくような轟とどろき。

「うわ！」

　ハワードは落らく雷らいの震しん動どうで、その場に倒たおれた。ばりばりと空気が震えているのを感じた。

　眩くらんだ視力がようやく戻もどる。見ると、逃げだした部下は、十数メートル向こうで黒こげになって倒れていた。息をしていないのは一目瞭りよう然ぜんだった。

「…………」

　ハワードは地面にうち伏ふせたまま、ゆっくりと、視線を醜みにくいものに向けた。そろそろ羽根は充じゆう分ぶん水を吸い、美しく開くころだ。

　それは、大きく膨ふくらんだ瞼まぶたの下から、ぎょろぎょろと目玉を動かした。瞳ひとみがない。

　口を開く。

　四列に並んだ牙きばの奥おくから、今新たに五列目の歯が生えようとしていた。

（呪のろわれよ）

「…………」

（呪われよ）

（呪われよ……）




　魔ま女じよフィービィの指導のもと、ウィルたちはまず森の一角を掃そう除じして枯れ葉を払はらい、むき出しになった地面の雑草を抜ぬいてから、陣じん形けいを描えがく作業に入った。

「なんだか、フィービィのいいようにこき使われているだけの気がするわ」

　雑草を抜きながらマギーが文句を言う。ウィルもバズも同感だったが、口にしてもどうにもならないので、黙もく々もくと掃除をした。

　フィービィが白い粉で陣形を描く。それはカードの表に描いてあった絵と同じ三重円で、いちばん小さい円の半径は二メートルほどだ。

「本来はもっと巨きよ大だいな陣形だったはずだよ。一つの集落がすっぽり入るくらいにね」

「小さくても大だい丈じよう夫ぶ？」

「小さい方がよかろう？」

　そう言ってフィービィは陰いん湿しつな笑えみを浮うかべた。

　細かな葡ぶ萄どう唐から草くさ紋もんも、魔女は丁てい寧ねいに指の先で書き写した。それをバズが手伝う。彼はこういう細かい作業が得意なのだ。

　その間に、ウィルは秘ひ儀ぎ本ほんに指定された植物を混ぜてすり、香こう炉ろに入れて、陣形の十六方位に設置した。

「ねえ、本当に『妖よう精せい』はよみがえると思う？」

　マギーが雑草を抜き続けながら、胡う散さん臭くさそうにウィルに尋たずねる。

「だから、それを今から確かめるんじゃん」

　ウィルはニヤニヤしながら答えた。信じていないとは言わないが、信じているとはとても思えない意味深長な笑顔だ。

「フィービィ、そろそろいい？」

「そうさね。そろそろだね」

「マギー、ガストン呼んできて」

「え？　本人不在でやるんじゃなかったの？」

　意外そうに聞き返すマギーに、ウィルは呆あきれて、

「まさか、冗じよう談だんだよ。大体マギー、俺たちがなんの為ためにこんなことしてるか、覚えてる？」

「ヴァン・ガストンの目を覚ませる為よね」

「そ。だから本人がいなくちゃ意味がないだろ。十二年も思い詰つめてたんだから、あの元学者センセイには、たっぷりと『神降ろし』を味わってもらわなきゃ」

　そう言ってウィルは片目をつむった。







　10　神降ろし







「そろそろいい？」

「あっ、ちょっと待って」

　カンテラを振ふってみせるウィルをバズは止めると、少しぶれた葡ぶ萄どうの線を直した。

「いいよ」

「じゃあ、始めるぜ」

　ウィルは十六個の香こう炉ろに順々に火をつけて回った。少し時間をかけて、香炉から紫し煙えんが昇のぼり始める。

「なんか怪あやしい色の煙けむりだなあ」

　円の中に入ったバズが不安そうに呟つぶやいた。煙は紫むらさきだけでなく、時間を置いて黄色や白、煤すすのような黒いものまで立ちのぼり、次し第だいに辺りの視界が塞ふさがれてくる。

　と同時に、草の匂においに混じって、妙みように甘あまい匂いが漂ただよってきた。鼻の奥おくに貼はりつく、粘ねばっこい甘さだ。気持ち悪そうに胸をさするバズを見て、フィービィが、

「子供には毒だよ。森の外で待っていた方がいい」

「ウィルは？」

「俺おれ、平気だもん」

　たしかにウィルはけろりとしている。ヘヴィスモーカーたる祖父と父を持つ彼にしてみれば、これくらいの煙はどうということはない。甘さには少々閉口するが。

「ウ、ウィルが残るなら、ぼくだって」

　意気込んで言うそばから、げほげほと咳せき込むバズだった。

「でもさあ、これってやばいよな？　幻げん覚かく見るかなあ」

　心なしかうきうきとウィルは言い、円陣の中央に積んだ薪まきに火をつけた。

「おや、雲行きが悪くなってきたよ」

　フィービィが煙けむたい空を仰あおいで言った。南東の方角から真っ黒い雲がたちこめ始めている。ウィルも空を見て、

「なかなか好都合じゃない。なあ」

　とバズに笑いかけるが、バズはなんのことやらさっぱりだった。

　なにかウィルの様子がおかしい──と思っているところへ、

「うぃるーっ」

　木々の向こうからマギーが駆かけてきた。遅おくれて、エドとガストンの姿もある。

　ガストンはなにか喚わめいていた。聞いてみると、半泣きの声で、

「やめてくれーっ。やめてくれえ！」

　どうやらエドの説得はまだ終わっていなかったらしい。

「ほーら、やっぱり大人なんかに任せてたら、時間ばっかりかかってしょうがないってんだ」

　はっはっはーっ、と胸を反らして大笑いするウィル。バズはうろたえた。

「ウ、ウィル、なんかおまえおかしいぞ？」

「なに言ってるんだよ。マギー、円の中に」

「はあーい。でも、この変な味の匂においはなによお」

　円の中に入ってきたマギーが鼻を押おさえて文句を言う。バズはマギーの袖そでを引っ張って、

「なんかウィルの様子がおかしいんだよ」

「おかしいって、さっきからおかしいじゃない」

　今さらなにを、とマギーは答える。バズは困こん惑わくして、

「それはそうだけどお、その、どうもおかしいのレベルが」

「はいっ、みなさまが揃そろいましたところで、いよいよ世紀の奇き術じゆつ、じゃなかった、神降ろしの儀ぎ式しきを始めたいと思いまーすっ。みなさん、拍はく手しゆーっ！」

　声を高くして、異様に陽気にウィルが騒さわぐ。マギーはぎょっとウィルを見て、それからバズに、

「どうしちゃったの、ウィル!?　すっごく変よ！」

「だからそう言っているじゃないかあ」

「ああああ、後生だからやめてくれえええ」

　ガストンがウィルに負けじと上うわ擦ずった声で喚わめいた。だが、「おかしな」ウィルは「べえ」と舌を出し、「カード」を振ふって、

「これはあんたのもんじゃない。俺が拾ったんだもーん。俺がどうしようと勝手だもん、っと」

「このクソガキ！」

　ガストンは顔を真っ赤にして、ウィルに飛びかかろうとジャンプした。だが、一いつ瞬しゆん早く、ウィルは「カード」を火の中に落とす。

「カード」は、めらめらと燃えだし、あっという間に炎ほのおに包まれた。

「あああああああ……」

　ガストンはへたりこんで、炎に両手を突つっ込もうとした姿勢のまま、硬こう直ちよくしてしまった。ウィルもそばに屈かがみ込んで、けらけら笑いながら、

「あーあ、あっさり燃えちまった、とくらあ」

「…………」

　もはやガストンは怒ど鳴なり返す気力もないらしい。

　その間に、円えん陣じんの中に入ってきたエドは、十六方位に置かれた香こう炉ろを見て、目を細めた。そして、険しい顔を魔ま女じよに向けて、

「フィービィ、子供にこんなものを嗅かがせるとは、なにを考えている」

「それでも分量の加減はしたさ。見ろ、こんなひょろひょろの小こ僧ぞうでも、まだ正気じゃないか。おまえの孫が真っ先に酔よったのは、それなりの要因があるんじゃないかね」

　フィービィは悪びれた様子もなく、逆にエドを咎とがめるような口調で言い返した。エドは唸うなり、笑い続けるウィルを見る。

　だが、正気だと言われたバズも、顔を真っ青にして口元を押おさえると、

「ぼ、ぼく、外にいる」

　よろよろと円陣の外へ出ていく。

「やだあ、みんな変なのお。エド、どうなってるのお？」

「当たり前だ、おまえたちが焚たいているのは神経毒を発生する植物だ。マギー、しっかりしろ。おまえも呂ろ律れつが回らなくなっているぞ」

（こんなところをグレアムに見られたら村から追い出されかねんな）

　エドはそう考えながら、とろんとした目のマギーを円陣の外へ連れ出した。ひとまずバズと一いつ緒しよにフィービィの家で横にさせる。それから、孫に向かって、

「ウィル、おまえも外に出ろ」

「いっやなこったあ。金こん輪りん際ざい、エドの言うことなんかきかねえよーだ」

　一いつ滴てきも吞のまずにウィルはできあがってしまったらしい。頰ほおを紅潮させ、ケラケラ笑い続けながら、それでも燃えていく「カード」からは目を離はなさない。

　エドはため息をつくと、しかたなく茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態のガストンの隣となりに座すわり、一緒に火を見つめた。

「カード」は意外と普ふ通つうに燃えた。煙けむりを上げ、表面が白くなり、そして炎ほのおの中に消えていく。

　そして、待った。

　十分。

　二十分。

　三十分。




「……なんにも起きないなあ」

　飽あきてきたウィルが口を尖とがらせて言った。いつもより我が慢まんの限界が短くなっているようだ。それを聞いたエドが、しかめっ面つらで不ふ機き嫌げんそうに、

「私の話を聞いていなかったのか。この儀ぎ式しきではクイップが目覚めるのだ。クイップが手元にない以上、なんの変化もここでは見ることができん」

「なんだよ。本気であれが復活するかと考えてるのかよ」

　ウィルは胡う乱ろんそうにエドを睨にらんだ。エドはさらに仏ぶつ頂ちよう面づらになって、

「当たり前だ。私は考古学者だ。偽にせ物ものかそうでないかの区別はつく」

「じゃあ、さっさとコーヒー野や郎ろうを叩たたきつぶせよ」

「できん」

「できんって、そーゆー話だったろ」

「やり方を知らん」

「知らんって、エドが言いだしたんだろうが」

「言ったのは私だが、やったのはおまえだ。自分で考えろ」

「無責任」

「独走したのはなんの罪にもならないのか」

　可哀かわい想そうなガストンを間に挟はさみ、並んで炎ほのおを見つめながら、テンションの低い喧けん嘩かを始める孫と祖父。そばで聞いていたフィービィが、やれやれと肩かたをすくめた。

「大体、エドはいい加減すぎるんだ。あとさき全然考えないで、自分のしたいことだけやって」

「それはおまえも同じだろう」

「同じじゃねえもん」

「じゃあ、ガストンはどうする」

「同じじゃない──俺は子供だけど、エドは大人じゃないか。大人が子供差し置いて、好き勝手にやっていいのかよ」

「…………」

「クソ親おや父じがああなったのも、エドがこんなだから、それが普ふ通つうだと思ってるからだろ。エドはそれでもマシだと思ってたのに──！」

　自分でも気づかぬうちに、ヒステリックな声をウィルが張り上げたときだった。

　カッ、と世界に閃せん光こうが走り、腹の底から響ひびくような雷かみなりが轟とどろいた。ぎょっとして、ウィルとエドは空を仰あおぐ。近い。

　一発目の春しゆん雷らいが轟くと同時に、バケツをひっくり返したような豪ごう雨うが降ってきた。立て続けに雷が鳴る。その音に、ガストンもようやく意識が現実に戻もどったようで、まだぼんやりしている顔を上げた。

　ウィルは腰こしを浮うかして、辺りをきょろきょろと見た。

「落ちた？」

「森の東に落ちたみたいだよ。火事が出なけりゃいいが、この雨じゃあ大だい丈じよう夫ぶだろう。それよりおまえ、なにかほかに言うことはないかい？」

　フィービィがやけに冷静に聞き返す。そこでウィルは、その怪かい事じにようやく気づいた。

　森は雨のヴェールをかぶされ、視界は十メートルもきかないのに、この円えん陣じんの中には一いつ滴てきも降ってこないのだ。

　慌あわてて真上を見ると、円陣をすっぽり包む透とう明めいな半球型の覆おおいでもあるかのように、雨はすべて弾はじかれていた。

「エド……」

　青ざめた顔でウィルは祖父を呼んだ。エドは「しっ」とウィルの口に指を押おし当て、

「なにか聞こえる」

「なに？」

　耳を澄すますと、激しい雨音の中から、たしかに、ぞろり、ぞろり、となにか重いものを引きずるような音が、やけにはっきりと聞こえてきた。

「な、なんだ……」

　ガストンも音に気づいたらしく、おろおろと辺りを見回した。フィービィも音のする方を見つめる。

　そして、雨のカーテンの向こうから重たい音を立ててやってきたのは、ハワード・イコナだった。

　彼は当然のことながらずぶぬれだった。歩くたびに靴くつがガポッ、ガポッ、と無様な音を立てたが、伊だ達て男おとこは気にかける様子もなく、大きな重そうな袋ふくろを、無む我が夢む中ちゆうで引きずって、こちらにやってくる。

　ぽかんとしているウィルたちを、ハワードがぎろりと睨にらんだ。その目は血走り、なにかに憑つかれたような目つきだった。三時間ほど前に別れたばかりなのに、一気に憔しよう悴すいして、その端たん正せいな顔はやつれきっていた。その変わりように思わずウィルもエドも怯ひるむ。

「エドウィン・ゴーダ！」

　荒あら々あらしくハワードが怒ど鳴なった。彼は円えん陣じんの手前で立ち止まると、

「きさま！　私をどうする気だ！」

「どうするって、そちら次し第だいだ！」

　事情は分からないが、とりあえずエドははったりをかましておく。

　ウィルの視線はハワードの引きずっている袋に釘くぎ付づけになっていた。豆を運うん搬ぱんするときに使う麻あさの袋のようだ。中になにかが入っているらしく、膨ふくらみがある。ハワードの引きずり方を考えると、中に入っているのは石か金属だ。あの大きさで、あれくらいの重さがあるものといえば、それしか考えられない。

　だが、奇き蹟せきハンターが目をぎらぎらさせて、この雨の中を引きずってくるものが石だろうか。クイップはどうした？

「それよりも、こちらに来たらどうだ、ここは濡ぬれんでいいぞ」

「ごめんだ」

　ハワードはきっぱりと拒きよ絶ぜつした。

「もう一度、尋たずねる。きさまらは私をどうするつもりだ。クイップになにを願った。私にかけた呪のろいを解くすべはないのか」

　ウィルとエドは顔を見合わせた。そして、揃そろって背後のフィービィを見る。

　バルキースの魔ま女じよは、ハワードからは見えない位置で、にやりと笑ってみせた。それで二人はすべてを了りよう解かいする。

　エドはハワードに向きなおると、声高々に、傲ごう然ぜんと、

「クイップを返せ。そして、二度とこれには関かかわるな。おまえだけじゃない、奇蹟ハンター全員に伝えるんだ」

「…………」

「『カード』は今使ったので最後だ。もうどこにも残っていない。あれがなければまったくの無力であることは、おまえも知っているだろう」

「呪いを解くと約束するな」

「『カード』を使ったのはウィルだ。ウィルに言え」

　素っ気なく面めん倒どうをウィルに押おしつけるエド。ウィルはエドを睨にらみつけたが、すぐに、ハワードに向かって、

「いいよ、俺も紳しん士しの約束してやるぜ。クイップを返してくれたら、今回はあんたを見み逃のがしてやる。あんたたちは今後、クイップには関わらない。いい？」

「……分かった」

「じゃあ」

　ウィルは円えん陣じんの端はしから手を差しだした。ハワードから渡わたされて袋ふくろを摑つかんだ途と端たん、予想以上にずっしりと手に重みが来て、思わずよろめく。

「わわっ。なんだ、この重さ」

　ウィルは憮ぶ然ぜんと言い、袋の中身を開けた。だいぶ水を吸ってしまったらしく、袋の中にも水がたまっている。

「あーあー、水みず浸びたしだよ。大だい丈じよう夫ぶかなあ」

「なにっ、水だと!?」

　それまで呆ぼう然ぜんと見ていたガストンが、やにわにウィルを突つき飛ばして袋に飛びついた。焦あせる手を袋に突っ込み、水で膨ふくれたクイップを取り出す──

「ぎゃあっ！」

　次の瞬間、ガストンはあられもない悲鳴を上げた。

「ヴァン!?」

　エドが駆かけ寄り、ガストンの腕うでを引き抜ぬく。その中指が第一関節のところで食いちぎられ、皮一枚でぶらぶらとつながっていた。

　だらだらとあふれ出す鮮せん血けつに、ウィルは慄りつ然ぜんとした。突とつ然ぜんの血に驚おどろいたせいもある。だが、中になにが入っているのか、それを考えた途端、クイップを初めて見たときの得体の知れない恐きよう怖ふを思いだしたのだ。

「コーヒー野や郎ろう！　きさま、中になにを！」

　エドが怒ど鳴なる。だが、ハワードは歪ゆがんだ笑いを見せて、

「クイップじゃないか。愚おろかな奴やつだ、クイップの呪のろいだ！　きさまにもクイップの呪いが降りかかれ！」

　ハワードの哄こう笑しようが響ひびきわたる。正気を失っている。

　ウィルはとっさに麻あさ袋ぶくろをひっくり返した。中から重たいものがごろりと出てくる。

（クイップ）

　ウィルは目をみはった。それは、つい三時間ほど前に彼がうろの中から発見したものとは、まったく異なったものになっていた。

　それは人の形をした、ぶよぶよした肉をまとわりつかせた、生き物だった。肌はだは美しいピンク色だったが、水を含ふくみすぎたのか、しまりがない。ミイラとはまったく正反対のものだ。

　それでも、ウィルがクイップと断定したのは、その体の割にはあまりにも巨きよ大だいな、ラグビーボール型の頭だった。それはミイラのときと変わりなかった。瞼まぶたは膨ぼう張ちようする眼球に押おされ、今にもはち切れそうだ。

　話どおり、四枚の薄うすい羽根が、背中で震ふるえている。

（よみがえる方法を間ま違ちがえた）

　それは、生きていた。よろよろと、バランスの悪い頭を振ふりながら、矮わい小しような手足を前に動かし、ウィルに向かって這はい寄ってくる。

（神降ろしが失敗したんだ。こいつはクイップであって、クイップじゃない）

　かああ、と唇くちびるのない口が開く。舌がない代わりに、口中に隙すき間まもないほど牙きばが生えていた。まるで下ろし金のように。

　その牙にべっとりと、ガストンの血がついていた。

「う……うわあっ！」

　ウィルは絶ぜつ叫きようすると、クイップの体に麻あさ袋ぶくろをかぶせた。そして、無む我が夢む中ちゆうで、さっき「カード」を燃やした火の中に、

「もう一度乾かわいちまえ！」

　怒ど鳴なりながら袋ごと投げ込む。袋が濡ぬれていたにもかかわらず、炎ほのおの勢いは逆に増し、一気に投げこまれたものを飲み込んだ。

「！！！」

　なにかの悲鳴が聞こえたような気がしたが、よく分からなかった。鳥の声かもしれなかった。

　麻袋は静かにめらめらと燃えた。中に生物がいて、生きながら焼かれているとは思えないほど、静かに燃えた。

　その様子を、五人はじっと凝ぎよう視しした。いつの間にか雨があがり、日が差すようになっても、まるで気にとめず、麻袋が燃え尽つき、薪まきの炎が消えるまで、じっと見続けた。




　灰をかき回す。中から、一番最初に見たミイラが出てきた。なにかに食いかかるように開いた口も、その中の四列の牙も一いつ緒しよだ。

　ウィルは直接触さわる気がしなかったので、棒でクイップのミイラを袋の中に押おし込めた。それをガストンに渡わたしてやる。

　空には鮮あざやかな夕焼けが広がっていた。すっかり夕方になっていた。

　ガストンは複雑な面おももちで、それでも、包帯の巻かれた手で袋を受け取った。食いちぎられた指は、魔ま女じよフィービィの特製の薬を塗ぬって治ち療りよう済みだ。

　エドは、まだ酔よいの抜ぬけきらないバズとマギーを、それぞれ自宅へ送っている最中で、今はいない。

　ウィルは香こう炉ろがすべて消えていることを確かく認にんした。

（幻げん覚かくだった……？）

　頭がようやくすっきりして、我に返ってから、彼らは今までのいきさつを検討した。ウィルはむろん、エドやハワードさえ、今のがなにかよく分からなかったのだ。

　あのとき、ここには幻げん覚かく症しよう状じようを起こすガスが充じゆう満まんしていた。あれはガスが見せた悪夢だったのだ。そう言ってしまうのは簡単だ。

　だが、ここで焚たいたガスが、ヨルカ村から遠く離はなれたハワードに届いたわけがない。大体、ハワードが落らく雷らいにあったのは、ウィルたちが儀ぎ式しきを始める一時間も前だ。

　しかし、儀式を始めていないのに、クイップがよみがえったというのはおかしな話だ。

「わしの幻覚剤ざいはよおっく効いただろう」

　フィービィがそんなことを言いだした──泥どろ棒ぼうに入ったハワードの部下に催さい眠みん術じゆつを施ほどこし、遅ち効こう性せい幻覚剤を含ふくませた偽にせの「カード」を渡したと言ったのだ──ときは、ハワードも幻覚を見て、それでヨルカ村に戻もどらなくては死んでしまうと脅きよう迫はく観念を自己に植えつけてしまったのだ、そう結論を出してみたが。

（だけど、不自然だ。あまりにも不自然だ。クイップがよみがえる方法を間ま違ちがえたとした方が、よっぽど理解できる）

　ウィルは神降ろしは幻覚の産物だと信じていた。そういう意味で、この儀式でなにが見られるか興味があった。だから再現したのだ。それをガストンにも体験させて、幻覚であることを確認させるのが、「クイップ」に憑つかれた心の病から彼を救う方法だとも思った。

　だが。

（分からない。なんだったんだろう）

（でも、もしかしたら、親おや父じはクイップの隠かくされた本ほん性しように気づいてたのかもしれない。だから、途と中ちゆうで手を出すのをやめたんだ。親父はそういう勘かんが働く奴やつだったから）

「ウィル・ゴーダ」

　呼びかけられ、ウィルは顔を上げた。ハワードがすぐうしろに佇たたずんでいた。髪かみをぴっちり整え、服も乾かわかして、元の伊だ達て男おとこに戻っている。目つきも正常だった。

　彼は襟えり元もとを正すと、

「今日のところは私は引き上げる。だが、おそらくこれからも君とはちょくちょく会うことになるだろう。君がその仕事をしているかぎり。父親と同じ道を歩むかぎり」

「俺はトレジャーハンターになんかならないよ」

「ならば、我々とともに行かないか」

　いきなりの申し出に、ウィルは豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらった鳩はとのように、ハワードを見た。ハワードはしごくまじめな様子で、まっすぐウィルを見ている。からかっているわけではなさそうだ。

「むろん、今すぐと言うわけではない。君はまだ子供だ。しかし、捜さがし屋の才能は私たちにも重要なものだ。もう少し年を取ってからでいい」

「……あんたは、なんで奇き蹟せきハンターなんかしてるんだ？」

　ウィルは慎しん重ちように質問をかわして、反対に尋たずねた。ハワードは即そく答とうした。

「私は奇蹟が嫌きらいだからだ」

「嫌い？」

　ウィルは首を捻ひねった。奇蹟に好きも嫌いもあるものだろうか？

　ハワードは言葉を続けた。

「教会に認にん定ていされたものも、されていないものも含ふくめて、私は奇蹟と呼ばれるものを嫌う。奇蹟は一部の人間の為ためのものだ。選ばれた、あるいはその場に居合わせた者だけのものだ。しかし、科学は万人の為のものになる。奇蹟は科学の未来を潰つぶそうとしている。一部の幸せと万人の幸せを選せん択たくせよと言われたら、君ならどちらを選ぶ」

「俺は……」

　ウィルは返事に窮きゆうした。それは万人の幸せに決まっている。しかし、奇蹟と科学を対極に置いて、決して交わらないと考えるハワードの考え方は、なにか間ま違ちがっていると思った。だが、うまく言葉にならなかった。

「それはおかしい。科学者なら事実をあるがままに受け入れるべきだ」

　ウィルの言いたいことを代わりに言ったのは、驚おどろいたことにガストンだった。「カード」とともに、わずかに残っていた生気もすべて燃え尽つきてしまったと思われるぐらい、意気消しよう沈ちんしていたのだが、いきなり二人の会話に割って入ってきた。

「きさまの言うとおり、奇蹟の存在は科学を混乱させる。だが、たしかにある事実に見て見ぬふりをし続けていれば、いずれ歪ゆがみが生じる。歪みが重なり堪たえきれなくなったとき、箍たがは外れて、中からなにが溢あふれてくるか分からないぞ」

　静かに、だが力強く語るガストンは、もう森の変人、ろくでなしと蔑さげすまれていた男ではなかった。一人の、真実を究きわめようとする学者の姿だった。

　ハワードは無言でガストンの言葉を聞いていたが、不意に、ふっと笑うと、

「そのときは教会に祈いのらせるさ。教会とはその為にあるのだろう？」

「…………」

「おまえたちはきれいごとばかりだ。いつも筋を通そうとする。だが、なにもかもを一度に変えることなどできやしない。おまえがもし、クイップを学会で発表したとしても、誰だれも信じやしないさ。そして、事実は教会が握にぎりつぶす。教会は異い端たんを嫌きらうからな。神はヒトを至上の生き物として創つくったと説いているかぎり、教会にとっても『妖よう精せい』などという存在はありえないものなのだ。

　ヴァン・ガストン、私たちとおまえは近い存在だ。私たちの敵は共通している、教会と民衆。科学を進歩させようという信念も一いつ緒しよだ。ただ、方法が違ちがう。我々は段階を踏ふもうとしている。おまえは一足飛びになっている。急な展開には民衆はついてこないし、反発さえ買う。科学者自身、混乱する。まだクイップは存在してはならないのだ。奇き蹟せきを科学の考こう慮りよの範はん囲いに入れてはいけないのだ」

「だからとて、奇蹟を抹まつ消しようしていいということにはならない」

　頑かたくななガストンの言葉に、ハワードは肩かたをすくめた。

「まあ、今回は手を引くさ。紳しん士しの約束は守るからな。もし学会に発表する気になったとしても、妨ぼう害がいはせん」

　どうせ受け入れてもらえないのは分かっているからな。そうハワードは続けたそうだった。そして、じっと自分を見つめているウィルに向かって、

「ウィル・ゴーダ、君はまだ、我々の味方とも敵ともつかない仕事をしている。もし、祖又や父親と同じ道を行くなら、我々は敵だ。だが、別の道を──はっきり言えば父親の敵になりたいと思うなら、いつでも私のところに来たまえ。私はゼフィッツイにいる」

　そう言って、ハワードは踵きびすを返した。

「ちょっと待ってよ！」

　ウィルが呼び止める。ハワードは微び笑しようを浮うかべて振ふり返った。

「なんだね？」

「証文書いてよ」

「口約束は信じられないと──」

「違う違う。『ジェイソンさんちを盗ぬすんだのは私です』ってゆー証文。それから、バリファウラーの森をひっくり返した証文もだぜ。俺、それがないと今回の仕事終しゆう了りようしないんだ」

　ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらでハワードに言い渡わたした。




「ちょっとヒヤッとしたぞ。それにしても、ハワード・イコナの渋しぶい顔は傑けつ作さくだったな」

　ハワードが森を去ってから、ガストンが少しひきつった笑え顔がおで言った。ここ何年、笑ったことがなかったので、笑う筋肉が強こわばっているのだ。

　陣じん形けいの後かたづけをしていたウィルは、肩かたをすくめて、

「俺はクソ親おや父じの為ために味方になる気は当然、敵にだってなってやる気はないもん」

「考古学者には？」

「じいちゃんと同じ道なんて、もっとやだ」

　ぷうとウィルは頰ほおを膨ふくらました。それを見てガストンは苦く笑しようした。

（子供だ。やはり、大人びてはいるが、子供なのだ、この子は）

「なにを喧けん嘩かしているかは詳くわしくは分からんが──エドウィンはおまえをなによりも愛しているのだ。それを疑ってはかわいそうだ」

「その可愛かわいい孫が殺されそうになってるのに、わけの分かんないミイラを取ろうとする奴やつなんか、どうやったら信じられるのさ」

　不ふ機き嫌げんというよりは腹立たしそうに言い返すウィル。その言葉と態度で、二人の間になにが起きたのかガストンはおおよそ分かった。そして、遠い過去を、自信と希望に満ちていた過去の自分とともに思いだす。

（ああ。あのころは、俺は若く、希望に満ちていた。しかし、世間知らずだった。なにも分かっていなかった）

（もう一度、やり直せるのだろうか）

（俺は、あのころに戻もどって、いや、ここから、また、新たな道を目指して）

「十二年前、メルギブラー遺い跡せきを発はつ掘くつしていたときのことだが」

　ガストンの言葉にウィルが振ふり返る。

「エドウィンは陣じん中ちゆう見み舞まいと言っては、ちょくちょく顔を出して、出土品を眺ながめて楽しんでいった。発掘調査を行うことになって、いちばん楽しみにしていたのはエドウィンだった。彼はその前から研究を手伝ってくれたり、畑違ちがいの俺が発掘をしやすいように、すべての手配をしてくれて、いろいろな方面にも手を回してくれた。彼がクイップ発見のいちばんの功労者だったのだ」

「…………」

「だから、玄げん室しつを開けてクイップを取り出すまであと一日に迫せまったところで、急に彼が家に帰ってしまったのにはみんなが驚おどろいた。いつもの彼からは想像できないほど、潔いさぎよく、あっさりクイップを捨てて帰ってしまった。なぜか分かるな？　おまえが生まれる日が近づいていたからだ」

「…………」

「エドウィンも、おまえの父親も、おまえの誕生を待ちわびて、心から喜んだのだ。だから今回は許してやれ。彼は、おそらく私の為ためにクイップを手放したくなかったのだ。私がこんな自じ堕だ落らくな生活から立ち直る為には、クイップを取り戻すしかないと焦あせったに違いない。あの人はこの三年間、私を見て見ぬふりをしてくれたのだ。そういう人なのだ」

「分かったよ」

　ウィルはぶっきらぼうにそう言うと、大きく息を吸い込んで、吐はいた。

「今回はガストンさんに免めんじて許してやらあ。勝手に『カード』も使っちゃったし──それでいいよな、エド！」

　憮ぶ然ぜんとウィルが林に声を投げると、極きまりが悪そうに笑いながらエドが出てきた。ガストンは頰ほおを紅潮させて、

「エドウィン、差し出がましいことを言いましたが……」

「いや。今回のことは私が全面的に悪かった。すまん、ウィル」

　ぺこりと素す直なおに頭を下げるエド。ウィルは「ふん」と鼻で言って、

「分かればいいんだよ、分かれば」

「偉えらそうに」

　調子に乗るウィルの額を、エドはぺしりと叩たたいた。そして、人差し指を立て、

「しかし、ウィルよ、一つだけ譲ゆずれないことがある」

「なんだよ？」

「五十前のダンディな男のことは『じいちゃん』と呼ぶな。以上」

「じいちゃん、帰るぞ。ガストンさんも一いつ緒しよに飯食わねえ？　あっ、フィービィ、また明日来るからなーっ」

　ウィルは満面の笑え顔がおで、ドアから顔を出す魔ま女じよに向かって手を振ふった。







　ことの終わり







　その日のゴーダ家はごった返していた。明日、王都ゼフィッツイに向けて出発する。大した荷があるわけではないが、「これだけは持ち歩かないと」というエドの書物がありすぎて、パニック状態なのだ。

　今回のゼフィッツイ行きには、ヴァン・ガストンも同行することになった。家に戻もどり、もう一度学者としてやり直したいと、当人が言いだしたのだ。

「たった一度の失敗で、挫ざ折せつしてしまったなんて、私は甘あまい人間だった。一からやりなおしたい。たとえ、どんな困難が立ちはだかっていようと、やりたいのだ」

　ガストンはそう言って、クイップの入った袋ふくろを抱かかえるのだった。すぐには無理だがいつかは学会に発表すると、静かに、しかし熱く語った。

　ウィルはハワード・イコナが言ったことを思いだしたが、それはガストンも承知していることだろう。だから、なにも言わなかった。

「だが、ヴァンよ、まずは当面の困難はどうする気かね？」

　ニヤニヤしながらエドが言いだしたときは、ウィルもガストンもなんのことか分からず、キョトンとした。

「十二年も放ほうっておかれた奥おくさんと子供が、君をそう簡単に家に入れてくれるかな？」

「あ！」

　それまでそんなこと考えもしなかったと言わんばかりに、ガストンは見る間に青ざめて硬こう直ちよくした。エドがいかにも、心底同情しているような表情を作って、

「大変だな、ヴァン。放っておかれた子供の恨うらみはよーく分かっただろう。私にできるアドバイスは、まずは奥さんの方から丸め込むんだな。そうすれば子供もどうにかなる。しかし、子供より女を説得する方が難しいだろうなあ。頑がん張ばってくれとしか言いようがない」

　そう言って、茫ぼう然ぜん自じ失しつのガストンに追い打ちをかけるのだった。

　ジェイソンの方は、「偶ぐう然ぜん通りかかった旅行中の貴族のぼんぼんが、いたくジェイソンの家を気に入ってしまい、いてもたってもいられず盗ぬすんでしまった」という内容の証文を見せられ、胡う散さん臭くさいことこの上なかったが、家代と多額の慰い謝しや料りようをもらったので納なつ得とくすることにしたようだった。むろん、森を掘ほり返した疑いも晴れて村人と仲直りもでき、彼としてはこれ以上のゴタゴタはごめんだったのだろう。




　夕方、マギーの父親、グレアム・ディーバがウィルの家を訪れた。グレアムのゴーダ家嫌ぎらいは村で知らない者はいないぐらい有名だ。珍めずらしいこともあるとウィルは驚おどろきながら、ともかく中に通そうとした。だが、グレアムは、

「いや、エドウィンを連れてきてほしい」

　そう難しい顔で言ったきり、一言も喋しやべらない。厳いかつい顔から少し血の気が引いているようだった。

　エドが出てくると、

「エドウィン、ちょっと話がある」

　と言って二人で外に行ってしまう。

（なんだろう？）

　首を傾かしげたものの、ウィルは引ひっ越こしの準備を続けた。

　だが、夜のとばりが降りきり、そろそろ眠ねむる時間になっても、エドは帰ってこなかった。ウィルが少し不安になったとき、誰だれかがドアを叩たたいた。

　エドならドアを叩くより声をかける。今時分来るとしたらガストン辺りだろうと踏ふんで鍵かぎを開けたウィルは、そこにマギーが立っていたのに驚いた。駆かけてきたらしく、はあはあと息を切らしている。

「マギー？　どうしたのさ、こんな夜に」

「うぃるう」

　ウィルの顔を見た途と端たん、マギーがぼろぼろ泣きだした。ウィルは面めん食くらって、

「どうしたんだよ、マギー。ともかく中に入れよ、じいちゃんいないから」

「エドならうちにいるわ。ドクターも一いつ緒しよ」

　家の中に入りながら、マギーは答える。ウィルは彼女を椅い子すに座すわらせて、

「なにか飲む？　まずは落ち着け」

「ミッチェルが死んじゃうの」

　マギーの言葉に、鍋なべを取ろうとしていたウィルが動きを止めた。グレアムが来たときからなんとなく予想はしていたが、マギーが夜中に駆けてくるほど深刻とは思わなかったのだ。

　そのマギーは、自分で自分の言葉にびっくりしたらしく、またぽろぽろ泣きだす。

「それ……今日明日ってこと？」

　マギーは頭を振ふった。差し迫せまっているわけではないと分かり、ウィルはほっとする。

「でも、急いで手術しないと半年保もたないって、ドクターが……すごい難しい手術だから、ゼフィッツイの、すごく有名なお医者さまじゃないとダメだって……それから……それから……」

　マギーは口ごもった。ウィルは大きく息をついて、

「金がかかるんだろ？」

「うん……うちじゃそんな大金、揃そろえられないって、お父さんが……」

「それでエドが呼びだされたわけか」

　少し呆あきれながらウィルは結論づけた。ウィルの家はトリックのせいで、この村全員が一生働いても利子の足しにさえならないくらいの借金がある。そのことを知らぬグレアムではない。

　だが、一度に大金を手に入れられるのも、ゴーダ家しかないのだ。

「グレアムがエドに頭下げたなんて、よっぽど切羽詰つまってるんだな。それほど孫が可愛かわいいか」

「ウィル、おねがい、お金貸して」

　マギーが涙なみだでびしゃびしゃの顔を向けて、懇こん願がんする。ウィルは頭を搔かいた。

「エドはなんて？」

「今は調達できないけど、ゼフィッツイに行けば大だい丈じよう夫ぶって……お父さんは、必ず返すって言い張ってるんだけど、おまえんちじゃ無理だってエドが言ったから、ちょっと今険悪なムードになっていて……」

　悄しよう然ぜんとマギーは語る。なにやら本題の雲行きが怪あやしくなったのを危き惧ぐして、大人には任せられないとマギーはウィルに頼たのみ込みに来たのだ。

「エドが無理だって言うなら、無理だろうなあ。農民はただでさえ現金収入は少ないんだし。手術ったって、一回で終わるわけじゃないだろ、療りよう養よう期き間かんも必要だし。くれるって言うならもらっとけば？」

「これ以上、ウィルんちの借金を増やしてどうするのよ！」

　気楽に言うウィルに、マギーが腹を立てて怒ど鳴なった。ウィルは肩かたをすくめて、

「いまさら少しぐらい増えたってどうってことはないって。うちの借金、もう地道に働いて返すって額じゃないだろ？　だから、返すときは一発当てるか、じゃなかったら踏ふみ倒たおすしかないの。だから」

「じゃあ、あたしウィルの仕事を手伝うわ！」

　パッとマギーは顔を輝かがやかせて言った。

「あたし、その一発当てる仕事の手伝いをするから、それを借金の返済に充あてるから！　ねえ、いいでしょ？」

　名案だとばかりに言うマギー。今さらなにを、とウィルは呆あきれかけて、それからその言葉の真の意味に気づく。

　ウィルは胡う乱ろんそうに幼なじみを眺ながめた。

「マギー。それが目当てか？」

「え？」

「一いつ緒しよにゼフィッツイに来るつもりで、そんなこと言いだしたんだろ」

「ひっどーい！　あたしはミッチェルのこと、本気で心配して……！」

　マギーが猛もう然ぜんと反論し始めたところへ、ばたん！　と乱暴にドアが開き、バズが飛び込んできた。

「ウィル！　ミッチェルのことで相談が！」

　そこまで言って、部屋の中にマギーがいることに気づく。

「あ、あれ？　マギー、こんな時間になんで」

「おまえもか、バズ」

　ウィルは額を押おさえ、天てん井じようを仰あおいだ。




　金の件はともかく、その為ためにマギーとバズをゼフィッツイに連れていくなんて考えられなかったので、ウィルはその場は二人を追い返した。もし来たかったら親の承しよう諾だくをもらってこいと言うのも忘れなかった。あのグレアムがそんなふざけた許可を出すはずがないし、フェナット夫妻は一人っ子のバズに超ちよう甘あまの親である。絶対無理だと踏ふんでいたのだが……
















「ウィル！　起きろ！」

　翌朝、一番に家に飛び込んできたグレアムに、ウィルは叩たたき起こされた。

「わわ？　なんだなんだ」

　マギーに叩き起こされることはあっても、グレアムに起こされるなど前ぜん代だい未み聞もんである。ウィルは面めん食くらって、目の下を黒くしているグレアムを見た。

　そこへ、フェナット医師が息を切らしながら現れて、

「ああ、いる。ウ、ウィル、うちのバズを見なかったかい」

「マギーもだっ。こんなふざけた置き手紙して、どこに行った！」

　グレアムは青筋を立てながら、ウィルに学習用の小さな黒板を押おしつけた。見ると、なにやらマギーの字で書いてある。

「……なんて書いてあるの？」

「『ミッチェルの手術費を稼かせいできます。しばらく帰りません』だ！」

　フェナット医師も顔を青ざめさせて、

「バズの黒板にも、同じようなことが」

「またおまえが二人を唆そそのかしたのかと思ったが、ここにいるってことは違ちがうんだな」

「俺おれはダメだって言ったんだ」

　ウィルは憮ぶ然ぜんと言い返した。まさか、そういう手段に出てくるとは思わなかった。

　ウィルの言葉に、グレアムはいきり立ってウィルに摑つかみかかる。

「おまえ、なにか知ってるな!?」

「だからあ」

　ウィルはしかたなく、細かにゆうべの顚てん末まつを話して聞かせた。話が進むにつれ、グレアムは青くなり、おろおろとうろたえ始める。反対に、フェナット医師は事情が分かると落ち着いてきたようだ。

「とゆーわけで、二人とも、ゼフィッツイに行ったと思うけど？」

「夜明け前に出て、馬車を拾ったとすれば、もうサンマリーズのはるか向こうだろうな」

　どこから話を聞いていたのか、エドが眠ねむたそうな顔で奥おくの部屋から出てきた。

「しかたない、ウィル、出発を早めて二人を捜さがしながらいくぞ」

「た、頼たのむぞ、エドウィン」

　狼ろう狽ばいしきってグレアムは頼む。フェナット医師は冷静に、エドの手を握にぎって、

「エドウィン、バズを頼みます」

「分かった。グレアムもいいんだな？」

「な、なにをだ？」

「だから、マギーとバズがゼフィッツイでうちの手伝いをすることだろう？」

　何気なくエドは聞き返したが、グレアムは飛び上がるほど仰ぎよう天てんした。

「な、な、なにを、マギーはまだ十二歳さいの女の子だぞ!?　親元から離はなれて、そんな遠くへ行くことはない！　デイヴィスも、そんな、あっさり認めてどうする！」

「たしかにまだ早いとは思いますが……それ以上に、バズにはいい経験になると思うんです。あの子は少し気が弱すぎる。優やさしいのはいいことだが、頼りなくては医者は務まらない。あの子もいろいろ考えてのことでしょう、少し、信用してやってもいいと思うんです」

　フェナット医師は寂さびしそうにほほえみながら、だが、きっぱりと言った。グレアムは眉まゆをつりあげ、

「マギーが強引にバズを連れていったとしたらどうするんだっ」

「うーん。それは困りましたねえ。まあ、一人村に残ってうちに閉じこもっているぐらいなら、ウィルと一いつ緒しよに行った方が元気があっていいですよ。シンディもそう言いますよ」

　ははは、と笑うフェナット医師。味方にならないと分かってがっくりするグレアムの肩かたを、エドがぽんと叩たたいた。

「まあ、グレアム、ジェレミー夫婦もすぐにゼフィッツイに行くのだろう？　兄夫ふう婦ふの身の回りの世話をする為ためにつけたと思えばいいじゃないか。私が責任を持って預かるから」

「それがいちばん心配だ！」

　グレアムが喚わめく。

　それをウィルは呆あきれて見ながら、

「やれやれ、ゼフィッツイでの最初の仕事がマギーとバズ捜さがしなんてな」

「こればかりは『カード』を使っても戻もどってきそうにないぞ」

　エドが笑って言う。

「ホント、コーヒー野や郎ろうの方がまだマシだよ。まったく、しょうもねえなあ」

　ウィルは憮ぶ然ぜんと言ったが、その顔は実に嬉うれしそうに笑っていた。







　あとがき







　問題。次の文章を読んで、後こう述じゆつの問いに答えなさい。

（文章）

　私の記き憶おくが正しければ、あれは二巻が発売されたころのことであった。

　やはり電話にて、担当さんとの会話。

「小林さん、次のプロット考えておいてくださいね」

「あのですねえ、次は三巻目ですし、敵てきを出したいなー、なんて思ってるんですけど」

「…………」

　絶ぜつ妙みような間まの空白のあと、担当さん、わざとらしく困こん惑わくした口調で、

「ど、どんな感じの敵です？」

「ですから、ホームズに対するモリアティ教授、小林少年に対する怪人二十面相、金田一耕助に対する『よし分かった』の警けい部ぶ（磯いそ川かわ警部のことらしい）……」

「それ、ギャグメーカーですよね？」

「え？」

「ですから、シリアスな敵じゃなくて、なにかとウィルの邪じや魔まをしてくるものの、結局ドジを踏ふんで笑いを取るキャラですよね？」

「明るく陽気なエンターテインメント小説」を目指す担当さんは、どーしてもそういう方面に持っていきたいらしかった。むろん、私はそんな気はさらさらないので、

「それって、バズじゃないですか？」

「そーいえばそうですね」

「ねっ？　だから、ちゃんとした敵」

「暗くならないでくださいよお」

「この子供たちで、どーやって暗くなるっていうんですか。わははーっ」

　大うそつき。

（問い）

　さて、この話でどこが「私」は「大うそつき」なのでしょう。

一。敵のおかげでとてつもなく暗い話になった。

二。出演途中でちゃんとした敵ではなくなった。

三。実はバズが敵（今まで違ったのか？）。

四。「よし分かった」の警部は敵ではなく味方である。




「必殺　お捜し人３　妖精の奇蹟」は平成九年一月半なかばから二月半ばにかけて書いた話です。

　今回は世界観とそれぞれの家庭の事情を中心に書いてみました。徐じよ々じよに明かされていくトリック・ゴーダの存在。ウィルの真の敵になりうるのは彼しかいない気がしますが、しかし、本当に彼に出番は来るのでしょうか。作者ながらちょっと心配。

　この話を書いていると、私は自分が未いまだ小学生で、ウィルたちと同じ視線で世界を見ている気がします。世の中はまだ混こん沌とんとしていて、大人は自分たちとは違う生物で、自分たちのようにわがままを言ったり遊んだりしない──いえ、「わがままを言わない」なんてことすら考えなかったあのころ。あまり懐なつかしくないのは、今でも大して成長していないということでしょうか？

　女、女、と続いたので、今回の依頼主は男です。と思ったら、オヤジのオンパレードになってしまいました。好きだけど、花がない……つ、次は妖よう艶えんなおばさんを出すぞーっ。




　平成九年四月七日


小林めぐみ
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